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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「もうすぐ、もうすぐだよ」

　誰だれもいない暗くら闇やみの中で、男は目の前にある古びた石像に嬉うれしそうに手を触ふれた。甲かつ冑ちゆうをまとった石像は半ば壁かべに埋うもれていたが、男が手に持ったランプの明かりに照らされ、勇ましい表情を浮うかべている。地下にあるこの遺い跡せきで発はつ掘くつを始めて一年。やっと目的の物を掘ほり当てた。これをなるべく完全な形で掘り出すのが、男の長年の夢だった。

「レティ。アラバーナ大陸はその昔一つの国だった。みんなはそんな事あるはずないって言うけど、僕が調べた文ぶん献けんではそれを指ししめす事じ項こうがある。この方は、アラバーナ大陸の初代国王スルタンなんだ。この遺跡を調べれば僕の仮説を証明できるかもしれない」

　うっとりと石像に触れながら呟つぶやくと、傍かたわらのレティと呼ばれた小さな白はく蛇じやが、返事するようにくねりくねりと身を動かした。石像が手にしている剣けんに触さわると、刃はの部分が音を立てて折れる。慌あわてて落ちた刃先を拾い上げた男は、ため息をついた。

「ああ、しまった。あんまり嬉しくて、つい……。さあ、今日はもう帰ろう。明日から本格的に石像を掘り出す作業が始まる。それまでは本当は立ち入り禁止なんだ」

　男は白蛇に向かって片目を瞑つぶる。外にある宿舎では、明日の発掘に備えて、みんな就しゆう寝しん中のはずだ。あまりの発見に眠ねむることなど出来なくて、黙だまってここに来てしまった。ばれたら怒おこられるぐらいではすまないだろう。たとえ自分がこの石像の発見者だとしても。

　男が片かた膝ひざをついて腕うでを差しだすと、レティがするすると巻き付いた。まるで女性が身につける装そう飾しよく品ひんのようだ。男は立ち上がって帰ろうとしたが、最後にもう一度だけと、名な残ごり惜おしそうに石像に目を向ける。そこである異変に気づいた。

「何だ？……」

　暗闇の中で、石像の目の辺りがきらりと光った。一いつ瞬しゆんの事に、男は思わず首を傾かしげる。

　もう一度石像に近付き、今度は慎しん重ちように顔に触れようとした。その途と端たん腕に巻き付いていたレティが、威い嚇かくするようにシャァッと牙きばを剝むく。

「レ、レティ!?」

　いつも大人しい白蛇の変へん貌ぼうに男は目を見張る。同時に再び石像の目の辺りが、毒々しい緑の光を放った。突とつ然ぜん男の足元がぐらりと揺ゆらぐ。思わずよろめくと、がらがらと音がして、立っていられない程ほどの揺れと同時に、壁が崩くずれ始めた。男が慌てふためいていると、レティが光に向かって、牙を剝いて飛びかかった。

「やめろ、レティ！　そんな事している場合じゃない。地じ震しんだっ。逃にげるぞ！」

　石像が崩れてくる石によって埋まるのを何とかしたかったが、このままでは命が危険だ。男は石像に巻き付いたレティに手を伸のばした。冷たい感かん触しよくが手に伝わる。天てん井じようから崩れてくる石を必死でかいくぐりながら、男はそのまま一目散に出口へと走っていた。
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　バルク号船長ジャリスは、ケレン国の王宮にある広間で、困こん惑わくして青い瞳ひとみを見開いていた。

「は、放してくださいっ」

「動くでない！　逆らうならばこちらにも考えがあるぞ」

　ジャリスの顎あごを捕とらえているのは、ケレン国の国王スルタンコンスルルだ。瘦やせていて、恐おそらくジャリスの父と同じくらいの年ねん齢れいだろう。息がかかるほど間近で、前から横から斜ななめから、色んな角度でジャリスの顔を眼光鋭するどく見つめていた。何とか逃のがれようと身じろいだが、背中から誰かが羽は交がい締じめにしているせいで、少しも身動きができない。

　目だけを動かして広間の中央を見ると、一いつ緒しよに王宮を訪おとずれていた副船長のシャルマが、数人の兵士達に囲まれ腰こしの剣に手をかけている所だった。

「妙みような事を考えるでないぞ。よく顔を見たいだけだ。危害を加えるつもりはない。大人しくしておれ」

　コンスルルの目はジャリスの顔から離はなれないが、声はシャルマに向けられていた。

「金色の髪かみに青い瞳か……。そなた、その腰にある水差しから精霊ジヤーンを呼び出せるのであろう？　精霊の魔ま法ほうで髪と瞳の色を変えられると聞いたが、まことか？」

　突然の質問にジャリスは目を丸くする。なぜ彼がアブウを知っているのだろう。

「質問に答えよ。できるのか、否いなか」

　彼の意図が摑つかめない。なぜこんな事を聞かれるのか。

「は、はい、それは可能ですが……どうしてそれを？」

　やっと手を放したコンスルルは問いには答えず、急に満面の笑えみを浮かべた。

「よしっ、それなら大だい丈じよう夫ぶだ。そうであろう。ルセバ外務大臣」

「ええ、髪と瞳の色を変えられるのなら完かん璧ぺきでございますっ」

　背後でジャリスを捕つかまえていた中年の男が、嬉き々きとして声を上げる。どうやら外務大臣らしい。ケレン国でも高い地位を持つ二人の奇き行こうに、ジャリスは驚おどろきとともに、疑問を覚えた。

「あ、あの……事情がよく判わからないんですが、一体何事なのでございましょう？」

　戸と惑まどいながら尋たずねると、コンスルルが黒い瞳をきらりと光らせた。

「海かい賊ぞく同盟見習いジャリス・シンリクット。盟主マラファム殿どのから聞いていると思うが、お前に仕事を頼たのみたいのだ。我がケレン国にとっての一大事……いや、もし失敗すれば、アラバーナ大陸全体にも危機が及およぶだろう。これはそなたにしか頼めない仕事だ。我が国を救ってくれ、ジャリス！」

（な、何よ。盟主マラファム殿から聞いていると思うがって……父さんからは何も詳くわしい事は聞いてないわよーっ）

　目を白黒させたジャリスは、五日前にマラファムから連れん絡らくが来た時の事を思いだしていた。
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〝ジャリス、海賊同盟からの命令だ。すぐにケレン国に行くように〟

　バルク号の真っ白な帆ほが追い風を受けてはらみ、船はぐんぐんと速さを増して進んでいた。どちらを向いても見えるのは、白い泡あわを生みながら押し寄せる波ばかり。いつもならジャリスの大好きな光景だが、今はそれを楽しんでいる余よ裕ゆうはなかった。

「えっ、何でケレン国に行くんですか!?　わたし達は指輪を捜さがすために、ウルネティス国に向かっているんですよ！」

　甲かん板ぱんで膝ひざをついたジャリスは、床ゆかに置いてある水を張った桶おけに問いかける。水差しの精霊ジヤーンアブウの使う水鏡の魔法は、遠くにいる相手と連絡がとれる。水鏡に映っているのは、ジャリスが所属する海賊同盟の盟主で、彼女の父親でもあるマラファムだ。

〝ケレン国の国王スルタンが、海賊同盟に内密で依い頼らいしたいことがあるそうだ。しかもお前を名指ししている。だが私にも詳しい事情が判らないのだ。ケレン国はウルネティス国と隣となり合っている。お前が現在いる場所からもそう遠くないはずだ。お前が直接行って話を聞いてきてくれ〟

「でも指輪はどうするんですか？　四つの指輪は魔王オシリスの魔力を凝ぎよう縮しゆくした物。その一つがウルネティス国にあるんですよ。それを見付ける為ためにわたし達は……」

〝……ジャリス、ケレン国の国王からの手紙にはこう書かれていた。緊きん急きゆうで重要な依頼があると。もし失敗すれば、アラバーナ大陸に危機が訪れるだろうとな〟

　ジャリスは思わず息を吞のむ。押し黙ったジャリスに、マラファムはゆっくりと口を開いた。

〝確かに指輪も重要だ。魔王オシリスが先に見付ければ、アラバーナ大陸の破は滅めつに繫つながってしまう。だがお前は海賊同盟の一員だ。たとえ見習いだとしても。各国からの要よう請せいに応こたえるのも同盟の仕事だ。お前達から指輪の情報を聞いて、父上も既すでにウルネティス国へ向かわれている。ひとまず指輪捜しは父上に任せて、お前にはケレン国に行き、国王から事情を聞いてきてもらいたい。……これは同盟の盟主としての命令だ〟

　ジャリスの頭に、祖父であるターラのにやけた顔が浮かぶ。血の繫がらない祖父はいい加減な性格だが、指輪に関してだけは常に真しん摯しな態度で取り組んでいる……と思う。それにアラバーナ大陸に危機が訪れる、という不ふ穏おんな言葉は聞き捨てならない。

「……判りました。ケレン国に行き、国王に話を聞いてきます」

　渋しぶ々しぶ返事をすると、マラファムが小さく頷うなずいた。

〝連絡は怠おこたるな。事情が判り次し第だい、私に知らせるように。謀む反ほん騒さわぎの後始末で、私はまだしばらくはサウルナ国から離れられない。手に負えないような依頼なら、正式に海賊を派は遣けんする〟

　ジャリスが目指す海賊は、アラバーナ大陸と海を守る存在だ。国の垣かき根ねを越こえて、独自の捜そう査さ権と大臣級の発言力を持つ。こうやって各国からの依頼を受ける事も多かった。

　マラファムとの会話を終えたジャリスは立ち上がる。傾かたむき始めた太陽とバルク号の進路は同じだった。ジャリスは舳へ先さきに目を向けて、まだ見ぬケレン国へと思いを馳はせていた。
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「け、結構遠いわね。港から見た時は近くに見えたのに……。まだ王宮にはつかないの？」

　頭あたま覆おおいで金色の髪を覆ったジャリスは、足を止めて前方に目を向けた。

　マラファムからの命令を受けて、ケレン国の首都ガラタに辿たどり着いたジャリスは、シャルマと一緒に六本の尖せん塔とうに囲まれた丸まる天てん井じようの王宮に向かっていた。最近船に乗りっぱなしだった為、いい運動になると歩き始めたが、いけどもいけども近づけない。橙だいだい色いろの夕焼けが丸天井にかかり、荷車に商品を載のせて商売していた人々も、すでに帰り支じ度たくを始めていた。

「ですから、乗り合いの馬車に乗った方がいいと言ったでしょう。大きな建物は近くに見えても案外距きよ離りがあるものです」

　シャルマの呆あきれた声に、ジャリスはため息をつく。初めて来た国なのだから、ちょっと町を見物してみたかったという気持ちもあったが、こんなに時間がかかるとは思わなかった。

「しょうがないわ。遅おそい時間に王宮を訪ねる訳にはいかないし、馬車を待ちましょう。緊急の用だって言ってたし、急いだ方がいいのかも」

　頷いたシャルマが、懐ふところから白い布を取り出した。乗り合いの馬車を止めたいときは、この布を道の端はしで振ふるのだ。

「……それにしても、緊急の用とは一体何事なのでしょうね。そもそもどうして見習いのあなたに依頼がくるのでしょう？」

　馬車が来るのを待ちながら、シャルマがふと呟つぶやく。それはジャリスも考えていた事だ。だが、さっぱり心当たりはない。隣となりに立ったシャルマと一緒に王宮を見つめる。

「判らないわ。普ふ通つうは各国から同盟に依頼があったら、派遣される海賊はその依頼に最も適した人を同盟が選ぶの。でもたまに特例があるって話も聞いた事があるわ。わたし達見習いが海賊になる為には、各国の国王スルタンから試練を受けて旗を集めないといけないでしょ。もちろんそれは見習いの力量を試ためす為なんだけど、国王が信しん頼らいできる海賊を探す意味もあるの。試練の時に国王から特別な信頼を得られれば、海賊になった時に名指しで依頼される事もあるそうよ。その時は依頼料とは別に、特別な報ほう奨しよう金きんをもらえるらしいわ。だけどかなり高額だから、滅めつ多たに名指しで依頼なんてないらしいんだけど」

　やっかいな問題が起こった時こそ、高い報奨金を払はらってでも信頼のおける海賊に任せたい。そうやって名指しで依頼をされるのは、海賊にとっては名めい誉よなのだ。それだけ国王から厚い信頼を受け、力量を認められたことになる。

「なぜ会った事のないあなたに依頼が？　それにあなたはまだ見習いで、海賊でもないですし」

「そうなのよ。それがわたしにも判らないの。そもそも各国からの正式な依頼って、見習いは受けられないのよ。わたし達が受けられるのは、試練と同盟からの簡単な依頼だけだもの」

　各国の同盟への依頼は様々だ。国同士のもめ事の仲ちゆう裁さいから海を荒あらす海うみ蜥蜴とかげ達の討とう伐ばつ。いくつもの国を渡わたり歩く犯罪者達の取り締しまり、海難の救助。あげればきりがない。それらに関する依頼を同盟は引きうけ、海賊としての資格を持つ者達が各国に派遣される。そして時には、表に出せないような複雑な依頼も内密で引きうけるという。それがどんな内容なのか、まだ見習いのジャリスには判らない。

「きっときっと、ご主人様の活かつ躍やくを知って、依頼を任せる気になったんですよぅ。いやぁ、アブウも鼻が高いですぅ」

　腰こしにぶら下げた水差しから煙けむりとともに飛び出したのは、水差しの精霊ジヤーンアブウだ。さすがに人目があるので、本体である煙姿のまま、さっとジャリスの頭覆いに隠かくれた。

「ご主人様はたまに無む謀ぼうですけど度胸もあるしぃ、色々失敗も多いですけど、最後には何とか事件を解決するしぃ、色気はないけど、可愛かわいいですしぃ。きっとその噂うわさを聞きつけて、国王様が依頼をされたんですよぅ」

（うーん、誉ほめられてるような気もするけど、ぜんっぜん嬉うれしくないわ！）

　ジャリスが頰ほおをひくつかせているのも気づかず、アブウはくぷぷと妙みような笑い声を上げる。だが、もし今までのジャリスの行動を認めて名指ししてくれたのなら、こんなに嬉しい事はない。まだ見習いだが、一人前として認めてくれたということだろう。

　誇ほこらしい気分がして、ジャリスの背中が自然と伸のびた。どんな依頼かは判らないが、自分にできる事なら何でもしよう。何があっても慌あわてず騒さわがずいつでも平常心。そう心に誓ちかいながら。
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「……我が国を救ってくれ、ジャリス！」

　王宮に来るまでの事を一いつ瞬しゆんで思いだしていたジャリスは、国王であるコンスルルの懇こん願がんするような声に思わず狼狽うろたえた。

（あ、慌てず騒がずって心に決めてたけど、騒がずにはいられないわよーっ。何でいきなり外務大臣に羽は交がい締じめにされて、国王に顔をじろじろ見られなきゃならないの？　それにわたしに国を救って欲しいってどういう事!?）

　馬車に揺ゆられて王宮についた頃ころには、すでに日がくれていた。遅くなってしまった為、訪ねるのを躊ちゆう躇ちよしたが、一応門番に話しかけるとすぐさま広間に通された。そこではケレン国の紋もん章しようである隼はやぶさが描えがかれた壁へき画がの前で、国王のコンスルルが金色に光る大きな椅い子すに座り待っていた。挨あい拶さつしようと跪ひざまずいたが、口を開く前にコンスルルから側そばへ来るよう命じられ、ジャリスは訝いぶかしみながらも近付いた。すると国王は突とつ然ぜん立ち上がり、ジャリスの顎あごをぐっと摑つかんだのだ。驚おどろいて逃のがれようとしたが、外務大臣のルセバに後ろから羽交い締めにされてしまった。

「あ、あの……とりあえず放してもらえませんか？」

　意識して声を落ち着かせようと努力した。シャルマは剣けんに手をかけたまま兵士と睨にらみ合っている。ここで剣を抜ぬけば、国王への反乱と捉とらえられてしまうだろう。まずは冷静に、ジャリスは心の中で念じる。

「ああ、すまない。つい気持ちが焦あせってしまったな。ルセバ外務大臣、ジャリスを放してやれ。いや、しかしそなたが来てくれて本当によかった、ジャリス。その顔なら文句はない」

　ジャリスの頭に疑ぎ問もん符ふが並ぶ。どうしてそんなにジャリスの顔ばかり気にするのだろう。両手を上げて喜ぶ国王と外務大臣に、ジャリスは思わず問いかける。

「あ、あの……父から、いえ、盟主様から依い頼らいがあるとお聞きしたんですが、一体何でございますか？」

　やっと自由になったものの、さっぱり事情が判わからない。ジャリスが尋ねると、コンスルルがはっとしたように咳せき払ばらいをする。

「い、いや、申し訳ない。あ、そうそう依頼だったな。実はそなたに隣りん国ごくウルネティス国の国王スルタンへ、私からの贈おくり物を届けてもらいたいのだ」

　落ち着いたのか、椅子に深く座ったコンスルルに、ジャリスは思わず眉まゆ根ねを寄せてしまう。

「贈り物……ですか。それは何か危険な物とかですか？」

「いいや、〝青き涙〟と呼ばれる宝石で、ケレン国の国宝の一つだ。ぜひそなたに頼たのみたい」

　訳が判らず、ジャリスは振り向いてシャルマに視線を送る。彼も眉根を寄せて首を傾かしげていた。国宝というからには確かに貴重な物だろう。だがそれをわざわざ運ぶ為ためだけに、海かい賊ぞく同盟に依頼をするのはおかしな話だった。たとえば、表に出せない違い法ほうな品や、危険な物を運ぶというならまだ話は判る。だが贈り物を届けるぐらいなら、ケレン国の軍人でも大臣でも、適任者はいくらでもいるはずだ。なぜわざわざジャリスを名指しして依頼するのか判らない。

「陛下、その為にわたしをお呼びになったんですか？　わたし達は、アラバーナ大陸の危機だとお聞きしたんですが……」

　贈り物を届けるだけなら、海賊同盟の出る幕ではないと思った。だが国王の顔が、ふいに真しん剣けんな物になる。

「ああ、それは本当だ。先さき程ほども話したが、これが失敗すれば、我が国のみならず、アラバーナ大陸にも危険が及およぶだろう。だからこそ、同盟に……いや、お前に頼むのだ。これはお前にしかできない仕事だ。もし成功したなら、これを試練として認め、我が国の旗を与あたえよう」

　ジャリスは思わず目を見張る。贈り物を隣国に届けられなければ、アラバーナ大陸が危機に陥おちいるとでもいうのだろうか。だがコンスルルがジャリスを見つめる表情は真剣だった。とても冗じよう談だんとは思えない。ジャリスはすぐに表情を引き締めた。

「何か、事情がおありなんですね。ただ贈り物を届ける訳ではない……そういう事ですか？」

　コンスルルが、ゆっくりと椅子から立ち上がる。瘦やせてはいるが背の高いコンスルルが、ジャリスを見下ろした。

「ああ、百聞は一見に如しかず。お前達に会ってもらいたい人物がいる。話はそれからだ」

　パンパンとコンスルルが手を叩たたくと、広間の奥にある小さな扉とびらが開いて、誰だれかがしずしずと進み出た。その人物と相対したジャリスは、思わず息を吞のみ言葉を失っていた。

　　　　[image: ]

　バルク号の乗組員であるコダートが王宮を訪おとずれたのは、すっかり夜も更ふけた時刻だった。先程ジャリスから連れん絡らくがあって、すぐに王宮に来てくれと言われたのだ。詳くわしい事情は会ってから説明すると言われ、同じく乗組員のリンドを伴ともなって急ぎ王宮へとやってきた。

　門番にバルク号の乗組員だと告げると、話を通してあったのか、平身低頭で中へと通される。

　案内されたのは、王宮の奥まった場所にある小さな庭だった。月明かりを受けて花か壇だん一杯に可か憐れんな花が咲さいている。隣りん接せつしている王宮とは別べつ棟むねの建物は、こぢんまりとしていたが大理石で出来ていて、身分の高い者の館やかたなのだと一目で知れた。

「ここから先は男性はお通しできませんので、少々お待ち下さい。ジャリス様をお呼びします」

　門番は庭と館の間にいる侍じ女じよに声をかける。何事か囁ささやくとすぐに侍女が館に入っていった。門番はコダート達に一礼すると、そのまま持ち場へと戻もどっていく。

「ジャリスはどこにいるんだ。大体男性は入れないって……ここはハーレムなのか？」

　呟つぶやいたコダートだが、そうではないことはすぐに判った。もしここがハーレムなら、コダート達は庭にすら入れないだろう。リンドが肩かたを竦すくめる。

「すぐ呼んでくるって言ってただろ。お前、ホントーに心しん配ぱい性しようだな。シャルマも一いつ緒しよなんだから大だい丈じよう夫ぶだろ」

「でも、船長に何かあったら大変だろ」

　思わずむっとしたコダートが反論する。実はマラファムから連絡を受けたというジャリスの話を聞いてから、ずっと妙な胸むな騒さわぎがしていた。それは王宮に来た今でも治まるどころか、どんどんひどくなっている。早くジャリスの元気な顔が見たかった。

「またそんな言い方する。どうして普ふ通つうにジャリスが心配だって言えないんだよ。お前の愛情って判りにくすぎ。でもさ、俺の勘かんだけど、ジャリスはお前の事憎にくからず思ってるような気がするんだよなぁ。やっぱりお前もっと強ごう引いんに押した方がいいぜ。押して押して、押し倒たおせっ」

　拳こぶしを握にぎったリンドの声が、ひっそりした小さな庭に響ひびいた。コダートは顔を赤くする。

「お、お前何言ってるんだよ。こんな所でっ」

「いやー、俺的にお前達がくっつくと面おも白しろい感じがするんだよな。見てて飽あきないし」

　リンドが庭の隅すみにあった寝ね椅い子すにもたれた。隣となりに腰こし掛かけたコダートは、少しだけ俯うつむく。

「……いいんだよ、別に今のままでも。俺は俺らしくジャリスに接するのが一番だと思ったんだ。変に意識すると空回りするって判ったし」

　コダートは、怪け我がをしないようにとジャリスが祈いのりながら刺し繡しゆうしてくれた腰帯に目をやった。はっきり言って何が縫ぬってあるのか判らないほど下手へたな刺繡だが、金では買えない宝物だった。

「ああ、そうかい。じゃあ、きっとジャリスはあの強引な何とかいう皇子様に取られちまうな。それともシャルマかな？　もしかしたらアブウかも。いや、それはさすがにないか」

　コダートの心をずかずかと土足で踏ふみ荒あらしたリンドは、にんまりと笑う。

「まあ、どうなったって面白ければ俺はいいけどー。でもあいつが〝愛してる〟とか言うの聞いてみたいよな。どんな顔して言うんだろ」

　きししっと笑ったリンドに、コダートは呆あきれてしまう。

「下世話だな、リンド」

「お上品なんて言葉はお呼びじゃないんでね。……あれ？　なあ、コダート、あれって」

　呟いて身を乗り出したリンドの視線を追うと、いつの間にか一人の女性が花壇の端はしに立っていた。白いひらひらとした薄うす衣ぎぬは、おそらく寝しん衣いだろう。花を摘つんでいる女性の横顔が、青白い月明かりに照らされていた。黒い髪かみを夜風になびかせ、同じく黒い瞳ひとみには憂うれいの色が見える。

　リンドが椅子からひょいと立ち上がり、軽い調子で声を上げた。

「おーい、ジャリスだろ。おっせーよ、いつまで待たせるんだよ。何でそんな恰かつ好こうしてるんだ。アブウに魔ま法ほうかけてもらったのか？」

　ジャリスがはっとしたようにこちらを見つめて、慌あわてて後ずさった。

「何だよ、その態度は。お前が来いって言うから、わざわざ来てやったんだろ。何びっくりした顔してるんだよ。コダートがお前の事すんごく心配してたんだぜ」

　余計な事をぺらぺらと喋しやべりながら、リンドがジャリスに近付こうとした。表情を硬かたくしたジャリスが一歩一歩後ろに下がる。唇くちびるを震ふるわせているその姿に、コダートは違い和わ感かんを覚えた。

　まるでそう、彼女は怯おびえているように見えるのだ。だがジャリスが自分達を見て怯えるなんてありえない。コダートは、ふとある可能性に気づいて、慌てて声を上げた。

「おい、リンド。ちょっと待て……」

　だが既すでに遅おそかった。大おお股またで歩み寄ったリンドがジャリスの腕うでを摑んでいた。

「どうしたんだよ、ジャリス。ぶるぶる震えて。シャルマはどうした……」

　リンドの言葉は最後まで聞けなかった。ジャリスが突とつ然ぜん闇やみ夜よを切り裂さくような悲鳴を上げ、身じろいだのだ。

「きゃぁぁぁぁ！　誰かっ、誰か助けて！」

　震えながら弱々しく抗あらがうジャリスに、リンドが目を白黒させている。

「ええっ、ちょっと待てよ、ジャリス……」

　何とかリンドが宥なだめようとするが、ジャリスの叫さけびは止まらない。館から、どかどかと足音が聞こえてくる。コダートは慌ててリンド達に駆かけ寄った。

「リンド、それはジャリスじゃない！　早く腕を放せっ」

　驚おどろいて目を見張ったリンドがぱっと手を放すと、彼女の瞳からぽろりと涙がこぼれる。それでコダートは確信した。ジャリスはこんな状じよう況きようで決して泣いたりしない。

「と、殿との方がたに触ふれられてしまったわ！　わたくし、もう汚けがれてしまった。わぁぁっ！」

　大声で泣き出したジャリスによく似た女性に、コダートとリンドはどうしていいか判らず、呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。




「似てる。そっくりとまではいかないが、さっきみたいに暗い所なら、見分けはつかない」

　駆けつけた兵士達に連れてこられた客間で、コダートは目の前に立つ二人の女性を見比べて唸うなった。右にいるのはアブウに魔法をかけてもらった、黒髪黒目浅黒い肌はだをしたジャリス。左にいるのは、先程庭で会った女性だ。彼女は不安げに瞳を揺ゆらめかせ、俯き加か減げんで立っていた。隣にいるリンドがうーんと首を傾げる。

「似てるけど……でも何か違ちがうぞ。そうだなぁ、言ってみれば、色気？　しとやかさ？　顔も体形もこんなに似てるのに、そういうのがまったくジャリスからは感じられない」

「今、けなしたわよね。絶対わたしの事、けなしたわよね。リンドッ」

　腰に手をあて、むっとした様子のジャリスに、リンドがへらへらと笑う。

「けなしてないさー、船長は男前だっていいたかっただけ」

「男じゃありませんっ」

　間かん髪はつを入れず言い返されて、リンドが肩を竦めた。ジャリスの隣にいた女性が額に手を当てて、ふらりとよろめく。

「ジャリス、わたくし気分が……」

「大丈夫ですか？　ナスタシャ皇女」

　ジャリスが手を貸して、壁かべ際ぎわに置かれた寝椅子に座らせる。ジャリスによく似た女性は名前をナスタシャといい、ケレン国の第三皇女だという。真っ青な顔をしたナスタシャは、椅子にもたれてぐったりとした。そして怯えたようにコダート達に目を向ける。

「もうベールをしてもいいかしら。知らない殿方の前で素す顔がおをさらすなんて、女性にとっては辛つらいことです。わたくしが住む館には、普ふ段だんは侍女と警備の者しかいないから、先程はつい素顔のままで庭に出てしまったけれど……」

　ジャリスが頷うなずいたのを見て、ナスタシャは寝椅子にかけていたベールを取り、素早く口元を覆おおう。しぐさや言こと葉ば遣づかいから、優ゆう雅がさと弱々しさが感じられた。男なら誰だれでも守ってあげたくなるような雰ふん囲い気きをまとっている。

「こういう所を見習えよ、ジャリス。お前いつだって素顔全開だろ」

「リンドッ、どうしてそう一言多いの！」

　ジャリスがきっとリンドを睨にらみつけた。コダートは言い合いを始めた二人に割って入る。

「そこまで！　それより、一体どういう事なんだ？　ジャリス」

　ジャリスが、少し待つよう手で合図した。そして部屋の外にいた侍女を呼ぶ。

「ナスタシャ皇女。お部屋に戻られて結構ですよ。お疲つかれになったでしょう？　お身体からだに障さわるといけませんから」

　ジャリスの優やさしい声にほっとしたように頷いたナスタシャは、やってきた侍女に手を引かれ、おぼつかない足取りで部屋を後にした。見送って扉とびらを閉めたジャリスがコダート達に向き直る。

「……話すと長くなるんだけど、実は国王スルタンからの依い頼らいは、ウルネティス国に贈おくり物を届けて欲しいって事だったの」

「贈り物？　何でわざわざ俺達に頼たのむんだ。何か表に出せないような物でも運ぶのか？」

　コダートが眉まゆ根ねを寄せると、ジャリスが首を振ふる。

「わたしも最初そう思ったわ。でも運ぶのは、〝青い涙〟と呼ばれる宝石よ」

「よけい判わからないな。宝石なら自分達で運べばいい。軍にでも任せた方が余よ程ほど安全だ」

　コダートが腕うで組ぐみすると、ジャリスが寝椅子に腰を下ろし、おもむろに口を開く。

「宝石はただの口実。重要なのは運ぶ人」

　浮うかぬ顔のジャリスを見て、コダートの頭の中で何かが閃ひらめいた。

「まさか……」

「そう、本当はナスタシャ皇女が親善大使として、ウルネティス国へ宝石を届けるはずだったの。でもあの通りナスタシャ皇女はお身体が弱くて……。それで、わたしが皇女の代わりにウルネティス国に行ってくれって頼まれたの」

　ジャリスの不安そうな表情を見て、コダートは再び胸むな騒さわぎがした。

「何でお前が？　それにナスタシャ皇女じゃなきゃ駄だ目めなのか。贈り物なら他ほかの人でも……」

「駄目よ、だってこれって、贈り物を届けるって口実の〝お見合い〟だもの。ケレン国の皇女ナスタシャとウルネティス国の第一皇子ギナンとのね」

　コダートは目を見開く。二つの国にとって、そのお見合いがどんな意味を持っているのか、よく知っていた。

「それは……確実に政略結けつ婚こんだな。しかもケレン国とウルネティス国か……。とうとうこの二つの国が和解する時が来たのか」

　真しん剣けんな表情で呟つぶやいたコダートに、ジャリスが大きく頷いた。リンドが首を傾かしげる。

「何だよ、和解するって。ケレン国とウルネティス国は仲が悪いのか？」

「常識だろ、お前知らないのか？」

　思わず問いかけたが、リンドは本当に何も知らないようだ。不思議そうに目を瞬またたかせている。

「知らねぇ。っていうか、人間になんて興味ねぇからよ」

　リンドはバルク号の乗組員だが、人間ではない。正体は赤い目と黒い翼つばさを持つシャイ悪ターン魔だ。コダートはリンドにも判るように、二つの国について説明した。

「百数十年前に起こった大おお地じ震しんで、アラバーナ大陸に戦争が起こったのは知ってるだろ。数十年前、海かい賊ぞく同盟の取りなしで停戦条約が結ばれた。だが表面上は静かになっても、水面下では色々ともめ事がおこってるんだ。中でも一番やっかいなのが、ケレン国とウルネティス国だ。この二つの国は隣となり合っているんだが、地震のせいで入った亀き裂れつで国境があいまいになってしまった。戦争のきっかけを作ったのもこの二つの国だ。領土争いが加熱して、それはアラバーナ大陸全体にも飛び火した。停戦した今でも、国境沿いでは小こ競ぜり合いが続いているらしい」

　コダートの話を補足するように、ジャリスが口を開く。

「ケレン国とウルネティス国の事は、海賊同盟でも問題になってるの。国境沿いで小競り合いを起こすのは民兵達なのよ。王宮や軍は関かん与よしてないから、停戦条約には違い反はんしてないって言うんだけど、軍が武器や資金を流してるって噂うわさは絶えないわ。でも証しよう拠こがないのよね。同盟の海賊が民兵達を捕とらえようとするんだけど、普段は一般人と同じように暮らしているから、なかなか区別ができないの。しかも最近は国の為ためだと言いながら、相手の国の町からお金や物を強ごう奪だつする事件も増えている。このままでは民兵達は暴走する一方よ」

　顔に憂いを浮かべたジャリスは、悲しそうに目を伏ふせる。

「ケレン国のコンスルル国王は、両国の和平を望んでいるの。でもウルネティス国の民兵達が襲おそってきたら町を守る為に戦わなければならない。だから国境沿いに軍を派は遣けんして見張ってるの。今は何とか落ち着いているらしいわ。でもそれは根本的な解決にはならないでしょう？　そこでコンスルル国王は、民衆にも判りやすい方法での和平を提案したの」

「二つの国が仲直りしましたって証あかしが、ナスタシャ皇女とギナン皇子の縁えん談だんって訳だな」

　コダートが肩かたを竦すくめると、ジャリスが頷いた。

「そう、この結婚は和平への第一歩なの。でももしうまくいかなかったら、またもめてしまうかもしれない。前に起こった戦争だって、元々この二つの国の争いがきっかけだったわ。アラバーナ大陸全体に危機が及およぶかもしれないって国王の話も、これなら頷ける」

「何かひどい話だなー。いくら国の為だからって、勝手に結婚相手決められて、顔も知らない男の所に嫁よめにいくんだろ」

　口ではそう言いながらも、吞のん気きな口調のリンドにコダートは小さく息をついた。

「王族の、特に皇女が国同士の結びつきを強くするために政略結婚するのは仕方ないことさ。ナスタシャ皇女だって、判っているはずだ」

　冷たく聞こえるかもしれないが、ナスタシャの肩に二つの国の平和がかかっている。王族として生まれれば、何不自由ない暮らしで幸せだと思う人は多いだろう。だが、実際は地位が高ければ高いほど、思い通りにならないことはある。

「ええ、皇女も結婚は仕方ない事だって頭では判っているみたいなんだけど、身体がついていかないみたいなのよね。あの通りちょっと動くだけでも倒たおれちゃうの。やっぱり敵国の皇子との結婚なんて怖こわいみたい。倒れるのは精神的な重圧が原因かもしれないわ。でもさっきも言ったけど、コンスルル国王は和平を心から望んでいるわ。今までウルネティス国がなかなか首を縦にふらなかったんだけど、去年前国王が逝せい去きよされて新しい国王が誕生したの。今の国王は和平に乗り気らしいのよ。手に負えなくなった民兵達をどうにかしたいって気持ちもあるみたい。だから結婚を承しよう諾だくしたの。ケレン国側としてはこの機会を絶対に逃のがしたくないそうよ。少しの粗そ相そうもあってはならないって。せっかく決まったお見合いの予定を変えたくないそうなの」

「じゃあ、皇女そっくりなお前が代わりにいくって事は……」

　ジャリスが血の気が引いた顔で、コダートを見上げる。

「そう、皇女の振りをしてギナン皇子とお見合いしてきてくれって頼まれたの。滞たい在ざい期間は六日間。ベールで顔を隠かくして、皇子に嫌きらわれないよう振ふる舞まってくれって」

　顔立ちがよく似ている二人。ジャリスに名指しで依頼がきたのはこのためだろう。コダートは、寝ね椅い子すに座るジャリスに大おお股またで近付いた。

「それは相当無む謀ぼうだと思うぞ！　ばれたらそれこそ和平どころじゃないだろう。どんなに具合が悪くったって、本物の皇女が行くべきだ」

　しかしジャリスはもう決意しているらしい。ゆっくりと首を振る。

「わたしもそう思うんだけど、コンスルル国王は妙みように自信ありげに大だい丈じよう夫ぶだって仰おつしやるの。正式に結婚するのはまだ一年以上先の話だから、何とか今回のお見合いを乗り切れば、皇女が気持ちの整理をつける時間もできるだろうって……。それにもう一つ、これを見て欲しいの」

　ジャリスがさしだした一枚の手紙。封ふう筒とうには、ウルネティス国の紋もん章しようである鳩はとの印が押されていた。受け取ったコダートが慎しん重ちように手紙を開く。

〝結婚は失敗に終わる。皇女の命が惜おしければ、ウルネティス国には近付かぬ事〟

　声に出して読んだコダートは、短い内容の文に込められた殺意に思わず息を吞のんだ。

「その手紙も封筒も、ウルネティス国の王宮で使われている物よ。つまり、王宮の誰か、それも国王に近い所にいる何者かが送ってきたのよ。両国は長い間反目しあっていたから、結婚に反対する者達もいるらしいわ。この手紙は、あきらかに皇女の暗殺を示し唆さしている。でもコンスルル国王は事を荒あら立だてたくないの。ナスタシャ皇女が十日後にウルネティス国を訪おとずれると既すでに公表しているし、今いま更さら行かないなんて言ったらそれこそ反対派達の思うつぼよ。お見合いして婚約さえしてしまえば、正式に結婚するまでにはまだ時間があるから、両国の怪あやしい人達を調べて捕らえる時間もできる。でも皇女を危険な場所に行かせるわけにはいかないわ。ウルネティス国で皇女に何かあれば、それこそ戦いの呼び水になってしまう」

　それでわたしが選ばれたの……。ジャリスは最後の言葉を小声で続けた。

（やっぱり、そういう事か……）

　コダートは内心でため息をつく。妙な胸騒ぎの原因はこれだろう。よりにもよってどうしてこんなやっかいな依頼が舞い込んできたのか。

「でも命を狙ねらわれてるって判わかってて行くのか？　そんなのおかしいだろ。やめとけよ」

　リンドが面めん倒どうくさそうに呟いた。だが目が心配そうに揺ゆらいでいるのをコダートは見み逃のがさなかった。視線はジャリスに向いている。

「駄目よ。お見合いを成功させる事は、両国の、ひいてはアラバーナ大陸の為になる事よ。危険な場所だからこそ、ナスタシャ皇女を行かせる訳にはいかないわ。それに元々ウルネティス国に行く予定だったんだから、丁度いいじゃない」

　無む理り矢や理り前向きになろうとしているのが感じられた。自分に言い聞かせるように、ジャリスが何度も頷うなずく。

「そうよ。それに、これがうまくいったら、試練として認めてケレン国の旗を下さるそうよ。そうすれば、わたしの目的にも一歩近付く。それに……」

　ジャリスがコダート達に微笑ほほえみかける。

「わたしには頼たよりになる仲間がいる。だから大丈夫。頑がん張ばりましょ！」

　気合いの入ったジャリスの言葉に、コダート達は思わず頷いてしまった。
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　朝になって、ジャリスはナスタシャの部屋を訪れた。出発は九日後。それまでにジャリスがやるべき事は、ナスタシャの側そばにいて、彼女の好みやしぐさなどを覚える事だった。

（できるかなぁ。暗殺とかお見合いとかも心配だけど、一番心配なのは、皇女としてわたしがちゃんと振る舞えるかよね）

　一通りの行ぎよう儀ぎ作法は知っているつもりだが、各国によって微び妙みように違ちがいがあったりする。アラバーナ大陸の一般的な作法では、挨あい拶さつは胸に片手をあて一礼が通常だが、ケレン国では両手を胸にあて、頭は下げない。隣りん国ごくのウルネティス国も同様だ。ささいな事ではあるが、慣れ親しんだ習慣というものはなかなか抜ぬけない。そしてどんなに顔立ちが似ていても、この儚はかなげな皇女の持つ雰ふん囲い気きを、どうやったら身につけられるのかが判らない。

「……ジャリス、ジャリス。聞いている？」

　首を傾かしげたナスタシャに、ジャリスははっとする。

「あっ、はい。聞いてます。えっと……皇女のご趣しゆ味みは、お裁さい縫ほうですね」

　壁かべにかけられている両りよう腕うで程もある布には、ケレン国の紋章である隼はやぶさが縫ぬい取られている。寝しん台だいに使われている寝具にも、ナスタシャの手縫いであろう色いろ鮮あざやかな刺し繡しゆうが施ほどこされていた。石造りの棚たなには、布で作られた猫ねこやウサギなどの置物が並んでいる。きっとこれもナスタシャの手製なのだろう。こういったものに昔から縁がなかったジャリスは、微笑ましく思った。

「ええ、わたくしは昔から身体が弱くて、部屋にこもる事が多かったの。だから子供の頃ころから、お裁縫ばかりしていたわ。後はお花を育てるのが好きよ。庭にある花か壇だんの花はわたくしが育てたの。黄色いお花が特に好きよ。それから食べ物は好き嫌いはないけれど、あんまりたくさんは食べられないわ。すぐに気持ち悪くなってしまうの」

　しとやか、という言葉がぴったりと合う。顔立ちは確かに似ているが、服から見え隠れする腕や足は折れそうに細かった。年ねん齢れいはジャリスより二つほど上らしいが、まったく年上という感じはない。この少女が政略結けつ婚こんさせられるのかと思うと、心のどこかでは納なつ得とくできないとも思う。こんなにか弱くて、本当に他国で暮らせるのだろうか。

「……退たい屈くつさせてしまったかしら。それとも、怒おこっている？　そうよね、わたくしの代わりにウルネティス国に行くなんて、あなたにとっては迷めい惑わくでしかないものね。ごめんなさい。わたくしの身体からだが弱いばっかりに」

　ナスタシャの瞳ひとみに涙なみだが浮うかぶ。ジャリスは慌あわてて手を振った。

「い、いいえ、そんな事ありません。この結婚はとても大切な意味を持っています。お手伝いできるのは嬉うれしい限りです」

　ナスタシャは脅きよう迫はく状の事を知らない。彼女には身体の調子がよくない為ため、ジャリスが代わりにウルネティス国へ行くと国王が言い含ふくめていた。

「ただ……一つ気になっている事があります。あなたの振りをするのですから、あなたのお考えを聞いておきたいんです。ナスタシャ皇女は、この結婚をどう思われているんですか？」

　一番知りたい事だった。答え次第ではウルネティス国でのジャリスの行動も変わってくる。

「わたくし……ちゃんと結婚する気でいたんです。ウルネティス国に行って、皇子にお会いしようと。だってそれが両国の為になるんですもの。民たみが血を流すのは耐たえられません。そう思っていたはずなのに、お見合いが近付くにつれ、どんどん身体の具合が悪くなってしまって。元々強い方ではありませんでしたが、お見合いの事を考えると……ううっ」

　ナスタシャが口元を押さえる。ジャリスは慌てて手を貸して、ナスタシャを寝台へ横たえた。

　仰あお向むけになったナスタシャが、心配して覗のぞき込むジャリスを眩まぶしそうに見つめた。

「嫌いやになってしまうわ。わたくしは本当に弱い。身体が弱いだけならともかく、心まで弱いなんて……。わたくし、あなたみたいになりたいわ。プス船長。わたくしは王宮に閉じこもってばかりで、外に出たことがないの。もちろん船に乗ったこともないわ。でもあなたが色んな所で冒ぼう険けんしたお話を聞かせて貰もらうたび、まるで自分が自由に外に出られた気分だった」

　ナスタシャの羨せん望ぼうの眼まな差ざしに、ジャリスはつい赤くなってしまう。

「そんなこと……わたしは大した事はしていません」

「いいえ、わたくしが一番好きなのは、タバラン国の強ごう引いんな皇子様に求婚されても、あなたが夢をおいかける為に断ったお話や、幽ゆう霊れい船せんの……確かキャルリという名前の女船長を人間に戻もどしたお話よ。あなたが私と顔立ちが似ていると聞いていたから、尚なお更さら身近に感じられたの」

　きらきらと瞳を輝かがやかせたナスタシャに、ジャリスは笑えみを浮かべようとしてはっとする。

（ちょっと待ってっ。何でそんな細かい情報を皇女が知ってるの!?）

　大陸のあちこちで語り部べ達が語る物語は真実が一割で、九割は脚きやく色しよくされた話だった。ジャリスの通り名であるプス船長は、語り部の話によるとシンリクット船長の孫で、勇ゆう猛もう果か敢かんな海の男。そして見上げる程ほどの身の丈たけで、相手をなぎ倒す……らしい。あたっているのはシンリクット船長の孫という部分だけ。なのにナスタシャが次々話す内容は、ほぼ真実だった。

「サウルナ国では気球に乗ったのでしょう？　空を飛ぶってどんな感じかしら。それに大だい神しん殿でんで結婚式をあげようとしたとか」

「ちょっ、ちょっと待ってください」

　慌てたジャリスを見て、ナスタシャがきょとんとした。

「ナスタシャ皇女、それって誰だれに聞いたんですか？」

「え……時々王宮にいらっしゃる父の知り合いの方よ。わたくしの身体が弱いと知って、外のお話をよく聞かせてくださるの。昔はシンリクット船長の冒ぼう険けん談だんが多かったけど、最近ではあなたのお話ばかりよ。わたくしその方が大好きなの……。あ、でも誤解しないで。家族みたいな〝好き〟よ。あの方もわたくしの事を子供のように可愛かわいがってくださるの」

〝あの方〟にさっぱり心当たりがないジャリスは首を捻ひねった。一体誰がジャリス達の行動をそんなに詳くわしくナスタシャに伝えたのだろう。ナスタシャは頰ほおを染めて話を続ける。

「そうそう、水差しの精霊ジヤーンアブウのお話も大好きよ。役立たずってターラは言うけど、わたくしはそうはおもわな……」

「ターラ!?　も、もしかして、あの方ってターラの事ですか？」

　頰を引きつらせたジャリスがおそるおそる聞くと、ナスタシャがこっくりと頷いた。

「ええ、ターラはあなたのお友達だと言っていたわ。それだけじゃなくて、あなたのおじいさまのシンリクット船長ともお友達だって。凄すごいわよね、ターラは」

　ターラがシンリクット船長本人です、ジャリスは喉のどまで出かかった言葉を吞み込む。ナスタシャの夢を壊こわすのは、はばかられた。

（どうして会った事もない国王がわたしと皇女が似ていると知っていたのか、ずっと不思議だったけど、黒幕はあの人なのね……。わたしをいつも騒さわぎに巻き込もうとするのはなぜ？）

　心の声は諦あきらめの色が濃こかった。




　ひとしきりナスタシャは話を続け、疲つかれたのかうとうとと寝台でまどろみ始めた。ジャリスはそっと部屋を後にする。もうすっかり日が暮れていた。ナスタシャの話は同年代の女の子と話す機会の少ないジャリスにとって楽しかった。好きな衣装、王宮でのたわいもないうわさ話。それに頰を染めて話す、幼い頃の初はつ恋こい話。それらを聞いたジャリスは、顔では笑顔を浮かべながらも悲しくなってしまった。頭では政略結婚は国の為だと判っているが、見も知らぬ皇子に嫁とつぐナスタシャの心境を考えると、辛つらくなるのだ。だがナスタシャは最後にこう話した。

〝結婚は必ずします。ただもう少し、気持ちの整理をつける時間が欲しいの〟

　その決意がジャリスの心をしめつけた。

「ジャリス、話は終わったのか？」

　庭に面した廊ろう下かを歩いていると、背後から声をかけられる。振り向くと分厚い書類を持ったコダートが立っていた。ジャリスは気を取り直して、笑みを浮かべる。

「ええ、ナスタシャ皇女はお休みよ。警備の手はずはどう？」

「ああ、シャルマが警備の総指揮をとる。国王から警備の人間は好きなだけ連れていってくれと言われているからな。道中は船を三隻せきと、バルク号で警備を固める。お前は王宮の船に乗れよ。一応皇女様なんだから」

「判わかってるわ。あ、でもコダートはバルク号で行くの？」

　ふと気になって聞いてみる。コダートが肩かたを竦すくめた。

「俺はお前とシャルマと一いつ緒しよに王宮の船だ。総指揮はシャルマだけど、護衛隊長は俺だってさ。お前がちゃんと皇女の振ふりができるか見張っててやるよ。それが一番心配だからな」

　いつもの憎にくまれ口に、ジャリスは口を尖とがらせつつも内心ではほっとしていた。コダートが一緒だと思うと、心を支配していた不安という名の黒い渦うずが、消えていく気がした。

（ん？　何でこんなに嬉しいんだろ）

　そんな自分の気持ちがよく判らない。コダートがジャリスにそっと近付いた。

「何かあったらすぐに俺に言え。どんなささいな事でもだ。ウルネティス国に行ったら、決して俺から離はなれるな。今回はいつもみたいに吞のん気きにはしていられないぞ。あきらかにナスタシャ皇女を狙ねらっている奴やつらがいるんだからな。常に命の危険があると思って対処しろ」

　真しん剣けんな視線に射い貫ぬかれて、ジャリスは思わず背筋が寒くなる。判っているつもりだったが、あらためて言われると恐おそろしい気持ちが湧わいてきた。コダートがふっと視線を緩ゆるめる。

「まあ、お前が勝手な行動をして俺から離れなければ、ちゃんと守ってやれる。護衛隊長を信じなさい。俺はそれなりに頼たよりになるさ」

　ぽんぽんと頭を軽く叩たたかれる。ジャリスはふっと心が軽くなったのを感じた。

「……うん、信じてる」

　口をついて出た言葉に、立ち去るコダートは気づいただろうか？　一いつ瞬しゆん歩みを止めたコダートが小さく頷うなずいた気がした。
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　大おお海うな原ばらに浮かんだ大型船は華か美びな装そう飾しよくが施ほどこされ、帆ほ柱ばしらにはケレン国の紋もん章しようである隼はやぶさの旗がたなびいていた。大型船を囲むように大たい砲ほうを装備した三隻の軍ぐん艦かんと、つかず離れずの距きよ離りにバルク号がいる。快晴が続いているおかげで、航海は順調に進んでいた。

　アブウの魔ま法ほうで黒くろ髪かみ黒目になり、通常よりも大きな頭覆いで身体全体を包んだジャリスは、船室に続く扉とびらの陰かげから、甲かん板ぱんに集まった百人近い兵士に号令をかけるコダートを見つめていた。

「ウルネティス国には明日到とう着ちやくする。陸上では五班に分かれ、ナスタシャ皇女の警護に当たる」

　コダートの低い声が甲板に響ひびいた。朝礼での挨あい拶さつは、コダートの仕事になっているらしい。堂々とした態度のコダートに、兵士達は声を揃そろえて返事する。

「ナスタシャ皇女、風が強くなってきました。お部屋に戻られた方がよろしいかと」

　背後から声をかけたのはシャルマだ。ジャリスは慌あわてて姿勢を正した。

「え、ええ、すぐに戻ります」

　きびすを返そうとしたジャリスに、シャルマが周りに誰もいない事を確かく認にんしそっと囁ささやいた。

「部屋からでないで下さいと言ったでしょう。あなたが偽にせ者ものだということは、一部の人間しか知らないのですから」

「ご、ごめんなさい。ちょっと外の空気を吸いたくて」

　船に乗って三日経たつが、ずっと船室に閉じこもったままだ。勉強する事は山ほどあるが、じっとしているのが、ジャリスには耐たえられない。朝礼で兵士達が甲板に集まっている間に、こっそり散歩でもと思ったが、やはり無理なようだ。

「お話し中、申し訳ありませんっ。総指揮官殿、軍艦の隊列についてですが……」

　話しかけたのはケレン国の兵士の一人だ。シャルマがゆっくりと頷いた。そして朝礼を終えたコダートに目で合図する。

「護衛隊長、ナスタシャ皇女をお部屋へ」

　朝礼を終えて駆かけ寄ったコダートが、すっと手を差しだし、うやうやしく頭を下げる。

「こちらへどうぞ。ナスタシャ皇女」

　手て袋ぶくろ越ごしに手を引かれ、ジャリスは精せい一いつ杯ぱいしずしずと歩みを進めた。大きな船に乗る事など滅めつ多たにない。船内を見て回りたかったが、さすがにそれは諦めている。

「お前、せっかく俺とシャルマがうまく立ち回ってるんだから、大人しくしてろよ」

　とても船の中とは思えない広さの船室に辿たどり着くと、くだけた口調になったコダートが腕うで組ぐみした。中央にある天てん蓋がいつきの寝しん台だいに座ったジャリスは、ふうっとため息をつく。

「ごめんなさい。でも部屋の中は息苦しいのよ。少し気分転てん換かんしたかったの。……それより、警備の人達とはうまくやっているみたいね」

「ああ、何とかな。俺とシャルマは軍隊を視察しに他国に留学していた王族の遠とお縁えんで、ナスタシャ皇女の警護の為ために呼び戻もどされたという事になっている。かなり強ごう引いんな設定だが、国王が直々に兵士達に説明したそうだ。俺達の命令には絶対服従だと。シャルマが警護の総指揮を任せてくれないなら、依い頼らいは引きうけないと言い張ったらしい。おかげで動きやすいよ」

　シャルマは、大型船と三隻の軍艦に乗っている数百人の兵士達を、完全に掌しよう握あくしていた。前から思っていたが、十日でそれだけの事をやり遂とげたシャルマは、自分などよりよっぽど船長としてふさわしいのではないだろうか。

「お前、ケレン国についての勉強は終わったのか？　明日にはウルネティス国につくんだぞ」

　落ち込みかけていたジャリスは、うっと呻うめいた。更さらに気分が落ち込む。

「……鋭えい意い努力中。でも難しいのよ。これ全部暗記なんて……。おおまかな歴史だけなら勉強したから知ってるけど、細かい事までになると」

　ジャリスは机においてある書類に目を向ける。ケレン国の歴史、代々の国王の名前、日常生活での作法。山と積み上げられた書類にはうんざりしてしまう。必要だと判っているから、ほぼ徹てつ夜やで勉強しているが、すべてを完かん璧ぺきに覚えるなんて到とう底てい無理だった。

　だが、泣き言ばかりも言っていられない。シャルマとコダートは同じ書類を出発前に完璧に暗記したのだ。それがどれだけ凄すごい事なのか、同じ事をしているジャリスにはよく判っている。

　コダートが肩を竦めて、寝台にも落ちている書類を一枚拾い上げた。

「前国王の名前と功績」

「え……えっと、バチルヌ国王、ケレン国において、治安維い持じの為に法律の改正を行い……」

　必死で書類に書かれていた内容を思いだしていると、コダートがふうっと息をついた。

「当たってるけど、その答え方じゃ駄だ目めだ。お前はナスタシャ皇女だぞ。皇子や国王ならともかく、王宮に閉じこもりっぱなしの世間知らずの皇女様が難しい言葉を使う訳ないだろ。〝おじいさまのバチルヌ国王は、民たみの為に大変な思いをされて法律を変えられたそうです〟このぐらいでいいんだよ。もし突つっ込まれたら、〝難しい事はわたくし判りません〟それで押し通せ。細かく答える方がぼろがでやすいんだ。余計な事を言わない方が、噓うそっていうのはばれにくい」

　きっぱりと言い切られて、ジャリスは目をぱちくりした。元々商人だったコダートは、かなり強引な商売をしていたらしい。口八丁で相手を言いくるめる場面は、何度か目もく撃げきしていた。

「……なるほど、確かにそうかも」

「だが、ケレン国の作法は完璧に覚えろよ。その代わり、ウルネティス国の作法は大体でいい。ずっと敵対してた訳だし、細かい作法まで知ってる方が逆におかしいからな。特にあの国は隣となりに異国と唯ゆい一いつ交易しているカトゥーナ国があるせいか、ちょっと変わった文化が発達しているんだ。何度か商売で行った事があるが、なかなか驚おどろくような事も多かったよ。何でも先々代の国王が異国の絵画や音楽をいたく気に入って、特別に芸術家達を呼び寄せて指導させたりしたらしい。そのせいで宮きゆう廷てい作法も独特なんだそうだ。……いいか、ジャリス。お前が一番注意すべきことは、立ち居い振ふる舞まいだ。大おお股またで歩いたり、挨拶の仕方を間ま違ちがえたり、大口開けて食事したり、そういうのを気をつけるんだ」

「し、失礼ねっ。大口開けて食べたりなんか……」

「その口の利きき方もだ。ナスタシャ皇女だったら、こんな時どう答える？」

　頭にナスタシャの顔を思い浮うかべる。しとやかで恥はずかしがり屋、身体からだが弱くて愛らしい。

「ひ、ひどいですわ……。わたくしそんな事いたしません……かな？」

　おおげさに目元を覆って肩を震ふるわせたジャリスに、コダートは大きく頷いた。

「そう、ナスタシャ皇女ならこんな時どうするか？　それを常に頭においておけ。ケレン国で十日も一緒にいたなら少しは想像がつくだろ。それでもやばくなったら、俺がいつも一緒にいるから助け船を出すよ」

　微笑ほほえんだコダートを見ると、すっと肩の力が抜ぬけた。一人じゃないと思うと、心に大きな安心感が生まれる。

「それと、絶対に男に触さわられるなよ。アブウの姿変えの魔法は一日一回。しかも男に触られると魔法が解けてしまうんだからな。金きん髪ぱつに戻ったりしたら、どうやっても言い訳はきかないぞ」

　ジャリスは自分の黒い髪をひとつまみした。一日一回というが、アブウは一度魔法をかけただけでぐったりして、数日は本体の水差しの中で眠ねむりこける。できれば滞たい在ざいする六日の間、アブウに魔法をかけ直してもらうような事態は起こしたくない。

「判わかってる。皇女様なんだからそう簡単に触られたりはしないと思うけど、十分気をつけるわ」

　やっと光が見えてきた気がして、ジャリスは大きく頷いた。
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　ウルネティス国の首都、ワジャの港でジャリス達を出で迎むかえたのは、黒山の人だかりだった。

「ようこそ、ナスタシャ皇女！」

「ウルネティス国とケレン国の友好にばんざーい！」

　集まっている人々はおそらく千人近いだろう。口々に歓かん迎げいの言葉を叫さけぶ彼らは、満面の笑えみを浮かべて両手を振ふっている。桟さん橋ばしに近い場所では、数十人の男達が三列に並んで椅い子すに腰こし掛かけ、見た事のない弦げん楽がつ器きを奏かなでていた。顎あごと肩かたで楽器を挟はさみ、右手で持った棒で楽器を撫なでると心ここ地ちよい音が鳴り響く。集まった人々の視線を一いつ斉せいに浴びたジャリスは、甲板から港へと降りる赤い絨じゆう毯たんの敷しかれた階段に足を踏ふみ出そうとして、思わず動きを止めた。

（うわぁ凄い人だわ。足が震えちゃう。え、えっと……そうそう、わたしはナスタシャ皇女なのよ。彼女ならどう歩く？　どう答える？）

　コダートに教えてもらった事を反はん芻すうし、ジャリスはしずしずと階段を下りた。後ろにはケレン国の緑色の軍服を着たシャルマとコダートが続く。民衆に戸と惑まどいがちに軽く手を振ると、わあっと大きな歓かん声せいが上がった。

　港に降り立つと、出迎えたのは数十人の兵士達だ。彼らの一番前に立っているのは、銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねをかけ、細い身体をウルネティス国の紺こん色いろの軍服で包んだ青年だった。年の頃ころはまだ二十歳そこそこだろう。肩までの黒くろ髪かみが海風にさらりとなびき、眼鏡の奥の黒い瞳ひとみがジャリスを見て一瞬鋭するどくなる。だがすぐに口元に微笑を浮かべた。

「ようこそ、ナスタシャ皇女。ギナン皇子の親衛隊隊長、ニザーイ・パトスと申します。ウルネティス国を代表しまして歓迎致いたします」

[image: ]

　年に似合わず冷たい声だとジャリスは思った。緊きん張ちようしているのだろうか。

「は、初めまして。ナスタシャです。盛大な歓迎に感激しております」

　両手を胸に当て、軽く膝ひざを曲げる。ケレン国の正式な挨あい拶さつだ。うまくできたと自分でも思う。

「国王スルタンとギナン皇子が王宮でお待ちです。どうぞこちらへ」

　淡たん々たんとした口調でニザーイが指したのは、金の飾かざりを施ほどこしたラクダだ。ジャリスはゆっくりと頷うなずく。続こうとしたコダート達に、ニザーイが視線を向けた。

「あなた方はもう結構です、船で待機していて下さい。ここから先は私達が護衛しますので」

　シャルマとコダートが目を見開いた。周りにいたケレン国の兵士が、慌あわてて声を上げる。

「何を言っている！　我々もケレン国の代表だぞ。皇女に何かあったら……」

　だがニザーイはすっと冷たい表情になって、声を潜ひそめた。

「何もあるはずないでしょう。それとも、我が国がケレン国の皇女に何かするとでも？　親善大使として贈おくり物を届けに来ただけだというのに、こんな物々しい警護をされては、そう勘かんぐる人達も出てきます」

　兵士がぐっと言葉に詰つまった。ニザーイが視線をジャリスに向ける。

「ご存じの通り、この贈り物には重要な意味があります。もう一度いいますが、あなたは親善大使なのです。どうか私達を信用して頂きたい。警備は私が責任を持って行います。連れていく従者は必要最低限でお願いします。……いらぬ誤解を招きたくないのなら」

　最後の言葉は、囁ささやくような声だった。ジャリスはすっと目を伏ふせる。

「もちろん、あなた方の事は信用しています。護衛は道中の船旅を心配して、お父様が手配された事。深い意味はございませんわ。……シャルマ総指揮官、ここから先は、数人の護衛を選んで連れていきましょう。急ぎ手配を」

　確かにニザーイの言うとおり、贈り物を届けに来た親善大使が軍隊を引きつれて王宮に行くのはまずいだろう。見ようによっては、ウルネティス国を信用していないともとれる。一番の目的は、お見合いを成功させること。両国に遺い恨こんを残してはならない。ジャリスは瞬しゆん時じに判断した。ジャリスの指示にシャルマが一礼すると、下りてくる兵士達に戻もどるよう声をかけ始めた。

　その様子を見ていたニザーイがすっと口元をつり上げる。

「……噂うわさとは当てにならないものですね。ナスタシャ皇女は深窓の姫ひめ君だと聞いておりましたが。なかなかどうして、賢けん明めいなご判断をなさる」

　ジャリスは内心びくりとする。ニザーイの黒い瞳が、まるで何もかも見み透すかしているような気がして、背筋に冷たい汗あせが流れていた。




　港から王宮までさほど離はなれていなかったが、ラクダに揺ゆられての移動は思いのほか時間がかかった。煉れん瓦がで舗ほ装そうされた街かい道どうに集まった人々に手を振り続けていたジャリスは、しびれて重くなった腕うでを軽く揉もむ。ここは王宮の客間で、国王スルタンに謁えつ見けんする前に着き替がえたいというジャリスの申し出で案内された。広い石造りの部屋は、壁かべ際ぎわに大きな作りつけの衣装簞だん笥すと、窓際に天蓋つきの寝台があり、奥の扉を開けると丸い形の浴よく槽そうがあった。中央にある大きな机には、色んな果くだ物ものが籠かごに盛りつけてある。滞在する間はこの部屋を自室として使うよう言われていた。

　部屋にいるのは、シャルマとコダート。バルク号からやってきたリクとリンド。そして侍じ女じよであるマーサだ。扉の外には、誰だれも入ってこないよう、ケレン国の兵士二人が見張っていた。ジャリスを含ふくめたこの八人が、王宮に入ることを許された者達だった。

「失敗したわ。ついニザーイって人の言葉に、いつもの調子で答えちゃった」

　寝ね椅い子すに腰掛けたジャリスは、先さき程ほどの事を思い出す。瞬時に判断し指示を出す。船長のジャリスとしては当然の事だが、ナスタシャ皇女がそんな事をするはずがない。あの場では、不安な表情を浮かべて、シャルマやコダートに助けを求めるべきだった。

「終わった事は仕方ありません。国王とギナン皇子には、しとやかに接してください」

　部屋を一通り調べ終わったシャルマが、片かた眼鏡めがねを押し上げる。ジャリスはため息をついた。それがうまくできるかが当面の大問題だ。

「ジャリス様……あ、いえ、ナスタシャ皇女様。お着替えはこちらの淡あわい黄色の衣装に致いたしましょう。皇女様は黄色がお好きですから」

　侍女のマーサは、優やさしげな面おも立だちの老ろう齢れいの女性だ。ナスタシャを幼い頃から世話し、彼女の趣しゆ味みからケレン国の行ぎよう儀ぎ作法一いつ般ぱんに至るまで何もかも知り尽つくしている。ジャリスにとっては、心強い味方だった。

「さあさ、殿との方がたは外に出ていてくださいまし」

　ふっくらした身体で、コダート達を手早く追いだしたマーサは、ジャリスに衣装を差しだした。襟えり元もとと袖そで口ぐちにはひらひらとした飾り布を使い、裾すそは足首の辺りできゅっとすぼまっている。肌はだの露ろ出しゆつをなるべく抑おさえ、なおかつ愛らしさを損そこなわない。男性に触られると魔ま法ほうが解けることを知ったマーサが、選びに選んで持ってきた衣装の数々は、この形のものが多かった。着替えを手伝ってもらいながら、ジャリスは頭の中でナスタシャを思い浮かべる。

「黄色い衣装か……。そういえば、ナスタシャ皇女は黄色いお花も好きだと仰おつしやってたわ。よほど黄色がお気に入りなのね」

「ええ、子供の時からでございますよ。皇女様はお花を育てるのが大好きで、子供の頃からお庭に花か壇だんを作られて……」

「あ、その話、知ってるかも。〝初はつ恋こい〟の話でしょ」

　マーサが、ジャリスの背中の帯を結びながら、ふふっと笑う。

「あら、ご存じなんですか？」

「ええ、自分が育てた花壇の花を荒あらした男の子がいたって。何か理由があったらしいんだけど、結局小さい頃の皇女は理解できなくて。それでわんわん泣いてたら、その子が一生懸けん命めい謝ってくれたって話でしょ。謝っても皇女が泣きやまないから、途と中ちゆうから彼も一いつ緒しよに泣き出して、最後は皇女がなぐさめたっていう……」

　その話でどうして皇女が少年を気に入ったのかは判わからない。それでも幼い頃の皇女は、茶色い髪をしたそばかすだらけの少年に恋をしたというのだ。その話をするナスタシャは嬉うれしそうだった。衣装の着付けが終わり、ジャリスの化け粧しようを直しながら、マーサは懐なつかしそうに微笑ほほえむ。

「二人とも泣きやんだ後、少年が黄色い花を皇女様に贈ったそうですよ。そこらに咲さいている花だったけど、凄すごく嬉しかったそうです。それから黄色は皇女様のお気に入りですよ」

「その少年は、結局誰だったか判らないんでしょう？」

「ええ、あの時は、陛下が即そく位いされた事をお祝いする宴うたげが開かれていたんです。王宮にお客様が大勢いらしていて、その中の誰かのご子息だとは思うんですが」

　マーサの声に、少しだけ悲しい響ひびきが混じった。

「本当は調べる事も出来たんですが、私はしませんでした。相手が誰であろうとも、きっと結末は悲しいことになると判っていましたから」

　皇女であるナスタシャが結けつ婚こんできる相手は、国にとって有益な相手だけ。今回の政略結婚のように。初恋はいい思い出のままで、というマーサの気き遣づかいだったのかもしれない。

「さあ、できました。ベールと頭あたま覆おおいを忘れずに。国王様と皇子様には決して粗そ相そうがあってはいけませんよ」

　無理に明るく声を上げたマーサに、ジャリスは頷いた。色んな思いはある。それでも、自分が果たすべき役割を見失ってはならないと心に言い聞かせながら。




　王宮の広間は、壁かべにウルネティス国の紋もん章しようである鳩はとが羽ばたく姿が、数十羽わ彫ほり込まれていた。丸まる天てん井じようの一部は硝子ガラスでできているらしく、夕日が広間に射さし込んでいる。壁際には兵士や側近達が百人近く並び膝をついていた。彼らの前を緊張しながら歩いていたジャリスは、壇だんの前までくると、ゆっくりと跪ひざまずく。アラバーナ大陸ではある程度の地位を持つ男性はひげをたくわえるのだが、壇上の椅子に座ったウルネティス国王スルタンブレイズは違ちがっていた。異国風のマントと呼ばれる厚めの布地を背にまとい、厳格そうに見える顔には、年相応の皺しわを寄せている。

「よくぞ参られた。ナスタシャ皇女。長旅疲れたであろう」

　ブレイズは微笑むと、目がなくなるぐらいに細くなる。一気に親しみやすさを見せたブレイズに、ジャリスは少しだけ安あん堵どした。

「い、いいえ、盛大な歓迎痛み入ります。父からの贈り物は気に入ってくださいましたか？」

　やんわりとした話し方に心細そうな色を添そえてみる。震ふるえがちな声を出すと、ブレイズがゆっくりと頷うなずいた。傍かたわらにいたひげをたくわえた初老の男が、ジャリスが持ってきた〝青い涙〟をブレイズに差しだした。

「ああ、見事な宝石じゃ。我が国でも国宝として取り扱あつかおう。ご苦労であったな、ナスタシャ皇女。滞たい在ざいの間ゆるりと過ごされよ。王宮での話し相手は……ギナン、ギナンはどうした？」

　ふいに声を上げたブレイズが、辺りをぐるりと見回した。

「は、はいっ、ここにおります！」

　壁際で膝ひざをついていた側近達の後ろで、若い男が声を上げた。くしゃくしゃとした黒髪は、おそらく無ぶ精しようしているせいだろう。ジャリスより少しだけ年上で、顔立ちは悪くない。だがおどおどした態度のせいで、何だか子供っぽく見えた。ぎくしゃくとした歩き方で、ジャリスの側そばに進み出る。

「ナスタシャ皇女。これはわしの息子むすこで第一皇子のギナンだ。年も近いし、ギナンにそなたの話し相手をさせたいと思うのだが、いかがだろうか？」

　一応こちらの了りよう承しようをとる形にはなっているが、断れるはずがない。この皇子とのお見合いが今回の目的なのだから。

「お気遣いありがとうございます」

　ジャリスはにっこり笑って立ち上がると、ギナンと正面から向かい合った。

「…………」

　挨あい拶さつする為ために両手を胸に当てたが、直立不動のギナンは無言だ。ジャリスは首を傾かしげて口を開こうとした。だがその途と端たん、後ろに控ひかえていたマーサがこっそりとすそを摑つかんだ。

（あっ、そうだ！　ウルネティス国では、未み婚こんの女性が男性に話しかけるのは、はしたないんだったわ。で、でもでもでも、ぜんぜんこの皇子様喋しやべりかけてくれないんですけどっ）

　ジャリスは辛しん抱ぼう強づよく皇子が口を開くのを待った。声をかけて貰もらうまでは、こちらからは何も言えない。辺りが少しだけざわめき始める。ギナンの背後に立つニザーイが、周りに聞こえぬよう小声で何事かを囁ささやいた。

「よ、ようこそ……我が国へ」

　顔を真っ赤にしてどうにか一言ギナンが呟つぶやく。ジャリスは内心ほっとして、考えていた挨拶を口にした。だが結局、国王達との晩ばん餐さん会がすんでもギナンの声を聞くことはできなかった。
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　タバラン国皇子クアイは、船長を務めるイスタカ号の甲かん板ぱんに続く扉を開けた途端、思わず固まってしまった。夕日が射す甲板の中央で、百人近い乗組員達が一糸乱れず整列し、まるで合唱するように声をあげていたのだ。

「ルーレル様の筋肉は、すごいぞ、やばいぞ、たくましいぞっ」

「もう一丁！」

「ルーレル様の筋肉は、美しいぞ、気品があるぞ、神こう々ごうしいぞっ」

　船が揺ゆれるかと思うほどの乗組員達の大声に、クアイは顔を引きつらせた。

「一体、何なんだ、これは……」

　クアイは呆ぼう然ぜんとして呟く。身体からだが重く感じられるのは、疲つかれているからだろう。その原因を作っているのは、自分が使し役えきしているはずの筋肉隆々の精霊ジヤーンだ。隣となりに立った従者の老人ガーイムが、面おも白しろそうに甲板の様子を見ながら答える。

「朝礼での声出しでございます。毎朝やっているでしょう」

「今は夕方だろう！　それに昨日までの声出しは、〝タバラン国ばんざいっ〟とか、〝タバラン国に栄光あれっ〟とかだったはずだ。なんでいきなりルーレルの賛美になっているんだ！」

　声出しとは、タバラン国軍の名物だ。通常は、乗組員達が声をそろえて祖国を讃たたえる。だが甲板に集まった乗組員達は、手すりに腰こし掛かけたランプの精霊ジヤーンルーレルの、隆々とした筋肉を声こわ高だかに讃えていた。ルーレルが満足そうに頷いて乗組員達を見回す。

「よーし、今日はここまで。また明日、朝昼夕と三回やるからね。各自あたしの筋肉を誉ほめる言葉を考えてくるように。あたしが一番気に入った言葉を考えた奴やつには、ほうびをやるよ」

　ルーレルが人差し指をくるりと回すと、突とつ然ぜん黄金に輝かがやく両手ほどの船の像が現れた。乗組員達から、わぁっと歓かん声せいが上がる。わいわいと騒さわぎながら持ち場に戻もどる乗組員達を見送っていたルーレルに、クアイは駆かけ寄った。

「お前っ、何をしている！」

「乗組員にやる気を出してもらおうと思ってね。綺き麗れいな物を見ると、人間って奴は元気になるだろう？　あたしの筋肉を見て、みんなに頑がん張ばってもらうのさ」

　ルーレルがぐっと力ちから瘤こぶを作った。それのどこが綺麗なのか教えて欲しい。

「お、お前、何を勝手な事を……」

「勝手な事って何？　あいつらが誉めてくれたのは自主的にだよ。そりゃ嬉しかったからほうびはやるけどさ。ねぇ、じいさん」

　ルーレルの問いかけに、ガーイムがにこやかに頷いた。

「ええ、ルーレル様は強制などしていません。ただ、筋肉を誉められると嬉しくて、ついその人間の願いを叶かなえてしまうと仰おつしやっただけです」

「だったら、みんな誉めるに決まってるだろーっ」

　クアイの叫さけびは綺麗に無視された。おかしい、とクアイは思う。自分は魔ま法ほうのランプに書いてある呪じゆ文もんを読んで、ルーレルのご主人様になったはずだ。なのにちっともルーレルは言う事を聞かないし、先日などはクアイが危険な状じよう況きように陥おちいったというのに助けもしなかった。物語で聞く精霊ジヤーンはご主人様の願いを何でも叶える存在のはずだ。事実ジャリスが使役している水差しの精霊ジヤーンアブウは、たとえ大した役には立たなくても、彼女の為に働こうといつも必死だ。

「ルーレル、俺はお前のご主人様だ。俺の許可も得ずに勝手に魔法を使うんじゃない」

「あら、魔法を使ったおかげで、あんたの愛いとしい愛しいジャリスがウルネティス国にいるって判ったんじゃない。明日にはつくんでしょ、感謝してよね。タバラン国ではついあんたの口車に乗って一いつ緒しよに旅するって決めたけど、よく考えたらあたしには何の得もないのよ。だってあたしはお金は魔法で出せるし、乗り物は魔法の絨じゆう毯たんがあるし、一人の方がずっと動きやすいし。はっきり言ってあんたお荷物。筋肉誉めてもらうぐらいの楽しみがなきゃ、やってらんないよ」

　きっぱりと言い切られ、クアイは思わず目を剝むいた。生まれてから神童だ、武道の達人だ、次期国王としてふさわしいと賞賛のあめあられの中で育ったクアイにとっては、初めての屈くつ辱じよくだった。未いまだかつてお荷物だなどと言われた事はない。

「き、貴様！」

「怒おこるの？　いいよ、怒んなよ。顔もみたくないとか言えばいいよ。そしてさっさと解放の呪文を唱えて、あたしを自由にしてちょうだい。そうすれば、二度と会わなくてすむよ」

　そんな事はできるはずがない。ぐっと唇くちびるを嚙かみしめると、ルーレルが勝ち誇ほこったように笑う。

「どうしてもあたしの協力が必要だって言うなら、声出しの内容くらいでがたがた言うんじゃないよ。みみっちい男だね」

　ここまで言われても何も言い返せない。ルーレルは水差しの精霊ジヤーンアブウの魔ま力りよくを追えるのだ。アブウを愛していると言ってはばからないルーレルと、ジャリスを花はな嫁よめにしたいクアイの目的は同じ。二人が乗るバルク号を追う事。その為には、ルーレルの機き嫌げんを損そこねる訳にはいかない。

「……もういいっ。声出しぐらい好きにしろ！」

　こちらに弱みがある以上、ルーレルが好き勝手するのを止められないだろう。知ち恵えや武力や金の力を使っても、魔法を使えるルーレルには敵かなわない。

　クアイは、皇子としての輝かしい人生の中で、初めての敗北感を味わっていた。

　　　　[image: ]

　ウルネティス国で初めて迎むかえる朝は、小鳥のさえずりから始まった。ジャリスは与あたえられた自室で、マーサに着き替がえを手伝ってもらう。運ばれてきた朝食をすませた頃ころ、扉を叩たたく音がして従者の姿をしたバルク号の最年少乗組員、リクが姿を見せた。

「おはよう、ジャ……じゃなくて、ナスタシャ皇女」

　天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおにほっとする。ジャリスはお茶を片手に、にっこり微笑ほほえんだ。

「おはよう、リク。コダートは？」

「扉の前で見張りしてたけど、シャルマに用事があるって呼ばれたんだ。俺達が代わり」

　リクが指した扉の外に、不満げに口を尖とがらせたリンドが立っていた。

「はぁぁ、何で俺まで王宮にこないといけないんだよ。ちょー面めん倒どうだぜ。俺もナッシルと一緒にバルク号で留守番がよかったなぁ」

　ぼやきながら、リンドが部屋に入ってきて扉を閉める。ジャリスは苦く笑しようした。

「そう言わないでよ。頼たよりにしているんだから。それよりコダートとも相談したんだけど、背中の地図をもう一度見てみようと思うの。お見合いを成功させる事が目的だけど、オシリスの指輪を捜さがす事も重要な任務よ。わたしは動けないから、あなた達二人に捜そう索さくを頼たのみたいの」

「でもこの間、地図を見ようとして具合が悪くなっただろ、身体からだ中じゆう痛い、痛いって」

　リクが心配そうに顔を歪ゆがめた。ジャリスの背中に隠かくされた指輪の位置を示す地図。だが、人間であるジャリスが魔力を帯びた地図を発動させると、身体に大きな負担がかかるのだ。

「あれは、地図を見る間かん隔かくをあけなかったからよ。一ひと月つき以上あければ大だい丈じよう夫ぶだって、ランプの精霊ジヤーンのルーレルも言ってたわ」

　一月ほど前、指輪の位置を調べようとしたジャリスは、地図を見ようとして凄すさまじい痛みに襲おそわれた。原因はタバラン国で地図を見てから、まだ数日しか経たっていなかったからだ。コダートが用意してくれた薬がなかったら、どうなっていただろうと今でも恐おそろしくなる。だが恐れてばかりもいられない。指輪をシャイ悪ターン魔達に先に見付けられてしまっては、アラバーナ大陸がどうなってしまうか判わからない。

「あんまり無理するなよ」

　ぼそっと呟いたのは、こちらに背を向けて窓から外を眺ながめていたリンドだ。それが彼なりの優やさしさだと、ジャリスはもう知っている。

「うん、判ってるわ、ありがとう。……とりあえず、地図を見るには王宮じゃまずいのよね。どこか人のいない場所にいけるといいんだけど」

　ジャリスが考えていると、再び扉を叩く音がした。返事すると、顔を出したのはコダートだ。

「ギナン皇子がお呼びだそうだ。中庭にどうぞってな。用意はいいか？」

　ジャリスは気を引き締しめて立ち上がる。まずは完かん璧ぺきに皇女の代わりを務めること、それを第一に考えなければならなかった。




　高い壁かべに囲まれた王宮の中庭には、泳げそうな程ほど広い池の真ん中に、頭の上に壺つぼを掲かかげた女性の像が建っていた。その壺から水が流れ出し、涼すずしげな水音が響ひびいている。コダートと一緒に中庭を訪おとずれたジャリスは、ニザーイに促うながされて水辺にある東あずま屋やの椅い子すに座った。だが対面に腰掛けて待っていたギナンが一言も喋しやべってくれず、ほとほと困り果てていた。

「熱っ……」

　ニザーイが淹いれてくれたお茶を、ぐいっと飲み干したギナンが顔を顰しかめて舌を出す。ジャリスが驚おどろいて目をぱちくりすると、すぐに引きつった笑みを浮うかべた。心ここ地ちいい風が吹ふいているのに、ギナンの額には大おお粒つぶの汗あせが浮かんでいた。時折ニザーイに小声で何事か囁ささやいているが、ジャリスとは話をするどころか、正面から顔を見る事もできないようだ。

（うーん、困ったわ。わたしから話しかけちゃ駄だ目めなのよね？　でもこれってお見合いでしょ。いくら結けつ婚こんは決まってるからって、もう少し話をするとかお互たがいの事を知るとか……）

　ジャリスはぐるぐると色んな考えを巡めぐらせた。それしかする事がないのだ。時折ふとした拍ひよう子しに目が合うと、彼は真っ赤になって俯うつむいてしまう。それでは話をするきっかけも作れない。ジャリスが困っている間にどんどん時間が流れていく。気がつくと、太陽が真上に昇のぼっていた。

「昼食の時間でございます。お部屋にお戻もどりくださいませ」

　ニザーイの声が神の啓けい示じに聞こえた。ただ黙だまってお互い向き合っているだけ、というのは苦痛以外の何ものでもない。

　部屋に引き上げたジャリスは、コダートが扉を閉めた瞬しゆん間かん、どっと寝しん台だいに倒たおれ込む。長い時間座っていたせいで、腰こしが痛かった。

「疲つかれたぁ。何で喋ってくれないの？　朝から一緒にいたのに、ずーっとずーっと無言よ。挨あい拶さつすらしてないのよ。お人形じゃないんだからっ」

「いいじゃないか、喋らなきゃぼろもでない。妙みように仲良くなると、偽にせ者ものだってばれる可能性も高くなる。どうせ結婚することは決まってるんだし、このまま残り五日間乗り切ろう」

（それはそうだろうけど……ああ、でもこれが何日も続くなんて、憂ゆう鬱うつだわ）

　ジャリスは思わず心の中で弱音を吐はいた。じっとしているのがジャリスは苦手だ。王宮で着き飾かざって美味おいしい物を食べてにこやかに微笑むより、水しぶきでずぶ濡ぬれになりながらも、仲間達と船で旅をしている方がずっといい。しかしジャリスは、はっとした。自分は滞たい在ざいする六日間だけ我が慢まんすればいい。だがナスタシャはどうだろう。これがもし毎日続くというなら、彼女にとっても辛つらい生活ではないのだろうか。

（よーし、少しでも皇子に気に入られるように努力しよう。そうすれば、後から嫁とつぐナスタシャ皇女の為ためになるかもしれないし。彼女には幸せになってもらいたいもの）

　このお見合いを取りやめる事も結婚を止めさせることもジャリスにはできない。ナスタシャ自身も納なつ得とくしている。ならば、少しでもここで生活しやすい状じよう況きようをつくりたかった。

「おい、今日の夜ナスタシャ皇女の歓かん迎げいの宴うたげが開かれるそうだ。踊おどりはちゃんと覚えたか？」

　コダートに聞かれて、ジャリスはがばっと起きあがる。ウルネティス国では、アラバーナ大陸では珍めずらしく男女が一緒に手を取り合って踊る習慣がある。ただし、正式な場所では夫ふう婦ふか婚約者としか踊ることはできない。ナスタシャ皇女とギナン皇子が一緒に踊るのは、二人が特別な間あいだ柄がらにあると、招待された人々に見せる為だ。

「だ、大丈夫。多分……」

　ケレン国で散々練習させられたが、今ひとつジャリスはこつをつかむ事ができないままだった。ため息をついたコダートが、ジャリスに立つよう促した。

「いくらこの国の人間じゃないからって、あんまりひどい踊りはできないぞ。さ、練習だ」

　きつい口調とは裏腹に、コダートがそっとジャリスに手を差しだした。

「踊れるの？　コダート」

「これでも元は各国を渡わたり歩いた商人だからな。一通りの事はできるさ。取引相手が開く宴では、誘さそわれたら断れないし。それにこの国では町の酒場でも仲のいい男女が踊ったりしてるぞ」

　手て袋ぶくろ越ごしにジャリスの手を握にぎり、コダートはゆっくりとおじぎした。

「踊っていただけますか？」

　握った手を軽く上げて問うコダートに、ジャリスは慌あわててそっと膝ひざを曲げた。

「は、はい、よろこんで」

「いいか、ゆっくりした三拍子の音楽に合わせて踊るんだ。これは異国から伝わった踊りで、少し身体からだがふれ合う事もあるから、魔ま法ほうが解けないように用心しろ」

　衣装や手袋越しなら問題ないが、男性に素す肌はだを触さわられると魔法は解けてしまう。ジャリスは慌ててコダートから身体を離した。

「そうじゃない。それだと嫌いやがってるみたいだろう。もう少しくっついて。身体は全部衣装で覆おおってあるんだから心配するな。顔に触ふれられないよう注意すればいいんだ」

　コダートがぐっと身体を引き寄せる。腰に手を回されて、ジャリスは思わずどきっとした。

「ギナン皇子は俺と同じくらいの身長だから、顔がぶつかる事もないだろう」

　確かにジャリスの顔はコダートの胸の位置だ。ジャリスは覚かく悟ごを決めてコダートに寄り添そう。

「少しくらいぎこちなくても構わない。ナスタシャ皇女だって人前で踊るのは初めてだろう。緊きん張ちようするはずだ。足の動きに注意して……」

　コダートが踏ふみ出した足に合わせて、ジャリスは一歩後ろに下がる。練習の時に流れていた音楽が頭に蘇よみがえった。

（え、えっと……確か、足元ばかりみない。目は正面。相手の動きに合わせて優ゆう雅がに舞まう）

　教えられた事を頭で反はん芻すうし、ゆっくりとコダートの動きに合わせて踊りはじめる。コダートの踊りは素人しろうとのジャリスにも判るくらい、たくみなものだった。練習の相手をしてくれていたケレン国の貴族よりもずっと踊りやすい。

　最初は足元ばかり気にしていたジャリスだが、その内自然とコダートに身を任せるようになった。広い部屋をくるくると二人で回っていると、段々と気持ちよささえ感じてくる。布越しに触れるコダートの手から、信しん頼らいに足る温かさが伝わってきた。コダートが最後にジャリスをくるりと回らせると軽く胸に手を当て、おじぎした。ジャリスも慌ててそれに倣ならう。

（お、終わっちゃった……もうちょっと踊ってても良かったのに）

　ケレン国での練習ではうまく踊れなくて、正直苦手だと思っていたが、コダートと踊るのは心地いいとさえ感じた。こんなに楽しく踊れたのは初めてだ。

「うまくできたじゃないか。これなら大丈夫だ」

　微笑ほほえんだコダートに、なぜかジャリスの顔が赤くなる。

「あ、ありがとう。でもコダートがうまいからよ」

　ジャリスは慌てて俯いた。踊っているときは気持ちよかったが、今は心臓がばくばくと音を立てている。動いたせいだろうと思ったが、顔の火ほ照てりを見られるのは恥はずかしかった。

「その調子でいけばいい。心配するな」

　ぽんと肩かたを叩たたかれて、ジャリスはびくっとする。落ち着きかけた心臓が、再びどくどくと早はや鐘がねを打った。ジャリスは自分の身体の変化に戸と惑まどう。

（えっと……えっと、うまく言えないけど、何か息が苦しい。これは何？）

「た、大変ですぅっ。ぶるぶるきてますぅー。ご主人様ぁ」

　そこへ聞こえた悲鳴に驚いて振ふり返ると、寝台の傍かたわらに置いていた水差しからぽわんと煙けむりが舞い上がり、アブウが姿を現した。ジャリスに姿変えの魔法をかける、というアブウにとっては最大の魔法を使った後、ずっと水差しで眠ねむっていたのだ。

「ど、どうしたの？　アブウ」

「連れん絡らくが入ってますぅ！　身体がぶるぶるってしますよぅ。水鏡ー」

　くるくると空中を回りながら、寝ねぼけ眼まなこでアブウが辺りを見回した。コダートがすぐに隣となりにある浴室に行き、桶おけに水を張って出てくる。

「ど、どなたですかぁ！」

　アブウが水鏡に向かって叫さけぶと、怒ど鳴なり声が響いた。

〝どうしてそう遅おそいんだよ！　俺が用がある時はすぐに出ろっていつも言ってるだろっ〟

　声には聞き覚えがある、物もの凄すごく。身内はいくら騒そう動どうに巻き込んでも構わないと考えている、強ごう引いんで我が儘ままなおじいさまだ。

「ターラッ、アブウを叱しからないで！　アブウは疲れてるのよ。あなたがわたしをナスタシャ皇女の代わりにしたせいで、姿変えの魔法を使ったんだから」

　ジャリスは腰に手を当て、水鏡を覗のぞき込む。ゆらゆらした水の表面に、青筋立てたターラの顔が浮うかんでいた。

〝はっ、そんな魔法くらいで弱ってんじゃねぇよ！　こっちはえらいことになってるんだ〟

　ジャリスの血の繫つながらない祖父は、不老不死の呪のろいにかかっているという。見た目は二十代半ば。元気が有り余っているのは水鏡越しにも見て取れた。

「何よ、一体、何があったの？」

　ターラが意味もなく騒さわぐのはいつもの事だった。それでも一応話を聞く気になったのは、ほんの時たまではあるが、本当に大事な用事を言ってくる事があるからだ。

〝つかまっちまったんだよ！　すんごいやばいんだ。助けてくれっ〟

　血相を変えて叫んだターラに、ジャリスは目を見開いた。どうやら色んな所で、色んな波乱が渦うず巻まいているらしい、と。




「ターラが捕つかまった？　どういう事ですか？」

　先さき程ほどの話をコダートから聞いたシャルマが、片かた眼鏡めがねを押し上げながら訝いぶかしげに呟つぶやく。宴用の衣装に着き替がえたジャリスは、腕うで組ぐみしたまま頷うなずいた。

「ターラはウルネティス国で、指輪の捜そう索さくをしていたそうなの。でも四日程前、突とつ然ぜん何者かに襲おそわれて捕まってしまったらしいのよ。今いるのはどこかの牢ろう獄ごくらしいわ。はっきりした事情がターラにも判わからないんですって。とにかく助けにきてくれって」

「ですが、どこにいるかも判らないのでしょう？」

　シャルマに聞かれ、ため息をつく。ターラからの情報は乏とぼしく、居場所さえ見当がつかない。

「でも捕まえたのは、人間だな」

　ぼそっと呟いたのは窓まど枠わくに座ったリンドだ。驚おどろいて目をやると、リンドが肩を竦すくめた。

「ラシッド達はターラを捕まえるなんて面めん倒どうな事はしないさ。捕まえるぐらいなら殺す。ラシッドが一番憎にくんでいるのは、ターラだからな」

　ラシッドとは、魔王オシリスの配下であるシャイ悪ターン魔だ。ターラは、オシリスとシャイターン達の陰いん謀ぼうを止めるため、長い間彼らと戦ってきた。彼らの間に遺い恨こんがあるのは容易に想像できる。リンドの言うとおり、ラシッドがターラを捕まえてそのままにしておくはずがない。

「じゃあ、誰だれがターラを捕まえたって言うの？」

　考えこんだジャリスだが、さっぱり見当はつかない。なぜなら……。

「心当たりがありすぎるな。きっと俺達が考えている以上に、ターラは色々と無む謀ぼうな事をやっている気がするぞ。あちこちで恨うらみを買っているのは間ま違ちがいない」

　ジャリスの心を代弁したのはコダートだ。ターラは目的の為には手段を選ばない。そして、性格には多々難がある。

「でもこの国にいるのは間違いないそうよ。捕まって目め隠かくしされて、馬車に揺ゆられてどこかに連れて行かれたみたいなの。そんなに長い時間は経たってないはずって。首都のワジャにいたからその近辺だろうって。捕まった後は水鏡を使って連絡しようにも食事も水ももらえなかったみたい。やっと初めての食事をもらえたから、飲み水を使って連絡してきたんですって」

　その後ジャリスの方から水鏡を使って連絡をとろうとしたが、ターラには通じなかった。おそらく水を飲んでしまったに違ちがいない。唯ゆい一いつの連絡手段なのに我が慢まんできなかったのだろうか。

「まあ、放ほうっておけばいいんじゃねぇの。人間相手だったら、殺されたって死なないんだし。恨みとかだったら自じ業ごう自得だろ」

　吞のん気きに呟いたのはリンドだ。ジャリス以外の全員がうんうんと頷いた。人徳とは、こんな所に表れるのかもしれない。一いつ緒しよに頷きかけたジャリスだが、すんでの所で思いとどまる。迷めい惑わくばかりかけるが、一応祖父なのだ。

「そ、それはそうかもしれないけど、だからってこのままじゃまずいわよ」

「ジャリス、ターラの事は後にしましょう。居場所が判らない以上、私達にできる事はありません。もうすぐ宴うたげが始まります。まずは私達の目的を達成することを一番に考えるべきかと」

　きっぱりシャルマに言い切られ、ジャリスは仕方なく心の中でターラに謝った。

（ごめんね、ターラ。だって、あなたがわたしをナスタシャ皇女の代わりにって推すい薦せんしたせいで身動きがとれないんだもの。これも自業自得……あ、いやいや身から出た錆さび……。ああ、どうしてターラにはこんな言葉しか出てこないんだろう）

　ジャリスが頭を抱かかえていると、扉が小さく叩かれる。どうやら迎むかえが来たようだ。

　気を取り直したジャリスは、ベールでさっと顔を隠かくした。ターラには悪いが、今日は大切な日だった。大勢の人達の前でナスタシャの振りをしギナンと踊おどる。ジャリスにとって、一番初めに乗り越えなければいけない関門だったのだ。
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　宴が開かれている王宮の大広間には、数百人の人々が集まっていた。着き飾かざった彼らは、ジャリスがシャルマとコダートを従えて姿を見せると、ゆっくりと両手を胸に当てる。ジャリスは優雅さ優雅さ、と心で念じて挨あい拶さつを返した。

　辺りを見回すと、アラバーナ大陸の他ほかの国の宴と少し様子が違っていた。大広間で演奏しているのは、港でジャリス達を迎えた、見知らぬ弦げん楽がつ器きを奏かなでる音楽隊だ。それに合わせてゆったりと踊っている人々は、男性はマントを身につけ、女性はベールと頭覆いをしているものの、裾すそが広がった異国風の衣装を着ている者が多かった。大広間の壁かべには木目の板が張られ、天てん井じようを見上げるとろうそくを何十本も並べた銀色に光る輪がつり下げられていた。

「あの照明が珍めずらしいかしら？　あれはシャンデリアというのよ。それにあの楽器はバイオリン。先々代の国王は異国の文化がお気に入りで、王宮や町並みをすべて異国風に建たて替かえようとして建築家を呼んだそうよ。でも息子むすこ達に大反対されて渋しぶ々しぶ大広間だけ改装したらしいわ」

　不意に声をかけられて慌あわてて振り返ると、数人の侍じ女じよを引きつれた初老の女性が、にっこりと微笑ほほえんでいた。小こ柄がらな女性で、ベールからかいま見える顔には、深い皺しわが刻まれている。

「あら、驚かせてしまったわね、ごめんなさい。わたくしはファランダと申します」

　両手を胸に当てたファランダに、ジャリスは慌てて挨拶を返した。

「おお、ファランダ夫人。よく参られましたな。今日はご気分がよろしいのですか？」

　ブレイズが慌てた様子で歩み寄った。ファランダが上品なしぐさで口元に手をあてる。

「ええ、寝込んでばかりもいられませんわ。ギナン皇子の未来の花はな嫁よめに、早く会ってみたかったんですの」

「それはそれは。本当にギナンを可愛かわいがってくださり嬉うれしい限りです。……ナスタシャ皇女。彼女はわしの父である前国王の第三夫人だ。今はわしのハーレムで暮らされている」

「お姑しゆうとめさんとして、嫁いびりをしているのよ。何人もお嫁さんがいるから飽あきないわ」

　ふふっとファランダがいたずらっぽく笑う。それが冗じよう談だんだとすぐに判った。優やさしげな雰ふん囲い気きやまるで少女のような可か憐れんさを持つファランダは、側そばにいるだけでほんわかと心が温かくなる。

「またそのような事を……。ナスタシャ皇女。ファランダ夫人は、母親を早くに亡なくしたギナンを、まるで自分の子供のように可愛がって下さっているのだ」

「母親代わりというには、少々年を取りすぎていますけどね。でもギナン皇子がご結けつ婚こんなされれば、わたくしも肩かたの荷が下ります。ナスタシャ皇女、ギナン皇子は恥はずかしがり屋さんなの。でもとても優しくて真面目まじめな方よ。仲良くして下さいませね」

　ファランダからは、本当にギナンを大切にしているという雰囲気が伝わってきた。

「ギナン！　どこだ？　バルカン、ギナンを呼んで参れ」

　大広間を見み渡わたしたブレイズが声を上げると、男が一人すっと現れた。侍じ従じゆうの服を着た初老の男は、最初に国王に会った時、〝青い涙〟を彼に見せていたバルカンだ。ジャリスは話をした事はないが、侍従頭がしらの彼には、シャルマやコダートが何かと世話になっているらしい。

　バルカンは一礼すると、あっという間に大勢の人の中からギナンを見付けて連れてきた。

「あ、ファランダ夫人。病気をされていたのでしょう？　もう大だい丈じよう夫ぶなのですか？」

　こんなにはきはきとギナンが話すのを聞いたのは初めてだ。ジャリスが驚いていると、ファランダが微笑んだ。

「ええ、ちょっと風邪かぜを引いていたの。お見み舞まいにあなたが贈おくってくれた果くだ物もの。とても美味おいしかったわ……。それより皇子、可愛い方がお待ちかねですよ」

　ファランダが親しげに、ギナンの背中をジャリスへと押しやる真似まねをした。

「あっ、いやっその、僕は……」

　ギナンの顔が一気に真っ赤になる。こちらを意識しているのだろう。ギナンは顔を背そむけながらも、ちらちらとジャリスを横目で見ていた。

「さあ、音楽を！」

　ブレイズの合図とともにバイオリンが奏でられる。ジャリスが練習した三さん拍びよう子しの曲だ。ジャリスの背後で、ブレイズがギナンに小声で話しかけているのが聞こえた。

「ギナン！　どうしてお前はそうなんだ。皇女をお誘さそいしろ」

「ですが、父上。僕は女性とまともに話した事なんか滅めつ多たになくて……」

「大丈夫ですわよ。頑がん張ばって声をかけないと、ナスタシャ皇女も困ってしまわれるわ。女性に恥はじをかかせては駄だ目めよ」

　ファランダの声せい援えんに、ギナンが泣きそうなうめき声を上げる。

（なるほど、恥ずかしがり屋で、女性が苦手。だから面と向かって喋しやべれないのね。ファランダ夫人と喋れるのは、家族同然だからなんだわ）

　だからといってこちらから話しかける訳にもいかず、ジャリスはじっと待った。

「馬ば鹿か者、お前と皇女が踊る事は特別な意味があるんだ。お前も判わかっているだろう。今日は他国からのお客様もお見えになっている。内外ともにお前達が婚約し、二つの国が和平を結ぶということを知ってもらういい機会なんだ。早く行けっ」

　ブレイズの叱しつ咤たに、ギナンが頷うなずく気配がした。ジャリスの背後から、ギナンが声をかける。

「あ、あの……その……僕と」

　振ふり返ったジャリスは、そっと手を差しだした。一応これは声をかけられた内に入るだろう。このままだと、ギナンの誘いを聞く頃ころには宴が終わってしまう。

「喜んで。ギナン皇子」

　できるだけ優しい声を出す。柔やわらかい笑えみを浮うかべると、ほっとしたような表情になったギナンが、躊ちゆう躇ちよしつつもジャリスの手を取る。二人で広間の中央に進み出ると、踊っていた人々が一いつ斉せいに壁かべ際ぎわに移動した。音楽が軽かろやかに広間に響ひびく。

　ギナンの踊りはぎこちない。必要以上にジャリスに近付かないようにしているのが感じられた。それでも何とかジャリスは、彼の動きに合わせる。

「いたっ」

　ジャリスは思わず小さな声を上げた。ギナンがジャリスの足を踏ふんでしまったのだ。

「あ、ご、ごめん」

　ギナンがはっとして動きをとめようとした。だがジャリスはそのまま踊り続ける。

「大丈夫ですよ。落ち着いてください。わたしが下手へたなせいで踊りにくいとは思いますが、もうしばらくおつき合いください」

　小声で囁ささやくと、ギナンが目を瞬またたかせる。だが、やがて呟くように口を開いた。

「い、いや、僕も踊りは苦手なんだ。僕の方こそすまない」

　ぎこちない笑みを浮かべたギナンに、ジャリスは内心ほっとした。

（やっぱり悪い人じゃないみたい。優しそうな目をしているわ）

　端はたから見れば相当たどたどしい踊りだろう。だが、周りの人々は優しく二人を見守っている。何度か足を踏まれたが、ジャリスは声を出すのをぐっと堪こらえた。申し訳なさそうにしているギナンに、ジャリスは微笑みを絶やさなかった。

　最後の一小節にさしかかり、ジャリスは心の中で安あん堵どする。

（よかった、何とか無事に終わりそう。うまくできたわよね？）

　確かく認にんするように壁際にいるコダートに目を向けようとした時、ギナンと踊っていたジャリスの腕うでを、何者かが摑つかんだ。

「きゃっ、な、何？」

　腕を摑んでいるのは、男のようだ。手から腕へ、そして顔を見上げたジャリスはそこにいる人物が誰だれだか判って、一気に青ざめる。

「俺とも踊っていただきたいな」

　怒いかりに顔を染めて立っていたのは、タバラン国の皇子、クアイだ。摑んだ腕ごと、ぐいっとジャリスの身体からだを引き寄せようとした。音楽が突とつ然ぜん中断し、広間が騒そう然ぜんとする。艶つやのある低い声を響かせたクアイに、人々の視線が一斉に集まった。

「どういう事なんだ！　君は一体何をしているっ」

　動転していたジャリスだが、クアイの怒ど声せいにはっとする。

「あっ……いや、あの、その……」

　思わず言葉に詰つまった。どうして彼がここにいるのだろう。いや、そんな事よりも、今しなければならないのは……。

「な、何をなさいますっ。どなたですか？　放してくださいませ！」

　ジャリスが弱々しくあらがうと、ギナンがクアイの肩を摑んだ。

「か、彼女から手をはなせっ。僕と踊おどっていたんだぞ！」

　気弱だと思っていたギナンの意外に力強い声に驚おどろいていると、クアイがかっと目を剝むいた。

「貴様こそ何だっ、彼女は俺の……」

「クアイ皇子！　お久しぶりでございます。ケレン国のシャルマです」

　そこへ駆かけ寄ったシャルマとコダートが、クアイの身体を両側から羽は交がい締じめにした。

「同じく、ケレン国のコダートです。皇子、相変わらずお酒を召めされると、面おも白しろい行動をなさる。ですが深酒は禁物ですよ。身体に障さわります！」

　にこやかなシャルマとコダートだが、目ではクアイを睨にらみつけている。その意味に気づかないのか、クアイが二人の手を振りほどこうとした。

「貴様らっ、何をする！　大体お前達、よくもこの間は俺を……」

　コダートが、わめくクアイを右手で押さえつけつつ、左手でジャリスを指した。

「皇子、よーくご覧になってください。この方はケレン国のナスタシャ皇女です」

「何を言っている。彼女は……」

　クアイが眉まゆ根ねを寄せる。だが最後まで言わせず、シャルマがにっこり笑った。

「クアイ皇子、お酒が大分回っているようですね。とにかくこちらへどうぞ。休まれた方がよろしいかと思います。……よく考えてください。ここはウルネティス国の王宮。ケレン国からの親善大使であるナスタシャ皇女に無礼を働いたとあっては、お国の為ためにもなりませんよ」

　最後は呟くような声だった。クアイが訝いぶかしそうな顔でシャルマとジャリスの顔を交こう互ごに見る。

（お願いっ、場の空気を読んで！）

　ジャリスの必死の願いは、どうやらクアイに伝わったようだ。一いつ瞬しゆん目を伏ふせたクアイが、ふらりと身体を揺ゆらめかせた。

「……ああ、すまない。どうやら酔よってしまったらしいな。失礼をした、ナスタシャ皇女。あなたが俺の愛いとしい女性によく似ていたもので。宴うたげを中断させて申し訳ない」

　そのままクアイは、シャルマ達の肩を借りて、広間の隅すみにふらふらした足取りで去っていく。

（び、びっくりしたっ。でも、何とかごまかせた……わよね？）

　ジャリスがおそるおそる辺りを見回すと、まだ広間は騒然としていた。目を瞬かせていたブレイズが、やがて気を取り直したように微笑ほほえむと片手を上げる。

「みな驚いてしまったかな？　今のはタバラン国の皇子、クアイ殿どのだ。少々酔いが回っていたのだろう。だが、我を忘れて酔ってしまうほどこの宴が楽しかったということだな。では宴を続けよう。みんなも存分に楽しんでくれ。さあ、音楽を！」

　ざわついていた広間に、再び音楽が鳴り始めた。ブレイズの取りなしが功をそうしたのか、集まった人々に再び笑みがこぼれ始める。ほっと胸をなで下ろしたジャリスは、改めてギナンと手を取り合い、もう一度踊り始めた。




「納なつ得とくがいかない！」

　宴が終わって、ジャリスがコダートと一いつ緒しよに部屋に戻もどると、待っていたのは寝しん台だいで腕うで組ぐみして座っているクアイだった。壁際に目をやるとシャルマがうんざりした表情で立っている。

「シャルマに事情は聞いたが、君がお見合いだなんて、どうしても納得できないぞ！」

　ジャリスは額に手を当て、がっくりと肩かたを落とす。少しの失敗も許されない状じよう況きようで、どうして彼が現れたのだろう。

「……お見合いはわたしじゃないわ。あくまでナスタシャ皇女なの。これはケレン国からの依い頼らいなのよ。お願いだから話を合わせて。それにこの王宮に滞たい在ざいするのはあと数日だし、その間だけでも大人しくしてて欲しいの。……っていうか、何でここにいるの？　クアイ皇子」

　憮ぶ然ぜんとした表情を隠かくそうともしないクアイが、懐ふところから小さなランプを取り出した。

「君を追って来たに決まっているだろう。ルーレルが王宮からアブウの魔ま力りよくを感じたというから来てみたんだ。国王に挨あい拶さつしにいったら、ナスタシャ皇女の歓かん迎げいの宴に招待された」

　クアイが手に持ったランプをこすると、煙けむりが上がって少女の姿のルーレルが現れる。

「お久しぶりですわね、ジャリス。アブウはどこです？」

　にっこり笑ったルーレルに、ジャリスは頰ほおを引きつらせた。見かけはジャリスより幼くても、その正体は筋肉隆々のお姉様だ。はっきり言って、本体のルーレルは直視するのも恐おそろしい。

「アブウはここにはいないの……」

　ルーレルのアブウに対する愛情表現は過か剰じようだ。見ていて可哀かわい想そうになるくらい。逃にげまどうアブウの姿を思い浮かべたジャリスは、何とか誤ご魔ま化かそうと思った。だが、ルーレルの可愛かわいらしい紫むらさきの瞳ひとみが、急にジャリスを射い貫ぬくように鋭するどくなる。

「噓うそをつくと、為にならないよ」

　低い声に、ぞっとするほどの響きが混じっていた。ジャリスは思わず寝台を指さす。

「ひどいですぅっ。ご主人様ぁ」

　泣きながら寝台の下から這はい出てきたのはアブウだ。ナスタシャ皇女のふりをする間、水差しを持って歩く訳にはいかず、寝台の下に隠していた。

「ああっ、私の旦だん那な様！　会いたかったですわっ」

「いやぁぁっ、ルーレル放してぇぇ。アブウは見かけだけ可愛い女の子なんて嫌いやですぅぅぅ」

　ぎゅっとルーレルに抱だきしめられて、アブウが悲鳴を上げた。ジャリスは心の中で謝る。

（ごめんっ、アブウ！　これ以上話をややこしくしたくないの）

　人ひと身み御ご供くうにされたアブウが泣なき叫さけぶ中、クアイが一つ息を吐はくと、ジャリスに目を向けた。

「……ケレン国とウルネティス国の事情は俺も判わかっている。二つの国が和平への道を歩むのなら賛成もしよう。だが頭では判っていても心では反対しているぞ！　ギナン皇子がジャリスを見る目は、普ふ通つうじゃなかった！」

　クアイにかかると、何もかもが彼のいいように変へん換かんされる。それでも彼なりに、この状況は把は握あくしたようだ。クアイがすっと寝台から立ち上がった。

「見合いの邪じや魔まはしない。だが、俺もここに滞在して君達を見張るからな。あのくされ皇子が何かしたら容よう赦しやはしないっ」

　この強ごう引いんさがギナンにも少しはあればと思う。二人を足して二で割ればきっと素す晴ばらしい皇子が二人出来上がるはずだ。それでもジャリスは、前向きにクアイの言葉を受け取った。

「それは手伝ってくれるということよね。クアイ皇子」

　クアイが切れ者なのはよく知っていた。それに自由に動きのとれないジャリス達にとって、タバラン国の皇子という地位を持つ彼に手伝ってもらえるのは、何よりありがたい。

「不本意だがな。……まったく、どうしてこんな事になったんだ？」

「ターラよ、彼がわたしとナスタシャ皇女が似ていると、ケレン国の国王に教えたみたい。あ、そうだ。クアイ皇子、ちょっと頼たのみがあるんだけど」

　ジャリスが見上げると、クアイがぐんと胸を張る。どうやら機き嫌げんは直ったようだ。

「君の願いならなんなりと」

　ジャリスは、どこかに捕つかまって助けを求めているターラの事をクアイに話した。

「……それで、ターラを助け出したいんだけど、わたし達王宮から出られなくて。お願い、クアイ皇子。彼を捜さがして欲しいの。あなたならできるでしょ」

　駄だ目め元もとで頼んだのは、できれば王宮からクアイを遠ざけたかったからだ。クアイの思考は常識では計りしれない。さっきのように暴走されては、誤魔化すのも難しくなってくる。話を聞いたクアイが渋じゆう面めんをつくった。

「……事情は判ったが、居場所が判らなくては助けようがないぞ。情報が少なすぎる」

「あら、居場所なら判りますわよ」

　寝台の上に座ったルーレルが、アブウに抱きついたままにっこりと笑った。

「アブウの水鏡を使って連れん絡らくをとっているのでしょう？　では今度連絡が取れた時に、水鏡の魔力の波動を追って、ターラの居場所を突つき止めればいいんですわ」

「そ、そんな難しいこと、アブウにはできませんよぅ」

「判っていますわ。魔力を追うのは私がしましょう。アブウと二人で初めての共同作業ですわ。ああ、まるで結けつ婚こんしたみたい。子供はたくさんつくりましょうね、あなた！」

　うふふと笑ってアブウをぎゅっと抱きしめているルーレルの頭には、きっと楽しげな妄もう想そうが繰くり広げられているのだろう。アブウがひぃぃっと叫んで身を竦すくませる。

「そんな事、できるの？」

　ジャリスが目を丸くすると、ルーレルが自信ありげに頷うなずいた。

「ええ、簡単ですわ。その代わり、私はいつターラから連絡が来てもいいように、ずっとずっとアブウと一緒にいます。かまいませんわよね？」

　嫌とは言えなかった。必死に助けを求めるアブウに、ジャリスは心の中で謝る。救いの手を差し伸のべてもらえないと悟さとったのか、アブウがわっと寝台に突っ伏ぷして泣き出した。

「気の毒だな、アブウ。でも目的の為には、犠ぎ牲せいはつきものだ」

　コダートの呟つぶやきに、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げて頷く。

「ええ、胸を張っていいですよ。あなたは今、役に立っています」

「うわーん、みんなひどいですぅぅぅぅ」

　わんわん泣くアブウに、ルーレルが嬉うれしそうに笑う。

「ああ、泣き顔も可愛いですわ。もっともっと泣かせたくなりますっ」

　今の言葉はできれば聞かなかった事にしたい。愛情には色んな形があるというが、ルーレルのそれは、はっきり言って歪ゆがんでいると思う。ジャリスは突っ込んで考えるのを止やめにした。愛の深しん淵えんを覗のぞくのはかなりの覚かく悟ごが要いりそうだ。気を取り直したジャリスはクアイに目をやる。

「じゃあ、クアイ皇子。ターラの居場所が判ったら救出を頼んでもいい？」

「ああ、任せておけ。君はつつがなくお見合いを成功させるといい。ケレン国とウルネティス国が和平を結べば、海かい賊ぞく同盟は停戦条約ではなく、完全な戦争の終結宣言がだせるだろう。それは我がタバラン国にとっても喜ばしいことだ」

　さすがにタバラン国の世よ継つぎだけの事はある。暴走しつつも、クアイは自分の役割を忘れない。ジャリスはほっとして、中央にある机に置いてあった水差しに手を伸ばした。宴では緊きん張ちようして食事も喉のどを通らなかった。話が落ち着いたと同時に、空腹と喉の渇かわきを覚えたのだ。

　小さな硝子ガラスの器うつわに水を入れ、寝台の端はしに座ったジャリスは、コダート達を見上げる。

「とりあえず、今日はもう休みましょう。えっと……明日は何があるんだっけ？」

「ギナン皇子が王宮を案内してくれるそうだ。これだけ大きな王宮なら、一日がかりだな。それと夜は、国王を含ふくめて会食。明後日は……」

　コダートの説明に、ふうっとため息をついた。予定はびっしりと組まれている。ジャリスは喉を潤うるおそうと、器を口に近づけた。広い寝台の隅すみで泣いていたアブウが、ふっと顔を上げる。そしてジャリスの方を見つめ、銀色の瞳を見開いた。

「……んっ、んんんっ、ご主人様ぁ、駄だ目めっ」

　常にない素す早ばやさで、アブウがルーレルを振ふり切り、ジャリスに飛びかかる。ジャリスは驚おどろいて、アブウの身体からだを受けとめた。いつもふわふわ浮いているが、実は結構重かったりする。そのまま一緒に寝台に倒たおれ込んだせいで、持っていた硝子の器が床ゆかに落ちて、パリンと音を立てた。ジャリスは目を瞬またたかせる。

「ど、どうしたのよ、アブウ」

「あ、あのあのあの、シャルマ様に王宮にいる間、ご主人様の食べ物や飲み物に気をつけろと言われていたんですぅ。その水、おかしいですよぅ！　少しだけですけど変な臭においがしますっ」

　眉まゆ根ねを寄せたジャリスは、必死にしがみつくアブウを落ち着かせようと、背中を撫なでた。

「変な臭いって……別に何にも感じなかったわよ」

　水差しに目をやると、入っていた水に鼻を近づけていたルーレルが、きらりと目を光らせた。

「……確かに。人間には判らないかもしれないけれど、かすかに臭いがします。これは……おそらく毒ですわ」

　ジャリスはさっと青ざめた。ケレン国の国王に送られてきた脅きよう迫はく状が頭に浮かぶ。

〝結婚は失敗に終わる。皇女の命が惜おしければ、ウルネティス国には近付かぬ事〟

　ジャリスの背筋に、ぞくりと悪お寒かんが走っていた。
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「え、えっと……皇女はどれがお好きですか？」

　ギナンに王宮を案内してもらっていたジャリスは、はっとして顔を上げた。

「え？　好き？」

「あ、すいませんっ。ええっと、この絵画のどれがお好きかと……」

　ギナンが壁かべに飾かざられた絵画を指した。考え事をしていたジャリスは慌あわてて笑えみを浮かべる。王宮の正面入り口には、王族が勢せい揃ぞろいした見上げる程ほど大きなものから、果くだ物ものや動物が描えがかれたものまで、数え切れないほど絵画が並んでいた。油絵という異国の手法で描かれているらしい。その一つ一つがかなり値の張る物だというのは、ジャリスにも判った。

「どれも素す敵てきだと思いますわ」

　そんな返事しかできなくて、ジャリスは悔くやむ。昨日の宴うたげで少しはジャリスの事を気に入ってくれたのか、たどたどしいながらもギナンが話しかけてくれるようになったのに。

「そ、そうですか。これは異国の画家が描いたもので……」

　だがギナンは説明で手て一いつ杯ぱいなのか、気にしていないようだ。耳を傾かたむけつつ、ジャリスは昨日の事を再び思い出していた。

（水差しには、無む味み無む臭しゆうの毒薬が仕込まれていた。やっぱり皇女を狙ねらっている者が現実に存在するという事ね……）

　リクに頼んでバルク号まで戻もどってもらい、船医のナッシルに調べてもらった所、一口で命がなくなる猛もう毒どくだと結果が出た。だが、誰だれが水差しを部屋に運んだのか判らない。誰もいない時は施せ錠じようしているし、鍵かぎを持っているのはジャリスとシャルマだけだ。侍じ女じよ達が部屋の掃そう除じをする際は、シャルマに鍵を借りる事になっていた。部屋で留守番していたアブウは、自分の水差しで眠ねむりこけていて、異変には気づかなかったという。表面上ではナスタシャをみんな歓かん迎げいしているが、その中に殺意を持った人間がいる。そう思うと身み震ぶるいしそうに恐おそろしかった。

「おい、しっかりしろ」

　背後にいたコダートが、ジャリスの様子に気づいたのか小声で囁ささやく。コダートは朝からずっとジャリスの側そばを離はなれない。昨夜も一晩中扉とびらの外で見張りをしてくれていた。命を狙われているという恐きよう怖ふにどうにか押しつぶされないですむのは、常に側にいて守ってくれるコダートの存在があるからだ。ジャリスは気を強く持った。今はギナンの不ふ興きようを買わないように、ふるまわなければならない。

「もうすぐ、昼食の時間ですね……。あ、あの、えっと、お食事を一いつ緒しよにどうでしょうか？」

　ぎこちないが、精せい一いつ杯ぱいのギナンの誘さそい文句だった。断る理由はない。ジャリスがにっこり笑って頷くと、ギナンがはにかむような表情を見せた。

「皇子、今日は天気がよろしいので、中庭の東あずま屋やでお食事はいかがでしょう」

　側に控ひかえていたニザーイが淡たん々たんと口を開くと、ギナンが頷いた。

　王宮から外に出て、先を歩くギナンとニザーイにしずしずついていきながら、ジャリスは隣となりにいるコダートにそっと話しかけた。

「食事……食べても大だい丈じよう夫ぶかしら」

「ああ、王族との食事には必ず毒味役がつく。皇子や国王とする食事が一番安全だよ。何度も言うが、それ以外では俺達が調べた物以外口に入れるな」

「うん、判わかってる」

　昨夜一いつ睡すいもできなかったせいで頭がくらくらしていて、とても体調がいいとは言えなかった。寝ね不ぶ足そくのせいか太陽の光が目に痛い。いつもは晴れていると気分も高こう揚ようするが、今は燦さん々さんと輝かがやく太陽が恨うらめしかった。ため息吐つきつつ空を見上げたジャリスは、太陽を遮さえぎるように右手で目元を覆おおおうとした。そんな時、ふと太陽とは違ちがう光が、王宮の二階にある窓できらりと光ったのに気づいた。

「危ないっ」

　叫さけんだのはコダートだ。突とつ然ぜんジャリスの腕うでを摑つかんで、ぐっと身体を引き寄せた。あまりの勢いに、ジャリスはコダートと一緒に倒れ込む。




〝ガシャーン！〟




　辺りに響ひびいた音に、ジャリスははっとして上半身を起こした。慌てて前方を見ると、ジャリスが立っていた場所に、何かの破は片へんが散らばっている。音の正体がこれだと知ったジャリスは、すぐに先程妙みような光を見付けた王宮の窓を見上げた。

「お、落ちてきたの？」

　散らばっている破片から察するに、どうやら大きな壺つぼのようだ。偶ぐう然ぜん落ちてきたと思うほど、ジャリスはめでたくない。特に命を狙われている今の状じよう況きようでは。

「ジャリスッ、まずいぞ。魔ま法ほうが……！」

　素早く身体を起こしたコダートの声に、ジャリスは慌てて自分の手を見つめる。肌はだは白く、流れ落ちてくる髪かみは金色だった。コダートに助けてもらった時に、うっかりどこか触さわってしまったのだろう。魔法が解けている。

「あっ、しまった……！」

　ギナン達は、建物の角を曲がったのか姿は見えない。ジャリスはすぐさま立ち上がり、身を隠かくそうとした。だが騒さわぎに気づいたのか、曲がり角からニザーイが姿を現す。

「どうなさいましたっ。今の音は何です！」

　駆かけ寄ろうとしたニザーイが、金髪青い瞳ひとみのジャリスを見て、目を見開いて足を止めた。

（ど、どうしようっ。ばれちゃった！）

　どうにか言い逃のがれる方法を考えようとしたが、混乱した頭では何も思い浮かばない。それでも何とか誤ご魔ま化かそうと口を開きかけると、ニザーイがさっと自分の上着を脱ぬいで、ジャリスの頭から被かぶせた。困こん惑わくしていると、ニザーイがぼそっと呟つぶやく。

「ギナン皇子がすぐに来るぞ。誤魔化してやるから大人しく倒れてろ。まったく、このぐらい自分で避よけろ、この馬ば鹿か。簡単に正体みせるな」

　叱しつ咤たする声にあざけりが含まれていた。眉根を寄せたジャリスだが、とりあえず言われた通り地面に横たわる。上着を被ってそっと周りを窺うかがうと、ギナンが駆け寄って来る所だった。

「ニザーイ！　一体、何事だ」

　ジャリスの前にニザーイが座り込む。そして顔だけをギナンに向けた。

「ギナン皇子、申し訳ありませんが、急いで医師を呼んできてくださいっ。皇女が怪け我がをなさいました！」

「な、なんだとっ、判った。すぐに呼んでくる！」

　ばたばたと駆け出す足音が聞こえる。ニザーイがジャリスにかけた上着を少しだけずらした。

「さっさと立て。みつからないよう部屋に戻って、姿変えの魔法とやらをもう一度かけてもらえ。お前達が失敗すれば、俺も道連れになるんだぞ！」

　ぞんざいな口調も冷たい声こわ色いろもいつもの物ではなかった。驚きつつもジャリスは立ち上がる。

「ど、どうして姿変えの魔法の事を……っていうか、わたしの事、もしかして知ってたの？」

　慌てて小声で問うと、ニザーイがふんっと鼻を鳴らした。

「ああ、知ってたさ。ジャリス・シンリクット。とにかく急げ。誰かに見つかったらおしまいだぞ。……コダートとか言ったな、お前も守るならちゃんと守れよな。女船長がしきる船にはこの程度の乗組員しかいないのか？」

「なんだと！」

　コダートがかっと目を剝むいた。ニザーイが腕うで組ぐみして片かた頰ほおを上げる。

「時と場合を考えろ。ケンカなら後でいくらでも買ってやる。さっさと行け！」

　言葉に詰つまっているコダートの腕を、ジャリスは摑んだ。

「と、とにかく戻りましょう。このままじゃ本当に誰かに見つかってしまうわ。……ねぇ、一つだけ聞かせて。あなた何者なの？」

　顔を向けると、ニザーイが一いつ瞬しゆん考えこむように目を伏ふせた。だがすぐにジャリスを見み据すえる。

「……お前と同じだよ。海かい賊ぞく同盟見習い、ニザーイだ。以後よろしく」

　驚おどろいて目を見張ったジャリスに、ニザーイは冷たく笑いかけていた。




　結局ギナンとの昼食は中止になってしまった。アブウに姿変えの魔法をかけなおしてもらったジャリスは、自室の寝しん台だいに横になっている。心配そうにみつめているのはギナンだ。

「大丈夫ですか？　ナスタシャ皇女」

「ええ、怪我はかすり傷ですし。でもちょっと気分が優すぐれなくて」

「やはり医師に診みてもらったほうが……」

「い、いいえっ、えっと、本当に大丈夫です。それにわたし、お医者様とはいえ、知らない殿との方がたに触ふれられるのは……」

　やっと黒髪黒目になったというのに、医師に診しん察さつされてはまた元の金髪に戻ってしまう。

「そうですか……。ではゆっくり休んで下さい」

　そう言い残して、ギナンが部屋を後にした。ジャリスがほっとしていると、しばらくして扉が開きニザーイが姿を現す。ジャリスはがばっと飛び起きた。

「うまく言い逃れたみたいだな。一時はどうなるかと思ったが、ギナン皇子は少しも疑ってないみたいだ」

「何しに来たんだ？」

　咎とがめたのはコダートだ。ニザーイが中央にある寝椅子に腰こし掛かけ、机にある果くだ物ものに手を伸のばす。

「俺に色々と聞きたいだろうと思って、こっちから出向いてやったんだ。感謝しろ、本来ならお前みたいな見習いを俺は相手にしないんだ」

「あなただって、同じ見習いでしょ」

　ニザーイが手に持ったリンゴを一口かじって、肩かたを竦すくめた。

「一いつ緒しよにしてもらっては困るな。俺はお前みたいに偶然旗を手に入れたりしない。正々堂々試練を受けて、旗を頂いている。ウルネティス国での試練を果たせば、八枚の旗が全部揃そろう。そうすれば、晴れて海賊として認められる」

　声には馬鹿にするような響きがこもっているように感じた。思わずカチンときたジャリスは寝台から飛び降りて、ニザーイの前に立った。

「どういう意味よっ。わたしだって、ちゃんと旗を……」

「お前の噂うわさは各国で聞いている。確かにあちこちで活かつ躍やくはしているようだが、……一つ聞きたい。お前は国王から正式に試練を受けて、達成した事はあるのか？」

　ジャリスはうっと口ごもった。思い起こしてみれば、試練と名の付いた依い頼らいを引きうけた事は、カトゥーナ国のラスミア女王からだけだったように思う。残りはすべて、各国の問題を解決しようとした結果、国王から感謝されて旗をもらえただけだった。ラスミア女王の依頼とて、売り言葉に買い言葉だった気がする。

「……そ、それは、えっと……」

「やっぱりな。お前が旗をもらえたのは、シンリクット船長の孫で盟主の娘むすめだからだ。だから各国の国王達もお前には甘いのさ。そうでなければ、半人前以下の女船長なんかに旗を与あたえるはずがない。俺はお前みたいな奴やつと同じ見習いだと思われると心底腹が立つんだ」

　冷たい視線と声に、ジャリスはむっとする。憮ぶ然ぜんとしていたコダートが声を荒あららげた。

「ふざけるな！　お前がジャリスの何を知っている」

「知っているさ。プス船長だなんてもてはやされて、いい気になっている。お前達、ケレン国の依頼を受けてナスタシャ皇女の代わりにきたんだろう。なのに、あの宴うたげでの失態はなんだ。うまく誤魔化したつもりだろうが、タバラン国の皇子の奇き行こうは王宮でも問題になったんだぞ。俺がうまくとりなしてやったから大事にならなかったんだ。それにさっきも簡単に正体をみせすぎだ。他ほかにもある。ナスタシャ皇女は外にろくに出たこともないお姫ひめ様さまだ。なのにお前ときたら動作はがさつだし、はきはき物を言いすぎるし。このままじゃ正体がみんなにばれるのは時間の問題だ」

　言いあてられた事は一々尤もつともで、言い返すこともできない。握にぎった拳こぶしを震ふるわせているジャリスに、ニザーイは呆あきれた表情を向けた。

「いいか、本来ならお前と関かかわるなんて俺は嫌いやなんだ。だが今回は盟主様からお前の手助けをしろと連れん絡らくを受けている。お前がその調子だと、俺の評価も落ちるんだ。共とも倒だおれはごめんだぞ」

　ジャリスはケレン国からの依頼を受けた後、マラファムに水鏡を使って事情を話していた。そういえば、同盟でも出来る限りの補ほ佐さをすると言われた気がする。

（補佐ってニザーイの事？　父さん、ちゃんと言っておいてよっ）

　ジャリスが顔を引きつらせていると、ニザーイが片頰を上げた。

「俺は元々、ウルネティス国の国王から、見合いに反対する者達を捕とらえるよう依頼を受けていた。その為ために身分を偽いつわって、皇子の親衛隊長としてここにいたんだ。お前の補佐をしろと命じられたが、俺も同盟の人間だと周りに知られる訳にはいかない。陰かげから補佐をするから、お前達にも内密にして欲しいと、支部を通して盟主様に連絡してもらったのさ。あんまり馴なれ馴れしくされても困るしな。……見合いは成功させる。そして俺は反対派達を捕らえて試練を達成し、最後の旗をもらう。お前達は役に立たなくていいから、邪じや魔まだけはするな」

　冷たい声を残し、ニザーイが立ち上がって扉とびらに向かう。ジャリスは慌あわてて呼び止めた。

「ちょ、ちょっと待って。反対派達を捕らえるなら、協力しましょうよ」

　足を止めたニザーイが少しだけ振ふり向く。顔にありありと嘲ちよう笑しようするような表情を浮かべて。

「噂通りだな。余計な事に首を突つっ込みたがる。お前達がケレン国から受けた依頼は、ナスタシャ皇女の振りをして見合いを成功させる事だろ？　反対派達を捕らえるのは俺の試練だ。お前なんかの協力はいらない。それともう一つ言っておくが、俺はお前が嫌きらいだ。今回は渋しぶ々しぶお前の手助けをするが、仕方なくだということをよく覚えておけよ」

　きっぱりと言い捨てたニザーイが、ばたんと扉を閉じる。

「な、何よーっ、そんな言い方しなくってもいいでしょ！」

　怒いかりがおさまらないジャリスは、思わず扉に向かって叫さけんでいた。
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「ナスタシャ皇女。お味はいかがでしたかな？」

　王宮に来て四日目の午後。王族とハーレムの女性達を交えた昼食会で、国王のブレイズから声をかけられたジャリスは、ゆっくりと頷うなずいた。広間では二十人ほどの女性達とブレイズ。そしてギナンが食しよく卓たくを囲んでいる。壁かべ際ぎわに立っているのは、コダートと侍じ従じゆう頭がしらであるバルカンだ。彼は次々に侍女達に指示を出し、食べ終わった皿を片づけさせていた。

「はい。大変美味おいしゅうございました」

　正面にはギナン。その後ろに立っているのは、ニザーイだ。ぎろりと睨にらまれて、ジャリスは背筋を伸ばした。おかしい所はないはずと、心の中で確かく認にんする。

（そ、そんなに睨まないでよっ。ちゃんとやってるでしょ！）

　食事が終わり、甘い香かおりのお茶が出てくる。ジャリスは左手でベールを軽く持ち上げ、茶器を口に運んだ。未み婚こんであるジャリスは、たとえ王族の前でもベールを取る事はできない。一々ベールを持ち上げるのは面めん倒どうだが、顔をさらすわけにもいかないので、好都合ではある。

「わあ、美味しい……」

　ほんのり甘いお茶を飲んで感かん嘆たんの声を上げると、隣となりに座っていたファランダが微笑ほほえんだ。

「気に入ってもらえてよかったわ。これはわたくしが茶葉を混ぜ合わせて作った特別なお茶なの。この王宮に嫁とついで来られたら、わたくしが毎日お茶を淹いれて差し上げるわ。あ、でも年寄りにつきあわせては悪いかしら」

　ジャリスはとんでもないと首を振った。ファランダの優やさしい雰ふん囲い気きと口調は大好きだ。
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（何となくだけど……ファランダ夫人ってお母さんって感じがする）

　柔やわらかくて品のある態度。全身から滲にじみ出ている穏おだやかな雰囲気は、母を早くに亡なくしたジャリスにとって心ここ地ちよかった。初老ではあるが、ベール越ごしに見える顔は彫ほりが深く、若い時は相当の美人だったろうと容易に想像できる。こんな風に年を取りたいとジャリスは思った。

「ギナン、午後は皇女と一緒に庭を散策してはどうだ？」

　機き嫌げん良よくブレイズが話しかけた。心配をかけないため、昨日ジャリスに起こった事は国王には内密にしましょうと、ニザーイがギナンに口止めしたらしい。

「あ……はい」

　相変わらずギナンは言葉少なだ。それでも最初の頃ころよりは、随ずい分ぶんとましになった。

「では、ナスタシャ皇女、参りましょう」

　こうして、つっかえずにジャリスを誘さそえるようになった。かなりの進歩だ。腰を上げたジャリスは、国王達に挨あい拶さつすると、ゆっくりとギナンの後について歩く。続いたのは、コダートとニザーイだ。二人とも無言だが、びしびしと見えない火花が散っていた。

「わあっ、綺き麗れい」

　ギナンに案内されたのは、王宮の裏手にある庭だった。広大な花畑に色とりどりの花が咲さいている。甘い花の香りにジャリスはうっとりとした。

「ここは、僕の庭なんです。僕が許可した人間しか入れません」

　優しい色合いの花々に、ジャリスは心が和なごむ気がした。ギナンがぎこちない動きで、咲いている花を手た折おる。選んだのは、赤い小さな花だった。

「ど、どうぞ」

　大輪の花はたくさんあるのに、野の花を選んでしまう所がギナンらしい。ジャリスはにっこり笑って受け取った。

「ありがとうございます。皇子」

　だが、ギナンが一瞬落らく胆たんしたように目を伏ふせた気がした。

（あ、あれっ、わたし何か変なことした？）

　心の中で首を傾かしげていると、すぐにギナンが笑えみを浮うかべ、ジャリスを花畑の中心にある椅子に促うながした。大理石の椅子は、豪ごう奢しやだが冷たい輝かがやきを放っている。ギナンがはっとしたように、上着を脱ぬいで椅子に広げた。

「こ、ここに座ってください。この椅子、冷たいから」

　優しいと思う。気がつくと思う。いい人だと思う。だが、何かが足りない。きっと押しの強さだろう。どうして同じ皇子なのに、クアイとこんなに違ちがうのだろう。ジャリスはそんな事を考えつつ、礼を言って椅子に腰を下ろした。

「お茶の用意をして参ります」

　ニザーイの言葉に、ギナンが頷いた。庭を後にしたニザーイに、ジャリスはほっと息をつく。先さき程ほどから突き刺さすような彼の視線が、気になって仕方なかった。少しでもへまをしたら、またあの嫌みを聞かなくてはならないだろう。

「こ、この庭は気に入っていただけましたか？」

「ええ、素す晴ばらしいですわ。……あら、あれはなんですか？」

　ジャリスが指したのは、庭の片かた隅すみにある小屋だった。小屋といっても、石造りの立派な物だ。ジャリスなら喜んで住むだろう。

「あれは僕が集めた発はつ掘くつ品を納めている所です。僕は考古学が好きで、本当は学者になりたかったんですよ。我が国は古い神しん殿でんが多くて、大昔の壁へき画がや神具がいくつも発見されてます。僕も国内の遺い跡せきと呼ばれる場所はほぼ見て回っていて。あ、そうそう、実は僕はある仮説を立てたんです。アラバーナ大陸はその昔一つの国として、一人の国王が治めていたという仮説を！」

　急に高こう揚ようしたように話し出したギナンに、ジャリスは目を丸くする。こんなにすらすら喋しやべっているのを聞くのは初めてだ。

「で、ですが、そんな史実は聞いた事ありませんわ」

　現存する中では、一番古いと言われている歴史書の写しを読んだ事があるが、その書物でもアラバーナ大陸は八つの国に分かれていた。一人の国王が治めていたなんてまるで夢物語だ。

「いいえっ、その昔……そう、千年以上前です。その時アラバーナ大陸は一つでした。治めていた国王の名は、ソルト・アラバーナ。大陸の名は彼からきているんですっ。ですが、彼は暴君でした。民たみに圧政を敷しき憎にくまれていた。彼を暗殺したのは八人の家臣達。彼らはその後アラバーナ大陸を八つに分け、それぞれが国王としてその国々を治めたのです！」

　拳を握って語り始めたギナンに、ジャリスはびっくりする。そんな話は聞いた事がなかった。何より、急に生き生きしだしたギナンの変へん貌ぼうぶりには、目を見張ってしまう。

「え、えっと……そうなんですか？」

　歴史を勉強しているジャリスにとっては、そんなことあるはずないと反論できる。だがそんな知識を持ち出す訳にはいかない。自分はナスタシャなのだ。

「ええ、来てくださいっ」

　ギナンが勢いよく立ち上がる。気のせいか足取りも軽かろやかだ。ジャリスはコダートと目を見あわせたが、すぐにギナンに続いた。案内されたのは、発掘品が置かれているという小屋だ。

　ギナンが扉にかけられた大きな錠じように鍵かぎを差し込んだ。重そうな扉を開けると、暗い部屋の中から冷たい空気が流れてくる。かび臭くさくて、ほこりっぽかった。ギナンが窓にかけられていた厚い布を開くと、部屋の中に光が射さし込む。

「わあ、すごい！」

　部屋に何列も置かれた棚たなには、泥どろがついたままの化石や、不思議な形をした古びた石の道具がいくつもあった。何に使うのか判わからないそれらは、一定の間かん隔かくで並べられている。

「僕が色んな遺跡で見付けた発掘品です。千年近く前の貴重な物もある。実は僕、もの凄すごい発見もしたんですよ！　カトゥーナ国との国境沿いにあるヨーヌルという町に古い神殿があるんですが、かなり老ろう朽きゆう化かが進んでいて数年前取り壊こわそうとしたらしいんです。その時、地下に通じる穴がみつかって、大昔の出来事を記した壁画がある部屋が発見されたんです。僕も一年ほど前から調査に参加していたんですが、偶ぐう然ぜん壁画がある部屋から更さらに奥に続く通路を見つけたんですよ。その先には、何とソルト・アラバーナの石像があったんですっ」

　ジャリスは驚おどろいて目を見張る。もしそれが事実ならアラバーナ大陸の歴史が変わる一大事だ。

「ほ、本当なんですか？」

「ええ、石像を見付けたのは二ふた月つき程前の事です。石像があった部屋には、彼がアラバーナ大陸の国王であった事を示し唆さする壁画がありました。詳くわしく調査してから公表しようと思っていたんですが、地じ震しんで遺跡が崩くずれてしまって。でも僕は諦あきらめませんっ。見合いがすんだら、もう一度ヨーヌルに……」

「ギナン皇子」

　扉の外から聞こえた声に、ギナンがはっとした。見ると、憮ぶ然ぜんとしたニザーイが立っている。

「ヨーヌルに行くのは、国王命令で禁止されているはずです。危険だから遺跡の発掘は止やめるようにと陛下が仰おつしやったでしょう。さ、お茶の用意が調ととのいました。こちらへどうぞ」

「だ、だが、あの像は特別なんだ。あれがソルト・アラバーナの像だと証明できれば、アラバーナ大陸の歴史が変わるんだっ」

　珍めずらしく反論したギナンに、ニザーイは小さなため息をついた。

「僭せん越えつながら私の意見を言わせていただきますが、皇子には過去よりも未来に目を向けていただきたいと思っています。歴史よりも重要なのは、皇子がこの国の次期国王として未来のウルネティス国をどう治めるかでしょう？」

　隙すきのないニザーイの意見に、ギナンが言葉に詰つまっている。握にぎった拳こぶしが震ふるえていた。ジャリスは思わず、ギナンとニザーイの間に進み出る。

「あの……わたしは皇子が見付けた発掘品はとても価値のあるものだと思います。未来も大事ですが、過去を振ふり返るのも必要だと思います。歴史に学ぶべき事は多いですわ。歴史に残された失敗や間ま違ちがいを繰くり返さない為ためにも、皇子のなさっている事は素晴らしいことかと」

　ギナンの味方をしたのは、彼の情熱に打たれたからだ。気弱なギナンが、自分の意見を主張しているのを見るのは初めてだ。それを頭ごなしに否定するのはどうかと思った。

「そ、そうだよね。判ってもらえて嬉うれしいよ。ナスタシャ皇女」

　ジャリスを見つめるギナンの目が、喜びに溢あふれていた。ジャリスはにっこり笑う。

「もっと発掘品を見てみたいですわ。説明をお願いできますか？　ギナン皇子」

「う、うん。あ、そうだ。ちょっと待っててくれ。あっちの部屋にヨーヌルで掘ほり出した発掘品があるんだ。とても珍しいものなんだよ」

　ギナンが足早に奥の扉に向かう。隣となりの部屋に入ったのを見届けたニザーイが、忌いま々いましげな視線をジャリスに向けた。

「余計な事を」

「あら、わたしは皇子と仲良くなる為にここに来たんですもの。未来の花はな嫁よめとして、皇子のご趣しゆ味みに理解を示すのは当然でしょう。それに、いくら親衛隊長って肩かた書がきを持っているからって、皇子に対してあんな言い方は失礼だと思うわ」

　小声で呟つぶやいたジャリスを、ニザーイがじろりと睨にらんだ。

「ふん、お優やさしいことだな。そんな甘ちゃんで海かい賊ぞくの見習いが務まるもんか」

　ニザーイの言い方は一々癇かんに障さわる。彼はジャリスを嫌きらっている態度を隠かくそうともしていない。

「ねぇ、どうしてそんなにつんけんするのよ。お互たがい試練の内容は違ちがっても、目的は同じでしょ。同じ同盟の仲間なんだし、少しは協力して……」

　だが最後まで聞かず、さっとニザーイが背を向けた。

「俺は今まで一人でやってきた。試練を受けるのも旅をするのも一人だ。お前みたいにぞろぞろ連れだって吞のん気きに旅をしているわけじゃない。知ってるか？　今までたった一人ですべての試練を乗り越こえた見習いはいない。みんな数人から、ひどい奴やつは数百人の乗組員達を従えて試練を受ける。俺がウルネティス国で八枚目の旗を手に入れれば、海賊同盟史上初、自分の力だけで海賊の資格をとった事になるんだ。それがどれだけ凄いか判るだろう。それに何度も言っているが、お前みたいな半人前以下の協力なんて必要ない。俺は自分の力だけで海賊にならなければならないんだ」

　自信家で口が悪い。どうしてこう嫌いやみな言い方しかできないのだろう。ジャリスは思わずむっとした。だが、ふとある事に気づく。

（ん？　今の言い方なんかおかしくない？）

「〝なりたい〟ではなく、〝ならなければならない〟ね。どうしてそんなに意固地な言い方をするんだ？　まるで強制されてるみたいだぞ」

　ニザーイの言こと葉ば尻じりを捕とらえたのはコダートだ。ニザーイがはっとしたように振り向いた。

「そ、そんな事どうでもいいだろう。お前達には関係ない。それより、皇子と遺跡の話をするのはいいが、ヨーヌルに行くというのは駄だ目めだぞ。皇子はヨーヌルの遺跡で地震にあわれて、命からがら逃にげてきたんだ。あの町ではいまだに小さな地震が続いていて、住民達にも避ひ難なん勧かん告こくが出ている。あそこに行こうなんて自殺行こう為いだ」

　そんな話は初耳だ。確かに危険な場所にギナンを行かせる訳にはいかない。ジャリスが仕方なく頷うなずいた時、扉が開いて顔を綻ほころばせたギナンが姿を見せた。

「待たせたね。ナスタシャ皇女。これを見せたかったんだ」

　ギナンは、細長い石を両手で大事そうに持っていた。

「まあ、それは何ですか？」

「ソルト・アラバーナの石像が握っていた剣けんの一部だよ。あの剣は刃は先さきが細くて、柄つかの方に行くに連れて刃が極きよく端たんに太くなっていた。どの歴史書にも載のっていない剣の形だったよ。ヨーヌルでこれを発掘していた時、突とつ然ぜん地震が起こってね。僕はその時、ソルト・アラバーナの石像の近くにいたんだ。もう少しで完全な形で発掘できたというのに、あの地震のせいで剣先しか持って帰れなかった。それに……僕の大事な友達も行方ゆくえ不明になってしまった」

　ギナンの声がわずかに震えた。瞳ひとみを潤うるませたギナンの顔をジャリスは覗のぞき込む。

「友達……ですか？」

「うん、でも人間じゃないんだ。発掘中に石の下した敷じきになった白はく蛇じやを助けてね。怪け我がが治るまで面めん倒どう見ていたんだけど、元気になった後も僕の後をついてくるようになったんだ。レティって名前をつけて可愛かわいがってた。……あ、女の人は蛇の話なんて嫌かな」

　ジャリスは首を振る。蛇どころか、ジャリスは巨きよ大だいな怪かい鳥ちようであるブブ鳥とも友達だし、は虫類も平気だ。せっかくギナンがうち解けてきてくれているのだから、もっと話を聞きたかった。

「レティは、地震の時にいなくなってしまったんですか？」

「うん。あの地震はとにかく不思議なものだった。石像を見付けた興奮で眠ねむれなくて、レティと一いつ緒しよに夜遅おそく、地下の遺い跡せきに行ったんだ。そうしたら石像の目が急に緑色に光りだして、それと同時に突然地震が起こった。レティを摑つかんだつもりだったけど、外に出た時には、はぐれてしまっていて。慌あわててみんなを起こしたんだけど、そんな地震は起こっていないと言われたよ。それで次の日レティを捜さがしにもう一度遺跡に入ったら、今度は町全体を大きな地震が襲おそったんだ。結局レティは見つからないし、危険だからと父上から発はつ掘くつの中止を言い渡わたされてしまって。その後も小さな地震が続いて、ヨーヌルには避難勧告がだされたよ。……遺跡を掘り起こしたせいで呪のろいがかかったんじゃないかって、言ってる人もいるらしい」

　ギナンの顔が悔くやしそうに歪ゆがむ。大切な友達と、ずっと信じてきた仮説を裏付ける遺跡。二つを同時になくしてしまったギナンの気持ちが、痛いほどジャリスに伝わった。

「もしかして僕は、本当にソルト・アラバーナの呪いに触ふれてしまったのかもしれない。そのせいでレティが……」

「そんな事ありません。地震は天災ですもの。誰だれのせいでもありませんわ」

　ジャリスはそっとギナンの肩かたに手を置いた。可愛がっていた蛇の為に涙なみだを浮かべるギナンは、きっと優しくて純じゆん粋すいな人なのだろう。肩を震わすギナンにジャリスは少しだけ微笑ほほえんだ。

「皇子、顔を上げて。レティはきっと生きていますよ。また必ず会えます」

　根こん拠きよはない。だが人間は、時として根拠のないものに救われる事もある。ギナンがふっと顔を上げた。

「そう……かな」

「ええ、だから泣いてはいけません。泣けばレティは死んだと認めることになります。生きていると信じているんでしょう？」

　ギナンがはっとしたように涙を拭ぬぐった。そして慌てて頷く。

「あ、ああ、その通りだな。きっとレティは生きている。絶対に助けに……」

「皇子、国王命令をお忘れなく」

　ニザーイの冷たい声に、ギナンが唇くちびるを嚙かむ。ジャリスは思わず背後のニザーイを睨みつけた。

「そんな言い方ないでしょうっ。皇子は遺跡発掘だけの為じゃなくて、レティを助けに行きたいって言ってるのよ。現実には確かに難しいかもしれないけど、何か方法が……」

「たかが蛇一匹ぴきの為に、いつ地震が起こるかも判わからない町に兵を向かわせろとでも？　それで兵に何かあったら、責任は誰がとるのです？」

　ジャリスは言葉に詰つまる。いつもなら自分が行くと言う所だが、今の状じよう況きようでは無理だった。

「でも……」

「いいんだ、ナスタシャ皇女。僕だって判っている。……ニザーイ、ヨーヌルに行ったりしないよ。そのぐらいの分別は僕にだってある」

　ギナンがはっきり言うと、ニザーイが満足そうに微笑んだ。

「それでこそ、ウルネティス国の皇子です。……さあ、そろそろ日が暮れ始めます。お部屋にお戻りになった方がよろしいかと」

　頷いたギナンの顔には、諦あきらめの色が濃こかった。権力があるからといって、好きな事が何でもできるわけではない。きっとギナンはこれから先も諦めなければならない事がたくさん出てくるだろう。そう思うと、ジャリスは悲しくなる。

「……皇子、その剣先、見せて頂けませんか？」

　隣の部屋に剣先を戻そうとしていたギナンを呼び止めたのは、コダートだ。

「実は、私も遺跡や発掘品には興味があるんです」

　微笑んだコダートに、ジャリスは驚おどろく。そんな趣味があるなんて聞いたことがなかった。

「ああ、いいよ。ただし慎しん重ちように扱あつかってくれ。壊こわれやすいから」

　近寄ったコダートに、ギナンがそっと剣先を渡した。コダートの両手が軽く剣先を握にぎると、突とつ然ぜん指の隙すき間まから眩まばゆい緑色の光が溢れ出す。ジャリスは思わず息を吞のんだ。

「な、何？　どうしたの！」

　目の錯さつ覚かくなどではない。慌てて駆かけ寄ると、コダートがうっとうめき声を上げた。そしてもう一度剣先をぎゅっと握りしめると、光が急におさまった。

「な、なんだっ、今のは……！」

　一瞬の出来事に呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたギナンに、コダートは剣先を渡すとがっくりと膝ひざをついた。

「わ、判りません。すいません。気分が……」

「コダート、大だい丈じよう夫ぶっ？」

　ジャリスはうずくまるコダートに駆け寄った。顔を覗き込むと、コダートが軽く片目を瞑つぶる。芝しば居いだと気づいたジャリスは、すぐに立ち上がった。

「皇子、申し訳ありませんが、護衛隊長の気分が優すぐれないようなので失礼してよろしいですか」

　剣先とコダートを交こう互ごに見ていたギナンが慌てて頷く。ジャリスが目配せすると、眉まゆ根ねを寄せていたニザーイが、はっとしたように口を開いた。

「歩けますか？」

　ニザーイが手を貸すと、コダートがふらりと立ち上がる。

「すいません。一人で歩けるようです。……ではこれで失礼させて頂きます」

　剣先を見つめて、首を捻ひねっていたギナンに挨あい拶さつしたコダートとジャリスは、足早に外に出る。

「どういう事なの？　あの光は一体何？」

　外に出た途と端たんすっと姿勢を正して歩みを速めたコダートに、ジャリスは小声で問いかける。

「うまくいえないが、あの剣先を見た時から、妙みような感じがしていたんだ。それに皇子の話を聞いていて、ある事に気づいた」

　辺りに誰もいない事を確かく認にんしたコダートが、建物の陰かげで立ち止まった。

「何よ、ある事って……」

「言ってただろ、地震が起こった時、石像の目が緑色に光ったって。前にタバラン国で指輪の位置を示す地図を見た時、ウルネティス国の辺りで光っていたのは……」

　ジャリスは、まさか……と小声で呟いてコダートを見あげる。

「そう、緑色の光だっただろう？　おそらく四つの指輪の内の一つ、翡ひ翠すいの指輪だ。それに魔王マリードオシリスは大地を操あやつるという。ヨーヌルの地震が偶ぐう然ぜんだとは思えない。それともう一つ、ギナン皇子が緑色の光を遺跡で目もく撃げきしたのは、二ふた月つきほど前だと言っていただろう。ちょうど俺達がサウルナ国でオシリスと対決した頃ころだ。あの時リンドの魔ま法ほうで逃げる最中に、オシリスから奪うばった二つの指輪をなくしてしまった。もしかしてそれが何かの事情で遺跡に落ちたのかもしれない。そう思ったから、あの剣先を手にとってみたんだ。あれには魔ま力りよくの残り香ががあった。俺が握りしめたら、光り始めたのが証しよう拠こだ」

「じゃあ、ヨーヌルの遺跡に、翡翠の指輪が？」

　勢い込んで尋たずねると、コダートが大きく頷いた。

「可能性は高いな。ジャリス、一度みんなと作戦会議を開こう。もしヨーヌルに指輪があるのなら、このままにしてはおけない」

　コダートの力強い声に頷うなずくと、ジャリスは足早に部屋へと戻もどった。
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「すいません、遅くなりまして……」

　詫わびながら静かにジャリスの部屋の扉とびらを開けたのはシャルマだった。

「いいのよ、忙いそがしいのに呼びだしてごめんなさい」

　ジャリスは、シャルマの声にいつものキレがないと感じた。だがそれもそのはずだ。シャルマはジャリスのウルネティス国での予定や警備の管理を任されている。その上港に残っているケレン国の兵士達とも連れん絡らくを取り合い、何かあったらいつでも動かせるようにしていた。

　目が回るような忙しさだろうに、用事があるというとすぐに駆けつけてくれる。シャルマは何も言わないが、無理をしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。これ以上負担を増やしたくなかったが、先さき程ほどの出来事を黙だまっている訳にはいかない。手短に説明すると、シャルマが片かた眼鏡めがねを押し上げた。

「……では、翡翠の指輪がヨーヌルという町にあるというのですか？」

「ええ、可能性は高いわ。今でもヨーヌルでは小さな地震が起こっていて、避ひ難なん勧かん告こくが出ているそうよ。でもこんなに長く余よ震しんが続くなんておかしいわ。もしかしたら、指輪の魔力が関係しているのかも……」

　部屋にはコダートとリンド、そしてリクがいる。寝しん台だいではぐったりしているアブウに、ルーレルが抱だきついて横になっていた。どうやら二人とも眠ねむっているようだ。

　ジャリスは、ウルネティス国の地図を机に広げた。コダートが聞き込んできた情報によると、ヨーヌルは元々、百人ほどの住人が小さなオアシスを頼たよりに細々と生活していた町らしい。だが、百数十年前に起こった地震の影えい響きようで大量の地下水が吹ふき出し湖ができて、水を求めていた遊牧民達が数多く住みついた。カトゥーナ国との国境沿いにあるせいか商人達が立ち寄る事も多く、今では数万人の住人がいるそうだ。

「以前タバラン国で指輪の地図を見た時、ウルネティス国の北に光が見えたわ。それだったら、ヨーヌルの町とも位置的には合う。行って確かめる必要があると思うの」

「ですが、あなたは明後日まではここにいなければなりません」

　シャルマの意見は、先程からジャリスの頭を悩なやませている問題だった。

「そうなのよね。でもこうしている間にも、ラシッド達が先に指輪を見付けてしまうかもしれないわ。急いだ方がいいと思うんだけど……」

　考えこんでいると、寝台で眠りこけていたアブウが、がばっと飛び起きる。

「ああっ、ご主人様っ！」

　アブウが目を瞬またたかせながら飛び上がろうとするが、ルーレルにしっかりと摑つかまれているせいで身動きができない。アブウがじたばたしているとルーレルが目をこすりながら起きあがった。

「どうしたんですの？　アブウ～、まだ眠いですわ」

「それどころじゃないですよぅ。連絡が入ってますー。多分、ターラ船長ですよぅ。ルーレルゥ、しっかり目を覚ましてくださいぃぃぃ」

　ジャリスは慌あわてて寝台に駆け寄った。用意してあった水みず桶おけをアブウの前に置く。

〝……おっ、今度は早いじゃねぇか〟

　現れたターラに、ジャリスはほっと息をつく。しばらく連絡がなかったから心配していた。

「何してたのよ、ターラ。ちゃんと連絡してちょうだい」

〝仕方ねぇだろ、水がなかったんだよ。まったく、満足に食い物も持ってきやがらねぇんだ。あの陰いん険けん眼鏡野や郎ろうっ。冷たさではお前のとこの副船長といい勝負だ！〟

　吐はき捨てるようにターラが叫さけぶ。どうやら犯人は眼鏡をかけているようだ。だが今重要なのは、ターラの居所を探さぐる事だ。犯人捜さがしはそれからだった。

「ちょっと待ってて、今ルーレルがここにいるから、あなたの居場所を突つき止めてもらうわ」

〝ルーレル？　マジで。うわー、久しぶりだなぁ。五十年ぶりくらい？〟

　ルーレルが空中でくるりと一回転する。煙けむりが上がって現れたのは、筋肉隆々の美女だった。

「ついこの間会っただろ！　ヤナキムのハーレムに忍しのび込んできたじゃないか。それよりあんた、アブウは自分の下僕しもべだから、腕うで輪わを修理すれば結けつ婚こんさせてやるって話はどうなったんだいっ。アブウのご主人様はこの女だっていうじゃないかっ」

　声は低く、口調も荒あらい。筋肉がぴくぴくと動いている様に、ジャリスは頰ほおを引きつらせる。

〝ああ、その話ね。まあそれはおいおい……。それよりお前相変わらずいい女だね。その美しい筋肉っ、まさに芸術！〟

「何がおいおいだよ。そうやってまた誤ご魔ま化かすつもりだね。あんたの口車に乗って、あたしがどれだけひどい目にあってると思ってるのさ。どんなに筋肉誉ほめられても、あんただけは許さないよ。ふざけるのは顔だけにしな！」

〝顔はふざけてねぇだろ。よく見ろ、この俺様の色男顔を！〟

　水鏡がターラの顔で一いつ杯ぱいになる。ジャリスは思わずうんざりした。

「もうっ、二人とも落ち着いて。ルーレル、文句はターラを助けてから、直接本人に言うといいわ。お願いだから居場所を捜して」

　ルーレルが、憮ぶ然ぜんとしたまま水鏡に向かって片手を突きつけた。ゆらりと水面が揺ゆらぐ。

「しょうがないね、まったく……。ちょっと時間がかかるよ。その間、ターラからの通信が途と絶だえないようにして」

　ルーレルが目を瞑ると、水鏡の中のターラがふうっと息をつく。

〝まったく、ひどい目に遭あったぜ……。ああ、そうだ。お前達、ナスタシャ皇女の代わりに見合いに来たんだろ。どうだ、うまくやってるか？〟

「ええ、あなたがケレン国の国王に、わたしと皇女が似てるって言ってくれたおかげでね」

〝そう言うなよ。あんまり困ってたからさ。ちょっと教えてやっただけだって。身内だから面めん倒どうに巻き込んでもいいって、お前が言ったんだろ〟

　言ったのは、アラバーナ大陸の平和の為ためなら、みんなで協力しましょう、だ。どうすれば、そう都合のいいように物事をねじ曲げられるのだろう。

「お前は相変わらず、強ごう引いんで自分勝手で我が儘ままだな。サイテー」

　呆あきれた口調で呟つぶやいたのは、ジャリスの背後にいたリンドだ。ターラがかっと目を剝むいた。

〝なんだとーっ、っていうか、今の声聞き覚えがあるぞ！　リンドだろ〟

　リンドが面倒くさそうに、水鏡を覗き込んだ。そしてにんまりと笑う。

「ざまぁないな、ターラ。捕つかまるなんてなさけねぇ。そこに一生いろよって言いたいけど、ジャリスが助けるって言ってきかねぇんだよな。こんな我が儘じいさんじゃジャリスが可哀かわい想そうだ」

〝お前、俺によくそんな口がきけるなっ。大体、まじでジャリス達の味方をする気なんだろうな。何か企たくらんでたら、ぶっ殺すぞ〟

　ターラは長い長い間、シャイ悪ターン魔達の陰いん謀ぼうをくい止める為、密ひそかに彼らと戦い続けてきた。シャイターンであるリンドとの間にも、きっとジャリスが知らない因いん縁ねんがあるのだろう。

「はっ、何にも企んでねぇよ。ジャリス達とは目的が一いつ致ちしてるんだ。もう騙だましたり裏切ったりはしない。それに俺は……お前みたいに自分の尻しりをふけねぇ男じゃねぇんだよ」

　水鏡越ごしでよく見えないが、ターラの顔色が一いつ瞬しゆん変わった気がした。

「ちょ、ちょっと待ってよ、リンド。ターラは確かにいい加減だけど言った事は必ずやる人よ」

「そうかな？　でもお前はターラの何を知っている？　こいつの話を何もかも真に受けない方がいいぞ。……きっとお前が、傷つく事になる」

　目を伏ふせたリンドの呟きに、ジャリスは眉まゆ根ねを寄せた。

（どういう意味？　確かにターラのせいでいつも面倒に巻き込まれているけど……でもふざけてるように見えるけど、ターラのしている事は、いつでもアラバーナ大陸の為になる事なのよ……ああ、どうやったらうまく伝わるかなぁ）

〝余計なこと言うんじゃねぇよ、リンド〟

　水鏡から聞こえるターラの声が、ぞっとする程冷たかった。睨にらみ合っていた二人だが、先に視線をそらしたのはリンドだ。

「……まあいいさ。俺はジャリスの味方をするが、お前の味方になった訳じゃない。お前は好きにしろよ。でもこっちに迷めい惑わくはかけるな。お前の後始末まで俺は引きうけねぇぞ」

「待って、リンド。誰だれよりもアラバーナ大陸の平和を願っているのはターラなのよ。わたしはよく知ってるわ。二人の間に何があったのかは判わからないけど、協力しあって欲しいの、お願い」

　ジャリスがそっと肩かたに手を置くと、リンドが何事か口を開こうとした。だが必死に頼たのむジャリスの表情を見て口を閉じると渋しぶ々しぶ頷うなずいた。

「わかったぁ！　わかったよ、ターラの居場所がっ」

　その場にいた全員が、両手を上げて満面の笑えみで叫んだルーレルを見つめて、声を揃そろえた。

「「「どこ？」」」

「この王宮の地下だよっ」

　ルーレルの答えは、予想すらしていなかったものだった。




「まったく、こんな所に君を連れてくるのは反対だぞ。何かあったらどうする」

　王宮の地下へと下りる階段を歩きながらぶつぶつ言うクアイに、ジャリスは両手を合わせた。

「ごめんなさい。でも、頼りになるのはあなただけだったの」

　シャルマに教えられた言葉を口にすると、クアイの頰が一気に緩ゆるんだ。

「ま、まあそうだろう。地下牢ろうなどという場所に、そう簡単に入れるはずがないからな」

　先頭を行くクアイが胸を張る。後に続いていたジャリスはコダートと目を見合わせた。

　ルーレルから、王宮の地下にターラがいると聞いたジャリス達は早さつ速そく行動を開始した。シャルマが侍じ従じゆう頭がしらのバルカンからそれとなく聞き出した所、地下には牢ろう獄ごくがあるらしいと判った。王宮に忍び込んだ罪人を軍に引き渡わたす間入れておく地下牢で、滅めつ多たに使われる事はないという。

　そこでジャリスはクアイに事情を話した。クアイはすぐに国王に謁えつ見けんし、タバラン国で手配中の罪人が、この王宮に捕とらえられているかもしれないと話してくれた。もしそうなら、タバラン国に連行して取り調べたいというクアイに、国王は地下牢へ行く許可を与あたえてくれた。

　夜が更ふけるのを待って、ジャリスとコダートは身軽な衣装に着き替がえ、クアイの侍従としてついてきたのだ。

「もしターラが地下牢にいるなら、タバラン国の罪人だといって引き渡してもらえるのよね？」

　ジャリスが聞くと、クアイが自信満々に答える。

「ああ、国王から許可をとってある。政治犯で亡命した男を捜していると言っておいたから、まず間ま違ちがいなく引き渡してくれるだろう。……しかし、本当に地下牢にターラがいるのか？」

「間違いないよ。あたしの魔ま力りよくを疑うのかい？」

　クアイが持っていた火のついたランプから、ルーレルの声が聞こえる。姿を見せない代わりに、ぼうっと大きな炎ほのおが上がって、辺りを照らしてくれた。

　階段を下りきった所に、見張りの男が二人立っていた。ジャリスは顔を隠かくすように、クアイとコダートの背後に下がる。石壁に手をつくと、ひんやりと冷たかった。じめじめしているのは、壁に結けつ露ろした水すい滴てきのせいだろう。

「タバラン国皇子、クアイだ。国王から地下牢に入る許可は受けている」

　クアイが手にした国王直々の許可証をみせると、兵士達が深々と頭を下げて、地下牢へと続く扉とびらの鍵かぎを開けた。クアイ達に続いてジャリスも足を踏ふみ入れる。どこまで続いているか判らない廊ろう下かには、所々にランプがかけられているが、全体的に薄うす暗ぐらくて寒々しかった。

「君達はここで待っててくれ」

　コダートに声をかけられた兵士達が、顔を見あわせ困こん惑わくしたような表情を浮うかべた。

「し、しかし……」

「クアイ皇子が捜しておられるのは、タバラン国の政治犯だ。もしここにいるなら国に連れ帰る前に、二、三聞かなければならない事がある。他国の人間に聞かれてはまずいような事をだ」

　視線を鋭するどくして威い圧あつ的に話すコダートに、兵士達がびくっと震ふるえた。

「どうしてもタバラン国の機密事じ項こうを聞きたいというなら、止めはしない。だが、知ったが最後、お前達の命の保証はできないぞ」

　ほくそ笑むコダートに、兵士達がぶんぶんと首を振ふった。

「ど、どうぞ、ごゆっくりっ」

　扉を閉めた兵士達に、コダートが苦く笑しようした。クアイが感心したように声を上げる。

「相変わらず口がうまいな、コダート。商人に戻もどった方が、その特技をいかせるんじゃないのか？　ほら、あのフルジアヌス島の女領主……確かリリオスとか言ったな。あの女と一いつ緒しよに商売したらいいじゃないか。あの女は絶対お前に惚ほれてるぞ」

　前を歩くクアイの言葉に、ジャリスは思わず足を止めた。フルジアヌス島とは、先日コダート達が航行費用を稼かせぐため、商品化しようとした薬の材料を取りに行った島だ。ジャリスはその時具合が悪くて寝込んでしまい、島には行けなかった。首しゆ尾び良く薬の材料を手に入れたと聞いていたが、リリオスという名の〝女〟領主の話はまったく聞いていない。

「やめろよ、あいつはそんなんじゃない」

「そうか？　だがお前達妙みように仲が良かったじゃないか。信しん頼らいしあってますって雰ふん囲い気きがプンプンしてたぞ。それにリリオスはいい女だ。お前より少し年上かもしれないが、落ち着いているし美人だし、仕事もできるんだろう？　島の領主として、島民からの信頼も厚いようだった」

「そりゃ確かにリリオスはいい女だし、俺が心を許せる数少ない一人だけど……」

　コダートが他人の事をそんな風に言うのは初めて聞いた。なぜだか頭が真っ白になって、どくどくどくと心臓の音が聞こえる。だがこれは時折コダートと一緒にいる時に覚える心臓の動きと違ちがっていた。まるで黒いもやのようなものが、ジャリスの心に広がる。

（そんな話聞いてないんですけどっ。っていうか、コダート何そんなに頰ほおを染めてる訳？）

　先を歩くコダートの横顔がうっすら赤くなっているのが、薄暗い中でも判った。

「だがお前とリリオスはお似合いだと俺は思ったぞ。お前だってリリオスの事を気に入ってるんだろう？　あれだけ〝いい女〟なんだしな」

　はっはっはっと笑うクアイの声が、妙に耳につく。ジャリスは訳の判らない衝しよう動どうに駆かられて、歩みを速めた。

（へ、変よ。何でこんなに腹が立つの？　そ、それに、コダートだって女の人の知り合いくらいいるわよ。それなのに何なのよーっ。わたし！）

　ぐるぐると色んな事が頭を駆けめぐる。初めて感じる気持ちに手て一いつ杯ぱいになっていたジャリスは、コダート達を追い抜ぬいた瞬しゆん間かん、クアイがそっとほくそ笑んだ事に気づかなかった。

「急ぎましょっ。そんなに吞のん気きに話している暇ひまなんてないわ」

　刺とげ々とげしい口調になってしまい、すぐにはっとした。振り返るとコダートが目を丸くしている。

「……ジャリス。何怒おこってるんだよ。どうかしたのか？」

「べ、別に、ただ早くターラを見つけ出したいだけっ」

　ずんずん進むと、コダート達が慌あわてて追いかけてくる。どうしてか心のもやもやが晴れない。

（リリオスって一体何者なのよっ。それにいい女って……心を許せるなんて、そんな人がいるなんて知らなかった。べべべ別に、知らなかったからってどうって事ないけどっ。ああ、どうしてこんなに気になるのよーっ）

　心の叫さけびが収まらない。ジャリスは百面相しながら、どんどんと地下牢を突つき進んだ。

「お、おいおいおい、ジャリス。行き過ぎだよっ。どこに行くんだ！」

　聞き覚えのある声にジャリスは歩みを止めた。振り返ると、牢から突き出された手がひらひらと振られている。柵さく越ごしにあぐらをかいていたのは、つば広の帽ぼう子しを被かぶったターラだ。

「おっそーい。もっと早く来てくれよ。すんげぇ腹減ったぜ」

「何吞気な事言ってるのよ、ターラ。ここって王宮の地下牢なのよ。何やって捕つかまったの！」

　ジャリスは、訳の判らない心のもやもやはとりあえず横において、腰こしに手を当ててターラに問いかける。ターラが目を丸くした。

「王宮？　マジで？　俺捕まる覚えなんかないぜ。それに俺を襲おそった男達は、どうみたって兵士とか役人じゃなかったぞ。ありゃ多分、金で雇やとわれた奴やつらだろうな。動きもばらばらだったし、あんまり腕うでっ節ぷしも強くなかったし……。よう、お前達も来たのか？　ご苦労ご苦労」

　やっと追いついたコダート達に、ターラが笑って手を振った。

「だったら何で捕まったのよ」

「多勢に無勢だったし、一人手て強ごわいのがいたんだ。若くて陰いん険けんな眼鏡めがね野や郎ろうだ。あいつむかつくったらねぇよ！」

「それは失礼したな。だが賞金首に言われる筋合いはない」

　地下牢の入り口の方から突とつ然ぜん聞こえた声に、ジャリスは驚おどろいて振り向く。そこに立っていたのは、冷たい表情で眼鏡を押し上げたニザーイだった。




「それは俺が捕まえた賞金首だ。横取りしようなんていい度胸だな」

　ニザーイが鋭い視線を向けた。目を瞬またたかせたジャリスは、牢の中のターラを見つめる。

「えっ、じゃあ、ターラを捕まえたのって、ニザーイ？」

　ターラがうんうんと何度も頷うなずいて、牢の隙すき間まからニザーイを指さした。

「そう、こいつだよーっ、すんげえむかつく奴だ！　ここに連れてきてから満足にメシも食わせてくれねぇし、ほったらかしなんだよっ。俺寂さびしくてさー」

　ニザーイは、泣き言を言うターラを無視して、ジャリスの許もとに近付いた。

「お前も知っていると思うが、こいつは海かい賊ぞく同盟で最高額の一億ディナルの賞金首。通つう称しようターラ。このワジャで俺が捕まえたんだ。海賊同盟に引き渡わたしたいが、見合いが終わるまでは時間がとれなくてな。親衛隊長の権限で地下牢ろうに入れたんだ」

　そういえば、とジャリスは思い出す。長い間行方ゆくえ不明だったターラは、マラファムによって賞金首として手配されていた。生け捕どりにする事を条件で。

「ね、ねぇ、ターラの賞金首の手配って、もしかしてまだ取り消されてないの？」

　こっそりと囁ささやきかけると、ターラが首を捻ひねった。

「さあな。そういえば、俺って賞金首になってたな、忘れてたよ」

「相変わらずだな。そんな事だから、飼い犬に手を嚙かまれるんだ」

　クアイがため息をついた。ジャリスもうっかり頷きかけてしまう。海賊同盟を創つくり上げたのは、ターラ自身だ。彼は同盟の前盟主でもある。なのに見習いに捕まるなんて、呆あきれるを通り越こして、間が抜けているとしか言いようがない。

「ニ、ニザーイ。実はこの人、もう賞金首じゃないの……多分」

　自信を持って言えないのは、手配が取り消されたという話も聞かないからだ。

「何を言っている。そんなに俺からその賞金首を横取りしたいのか？」

「ち、違ちがうの、信じてもらえないかもしれないけど……この人、実はシンリクット船長なの！」

　思い切って告げると、ニザーイが視線をすっと鋭くした。馬ば鹿かにするようにため息をつかれて、ジャリスは自分の言葉がまったく信じてもらえていないと気づく。

「噓うそならもう少しましな事を言え」

「ほ、本当なのよ。彼は若く見えるけど、魔物ジンに呪のろいをかけられて不老不死に……」

　ニザーイはジャリスの話を最後まで聞かなかった。ふいに顔を背そむけて、声を荒あららげる。

「くだらない！　そいつがシンリクット船長のはずがない。シンリクット船長はアラバーナ大陸の英えい雄ゆう、海賊同盟の初代盟主……そして、俺の父親だ！」

　ジャリスは一いつ瞬しゆん言葉を失った。今、ニザーイは何と言ったのだろう。

「ちょっ、ちょっと待てっ、今シンリクット船長が父親だって言ったのか？」

　目を丸くしたコダートに聞かれ、ニザーイが慌てて口元に手を当てる。だがやがて、息を一つつくと、ゆっくりと頷いた。

「……ああ、これは誰だれも知らない。俺と死んだ母以外はな。俺はシンリクット船長と血の繫つながった、正しよう真しん正しよう銘めいの息子むすこだ。父に会った事はないが尊敬している。海賊同盟を創り上げた父に負けぬよう立派な海賊になる。それが夢だ。なのにお前達は、こんなふざけた男をシンリクット船長と呼ぶ。賞金欲しさに噓をつくなど、海賊の見習いとして恥はずかしいと思わないのか！」

　叱しつ咤たする声も、ジャリスの耳には入っていなかった。海賊同盟にはシンリクット船長の息子が、マラファムやナッシルを含ふくめて数人いる。だが、その誰一人として血のつながりはなかった。ターラが結けつ婚こんしていたなんて話は聞いた事がない。

「ほ、本当に、本当なの？」

　念の為ためもう一度聞き直してみる。どうしても信じられなかった。

「くどいな、証しよう拠こもある。これは父からもらった物だ」

　ニザーイが懐ふところから取り出したのは、小さな羅ら針しん盤ばんだった。背後でターラがあっと声を上げる。

「ど、どうしたの？　ターラ。まさか、覚えがあるんじゃ……」

　頰を引きつらせたターラが、牢の柵さくを握にぎりしめたまま、薄うすら笑いを浮うかべた。

「覚えはない……事もないかも？」

　へへっと頭を搔かいたターラに、ジャリスは思わず声を上げた。

「それってどっちなのよーっ」

　二人を見ていたニザーイが、呆れたように肩かたを竦すくめる。

「お前達、くだらない芝しば居いはもういい。とにかくそいつを牢から出すことはできない。もし俺の許可なくそいつがいなくなったら、お前達を同盟に訴うつたえるからな」

　冷たく言い放つと、ニザーイがきびすを返した。それ以上何も言えず、ジャリスは彼を見送る。姿が見えなくなってから、ジャリスは腰に手を当ててターラに向き直った。

「どういうことなのよっ。あの羅針盤は何？」

　問いつめると、ターラがびくっと首を竦めた。そして背後の壁かべまで慌てて下がる。

「い、いや、見覚えはあるんだ。ちょっと待ってくれよ。今思い出すから……」

　両手で頭を抱かかえたターラに、ジャリスは頰ほおを引きつらせた。そしてとりあえず落ち着こうと、大きく息を吐はく。

「……判わかったわ、ゆっくり思いだしてちょうだい。この地下牢でね」

　ジャリスはそのままきびすを返した。

「ええっ、そんな、ジャリスちゃんっ、助けて！」

「父さんに連れん絡らくして、賞金首の手配を取り消してもらうわ。それまではここにいてちょうだい。訴えられるのはごめんだもの」

「身から出た錆さびだな。ターラ」

　クアイがふんっと鼻を鳴らす。ターラは気の毒そうにしているコダートに、涙なみだで潤うるんだ瞳ひとみを向けた。

「コダート、助けてくれっ」

「……悪いが、しばらくここにいてくれ。賞金首の手配が取り消されれば、ニザーイだって諦あきらめるさ。何かあったらアブウの水鏡で連絡をとればいいし」

　頼たのみの綱つなだったコダートに断られ、ターラはがっくりと床ゆかに突っ伏ぷしていた。
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　朝あさ靄もやに包まれた王宮は、まだ眠ねむりについている者が多いのかひっそりとしていた。昼と夜の気温差が激しい為、窓を開けると肌はだ寒ざむささえ感じる。王宮の三階にある自室から外の様子を窺うかがっていたジャリスは、静かに窓を閉めると部屋の中央に目を向けた。

　そこに立っていたのはシャルマとリクだ。コダートとクアイは扉とびらの近くで壁にもたれていた。

「コダート、これが明日までのジャリスの予定表です。王宮側との調整はついていますので、これで問題はないはずです。私達はヨーヌルに向かいますので、後の事は頼みましたよ」

　旅たび支じ度たくをしたシャルマから数枚の書類を受け取り、コダートが頷いた。

「ああ、任せてくれ」

「なんで俺がヨーヌルにいかなければならないんだっ。しかもシャルマと！」

　叫さけんだのはクアイだ。顔にはありありと不満の色が見える。シャルマが珍めずらしく、クアイににっこり笑いかけた。

「コダートはジャリスの護衛隊長です。側そばを離はなれる訳にはいきません。そして何かあった時の為に、魔ま法ほうが使えるリンドは残った方がいい。一方、私は総指揮官ではありますが、すでに明日までのジャリスの予定を完かん璧ぺきに組み終え、王宮側との調整も終しゆう了りようしています。後はコダートが引き継ついでも問題はありません。いざという時、すぐ行動できるよう早くから準備しておいて正解でした。そしてあなたはタバラン国の皇子。その肩かた書がき……あ、いや、武では負け知らずで有名なタバラン国の皇子に一いつ緒しよに来て頂ければ、私達も心強いです。私とリクだけでは、どうも心もとなくて」

　クアイが一いつ瞬しゆん頰ほおを緩ゆるませかけた。だが、すぐにはっとしたようにシャルマを睨にらむ。

「そう何度も騙だまされないぞ、シャルマ！　おだてれば俺がいつでも言う事を聞くと思うなよ！」

　クアイはどうやら一つ成長したようだ。反論されたシャルマが悲しげにすっと目を伏ふせる。

「おだてるなんて、とんでもありません。ジャリスの為によかれと私が思う、最善の策です。あなたの協力がえられれば、こんなに心強い事はなかったんですが……。嫌いやなら仕方ありませんね。ジャリスの為に最も危険な場所で活かつ躍やくする重要な役ですし、クアイ皇子はきっと、自ら志願してくださると思っていましたが……ねぇ、ジャリス」

　話を振ふられて、ジャリスはぎこちない笑えみを浮かべた。実は、先さき程ほどクアイが部屋に来る前に、シャルマからある事を言い含められていた。

「え、ええ、すごーく、頼たよりにしていたんです。ここから動けないわたしの代わりに、翡ひ翠すいの指輪の捜そう索さくを、クアイ皇子が指揮してくださると信じていましたから」

　両手を組んでクアイを見上げる。目を何回も瞬またたかせるようシャルマに言われていた。

（こ、こういうの苦手なんだけど……）

　心で思いつつも、精せい一いつ杯ぱいの尊敬の眼まな差ざしをクアイに向ける。クアイの顔が喜びに溢あふれて、一気にだらしなく緩んだ。

「ふっふっふっ、君がそこまで言うのなら……。よし、いいだろう。指輪を捜さがすことがジャリスの為になると言うなら、たとえ地の果てだろうと俺は行こう！　見ていてくれ、ジャリス。きっと君の為に、翡翠の指輪を捜しだしてみせるっ」

　完全にシャルマの術中にはまったクアイに、ジャリスは微笑ほほえみつつも心の中で気の毒に思う。

（クアイ皇子を連れて行くのは、タバラン国の皇子の肩書きがあった方が動きやすいからよね。それに彼を連れて行けばルーレルも一緒に行くだろうから、魔法の絨じゆう毯たんを使えるし）

　それに加えて、シャルマは自分の目の届かない所に、クアイとジャリスを置いておく気にはなれなかったのだろう。その為なら、いくらでもおだてる言葉は出てくるようだ。

「素す晴ばらしいです！　さすがはアラバーナ大陸でも文武両道と噂うわさの高いクアイ皇子。頼りにしていますよ。そうでしょう？　ジャリス」

　いつもは冷たい言葉しか浴びせないシャルマの手放しの誉ほめ言葉に、クアイの胸がぐんとそる。シャルマに目配せされたジャリスは、微笑みつつ口を開いた。

「え、ええっ、頑がん張ばってください、クアイ皇子。わたしも明日ケレン国に帰る事になっています。そのままバルク号でヨーヌルに向かいますから、すぐにまた会えますよ」

　精一杯可愛かわいい声を出す。言葉もしぐさもシャルマに言われた通りに。すると、クアイが満面の笑みを浮かべ、甘くて艶つやのある視線をジャリスに送る。

「ああ、君の為ならどんな危険な場所だろうとっ。さっさと指輪を見付けてオシリスを倒たおし……そして今度こそ、君と結婚式をあげよう！」

　頷うなずく事はできなかった。しかし悦えつに入ったクアイは、一人ふるふると喜びに震ふるえている。

「私、アブウと一緒じゃなきゃ嫌ですわ」

　むすっと声をあげたのは、ルーレルだ。抱だきしめられているアブウがひぃぃっと叫んだ。

「何を言っている、ルーレル。ご主人様の命令だぞ」

　威い圧あつ的なクアイを、ルーレルは顔を背そむけて無視した。アブウを更さらにぎゅっと抱きしめる。

「でも嫌なものは嫌ですわ。アブウと一緒じゃなきゃ、私は行きませんっ」

　使し役えきする精霊ジヤーンの頑がん固こな反はん抗こうに、クアイが頰を引きつらせた。

「わ、判ったわ。シャルマ、アブウも連れていって。こっちはわたし達だけで大だい丈じよう夫ぶだから」

「い、嫌ですぅぅぅぅぅ。アブウはご主人様のおそばにぃぃぃぃ」

　アブウの叫びは無視された。連絡を取る時には水鏡が必要だが、アブウはどちら側にいても構わない。ジャリスは気を取り直して、みんなを見回した。

「とにかく、明日わたし達が合流するまでに情報を集めておいて。絶対に無む茶ちやはしないで」

　頷いたシャルマ達が、部屋を後にする。見送ったジャリスは、そのまま寝しん台だいに座り込んだ。

「……わたしも行きたいわ」

　指輪の事も心配だが、みんなと離ればなれになると思うと心にぽっかりと穴が空いたようだ。

「明日にはまた会えるさ。それよりお前は、明日までうまく乗り切る事を考えろ」

　コダートがぽんっとジャリスの肩を叩たたいた。笑みを浮かべようとしたジャリスは、ふいに昨日のクアイとコダートの会話を思い出す。するとまた心の中がもやもやとしてきた。

（うっ……聞いてみようかしら。リリオスって人の事。でも何をどう聞こう。仲がいいの？　いや、それはそうでしょ。心を許してるんだし。フルジアヌス島で何があったの？　いや、それは判ってる。薬の材料を取りに行ったのよね。リリオスの事をどう思ってるの？　いや、そんなこと突とつ然ぜん聞かれたらびっくりするわよね。ああっ、でも気になるのよーっ）

　心の中で叫んだジャリスは、思わず頭を抱えた。

「どうしたんだよ。そんなに心配しなくてもシャルマも一緒なんだから、大丈夫さ」

　いつもは勘かんがいいくせに、どうしてこんな時だけ鈍にぶいのか。ジャリスは恨うらめしくすら感じた。

　そこへ扉を叩く音がする。返事すると、入ってきたのは憮ぶ然ぜんとしたニザーイだ。

「シャルマ達が王宮を出ていく所をみかけたぞ。お前達、一体何を企たくらんでいるんだ。後少しで無事に任務も終わるんだから、大人しくしてろよ」

　腰こしに手を当てたニザーイは不ふ機き嫌げんそうだ。ジャリスは気を取り直して、寝台から立ち上がる。

「彼らは翡翠の指輪の捜索に出たの。あ、指輪の事は知ってるのかしら？」

「ああ、お前達の補ほ佐さをしろと連絡を受けた時、支部長から大体の事情はな。魔王マリードオシリスの力が封ふうじられているという四つの指輪だろう？　だが……本当に魔王なんて存在するのか？」

「ええ、わたしはオシリスと直接会った事もある。とても恐おそろしい魔物ジンよ。彼はアラバーナ大陸を破は滅めつに導く存在。彼を止めなければ、アラバーナ大陸に未来はないわ」

　きっぱり言い切ると、ニザーイが眉まゆ根ねを寄せる。

「……そんな恐ろしい魔物と会ってよく生きていられたな。どうせ尻尾しつぽを巻いて逃にげたんだろ」

　ジャリスはさすがにかっとした。確かに逃げたのは事実だ。だがあの時そうしなければ、今いま頃ごろジャリスも仲間達もここにはいなかっただろう。

「何も知らないあなたに、そんな事言われる筋合いないわっ。わたし達は最小限の被ひ害がいでオシリスを倒したいの。その為ためには彼らより先に、指輪を見付ける事が大切なのよ。無む謀ぼうに戦ったって無む駄だ死じにするだけよっ」

　ジャリスの剣けん幕まくに、ニザーイが目を見張った。少しだけ視線をそらしたニザーイは、それでもふんっと鼻を鳴らす。

「お前達は本当に余計な事に首を突つっ込むのが好きだな。見習いなら見習いらしく、旗を集める試練だけ受けていればいいのに。本当にアラバーナ大陸の危機だというなら、ちゃんとした海かい賊ぞくに任せればいいんだ」

「……試練を受けるだけが見習いじゃないわ。試練よりも大切な事がある。わたし、父に……ううん、盟主マラファム様に言われたの。試練を受けるだけが目的になってはならないって。海賊になって何をしたいのかをはっきり言える人間でなければ、海賊は務まらない。……わたしは海賊になって、アラバーナ大陸に二度と戦いが起こらないようにしたい。わたしの目的は、この大陸に住む人々が安心して暮らせる事よ。試練を受けて資格を取る事じゃないわ。だからわたしは、指輪の捜そう索さくを第一に考えている。それが目的への一番の近道だと信じているから」

　ジャリスが真しん剣けんな瞳ひとみで見上げると、ニザーイの顔に戸と惑まどいの色が表れる。

「あなたに聞きたいわ、ニザーイ。あなたは海賊になって何をしたいの？　どんな目的を持っているの？」

　唇くちびるをわずかに震わせたニザーイが、ジャリスのまっすぐな視線から目を逸そらす。

「俺は……俺は、父のような立派な海賊に……」

「それは目的ではないでしょう？　海賊としての目的は？」

　間かん髪はつを入れず問いかけると、ニザーイが口ごもった。ぎゅっと閉じられた唇が戦慄わなないている。少し言い過ぎたかと思ったジャリスは、そっと微笑んだ。

「……協力しましょうよ、ニザーイ。指輪も大事だけど、王宮でわたしに起こった恐ろしい事件も調べたいと思ってるの。結けつ婚こんに反対する人達を今捕とらえなければ、本物のナスタシャ皇女が嫁とついできた時に大変な事になってしまう。あなた一人でできる事は限られてるでしょう？」

　声に少しだけ優やさしい響ひびきを持たせた。だが、ニザーイはすっと背を向ける。

「それは俺の仕事だ。お前みたいに恵めぐまれた人間に何が判わかる！　俺は俺のやり方でやる。邪じや魔まするな！」

　ニザーイはそのまま大おお股またで部屋を後にした。バンッと閉められた扉とびらに、ジャリスは思わず身を竦すくめる。コダートがふうっと息をついた。

「説得失敗だな。話し合いは先に感情的になった方が負けだ。ターラの息子むすこはなかなか一筋縄なわじゃいかないようだな」

　閉じられた扉が、ニザーイの心のようだとジャリスは思った。
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　リンドは与あたえられた部屋で、椅い子すに凭もたれながら机に置いた水すい晶しようを見つめていた。シャルマ達はもうヨーヌルに出発した頃ころだろう。リクと二人で使っていた部屋は、一人だと何だか寒々しく感じられた。そういえば、バルク号でもコダートとナッシルとの相部屋だ。一人っきりになったのは随ずい分ぶんと久しぶりだった。ちょっと前までなら、一人の時間を楽しいと感じる事ができた。誰だれにも邪魔されず、誰にも文句を言われない。そして誰にも迷めい惑わくをかけられないですむ。だけど、それが我が慢まんできないくらい寂さびしいと感じるようになったのは、いつからだろう。

〝……では、翡ひ翠すいの指輪はウルネティス国にあるのだな？〟

　冷たい声に、意識して無表情を装って頷いた。水晶に映っているのは、シャイ悪ターン魔であるラシッドだ。リンドはラシッド達の命令に従っているふりをしている。それはジャリス達も承知していた。当たり障さわりのない情報を流して、ラシッド達を油断させる為だ。

「そうだ、ウルネティス国のヨーヌルって町にあるらしい。でもさっきも言ったけど、お前は邪魔するなよ。翡翠の指輪をまずジャリス達に見付けさせて、もう一つ行方ゆくえ不明の緋ひ石せきの指輪をあいつらが捜さがし当ててから、二つとも俺が奪うばうんだからな」

　情報は出来る限り真実を流すようにしている。一番知られてはまずい真実は、ジャリスとリンドが手を組んでラシッド達を欺あざむいている事。これを隠かくす為には、それ以外の部分ではなるべく噓うそをつかない方がいいだろう。

〝どうしてすぐにヨーヌルに行かないんだ？〟

「ヨーヌルには、もうシャルマ達が向かってる。俺はジャリスの警護があって……」

〝警護？　おかしな事を言うな〟

　水晶から聞こえたのは別の声だった。良く知っているのに、初めてきくような声。なぜなら、リンドのよく知っている声は、こんなに冷たくてあざけるような響きを持つ事はない。

「カッサラ……！」

　水晶に現れたのは、サウルナ国海軍大たい佐さ、カッサラだ。だがその目は、ラシッドと同じく血のような赤い色をしていた。カッサラは、精神体だった魔王マリードオシリスに身体からだを乗っ取られてしまっている。水晶の先にいるのは、カッサラの姿をした別人だった。

〝なぜその名で呼ぶ？　それになんだ、その態度は〟

　リンドは慌あわてて椅子から降りて、床ゆかに跪ひざまずいた。額に冷や汗あせが滲にじむ。

「も、申し訳ありません。オシリス様」

　オシリスがにんまりと笑う。泣きそうに辛つらく感じるのは、カッサラの精せい悍かんな顔が残ざん酷こくな笑えみを浮うかべるからだ。誰からも愛されるアクラブ号の船長、そしてリンドが魔物だと知っても一いつ緒しよに帰ろうと言ってくれた優しい男は、決してこんな表情はしない。

〝ジャリスとはあの金きん髪ぱつの女だろう。あの女を守っているのか？　指輪捜しをさしおいて〟

「ジャリスは背中に指輪の地図を持っています。死なせる訳にはいきません。それに、オシリス様が生け捕どりにせよと……」

〝ああ、そういえばそうだった。あの女、色々と邪魔してくれたからな。生け捕りにしてからじっくりこの手で殺してやろうと思ったんだ〟
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　リンドはぶるっと身体を震ふるわせた。オシリスが人間を殺す様は容よう赦しやない。それを平然と見ていた昔の自分が、今では信じられない。

「明日には俺達もヨーヌルに向かいます。必ず翡翠の指輪を手に入れます」

　声が震えないようにするのに必死だった。深々と頭を下げると、沈ちん黙もくが辺りを支配した。

〝……まあいいだろう。お前に任せる。俺もまだ身体の調子がよくない。人間というのは本当にもろいな。少し魔ま力りよくを使うと、すぐにこうなってしまう〟

　はっとして顔を上げると、水晶にオシリスの右手が映っていた。大きくて無骨な右手には、金と銀の指輪がはめられているが、今はいつもの輝かがやきを失っていた。焼けただれた右手から溢あふれる血で染まっているせいだ。リンドはぐしゃりと顔を歪ゆがめた。

〝心配するな、すぐに治る。俺が自分の身体を取り戻もどしたら、この用済みの身体は無傷で返してやろう。その為には指輪と……もう一つ必要なものがある。お前も知ってるだろう？〟

　リンドはぎゅっと目を瞑つぶった。身体を蘇よみがえらせる儀ぎ式しき、それに必要なのは、四つの指輪と……。

「はい、判っています」

〝ではうまく近付け。そして俺の前に連れてこい〟

　ニィッと笑うオシリスに、リンドは頭を下げたままぐっと唇を嚙かみしめていた。
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「面おも白しろい事になりそうだな」

　バンダラヤ火山にある黄金の宮きゆう殿でんは、火口が近くにあるせいか時折大きな地じ響ひびきがする。それでもオシリスが魔ま法ほうで建てた宮殿には、少しのひびさえ入らない。

　噴ふん煙えんのせいで昼間だというのに外は薄うす暗ぐらかった。オシリスは宮殿の壁かべを見つめる。そこには人間の味方をしたシャイターンのハジが、石の像となって埋うめ込まれていた。苦く悶もんの表情を見たオシリスはにんまりと笑う。

「……ラシッド、リンドから目を離はなすな」

「リンドがどうかなさいましたか？」

　近くで跪いているラシッドは、人間の姿をしていた。肩かたまでの淡あわい茶色の髪に、丸い眼鏡めがね。小首を傾かしげる姿はまるで少女のようだ。だがシャイ悪ターン魔としての本ほん性しようを現した彼がどれだけ残酷か、オシリスはよく知っている。そこがまた気に入っている理由でもあった。

「どうも様子がおかしい。何か企たくらんでいるかもしれない。大半の魔力は封ふうじてあるから、何もできはしないだろうが、手た綱づなはしっかり握にぎっておけ」

　ラシッドがすっと頭を下げた。オシリスが火口から上がる煙けむりに目をやると、再び大地が悲鳴を上げる。ぐらぐら揺ゆれる地面を踏ふみしめながら、オシリスはふとある事を思いついた。

「そうだ、ちょうど退たい屈くつしていたんだ。少し遊んでやろう。あの金髪の女でな」

　ほくそ笑むオシリスを見上げたラシッドが、嬉うれしそうに頷うなずいた。
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　ギナンと二人でゆっくり過ごすのは、きっと今日が最後だろう。朝の柔やわらかい日差しの中、ジャリスは王宮の裏手にある花畑の庭でギナンと向かい合い、話をしていた。明日はもうウルネティス国を後にする。無事ケレン国に帰れれば、試練を達成したことになる。

「ナスタシャ皇女、それでですね。ソルト・アラバーナは……」

　数日前は、二人でこうしていても一言の会話もなかった。だが今は違ちがう。考古学の話をするギナンは頰ほおを紅潮させている。次々に出てくる話題にはジャリスも飽あきなかった。

「すごいですね。皇子の歴史の解かい釈しやくには、目を見張るものがありますわ」

　ギナンの背後に立つニザーイが、ジャリスを睨にらみつける。ニザーイや国王スルタンはギナンが考古学を学ぶのを嫌きらっているようだが、人間は平等に学び、平等に未来を夢見る権利があるとジャリスは思う。それができなくて苦しんでいるのは、奴ど隷れいでも王族でも同じだ。だったら今だけでもギナンを応おう援えんしたいと思った。国王になればもう夢を見る事すら叶かなわなくなるのだから。

　ニザーイが話し続けるギナンの耳元で何かを囁ささやいた。はっとして、ギナンが姿勢を正す。

「えっと……ナスタシャ皇女。今日の夜、もう一度宴うたげを開くそうです。それでその……」

　明日帰る事になっているナスタシャとの別れを惜おしんで、そう名目がついているが、狙ねらいは別にある。ジャリスは大きく頷いた。

「一緒に踊おどるのでしょう？　喜んで」

　二人が踊る姿をもう一度みんなの目に焼き付けておきたい、それが狙いだろう。

「よかった！　あの、それで僕、あんまり踊りが上手じゃなくて。申し訳ありませんが、練習につきあって頂けると嬉しいです。また皇女の足を踏んでしまうといけないので……」

　顔を真っ赤にしているギナンに、ジャリスは笑顔で頷いた。

「判わかりました。わたしもあまり上手ではないので、二人で練習しましょう」

「では、音楽隊を呼んで参りましょう」

　ニザーイが、さっときびすを返した。どうやら練習する事は彼らの間で決まっていたらしい。そこへ入れ替かわるように、リンドが姿を見せる。

「コダート……。今日の宴の事で話があるから、大広間に来てくれって」

　リンドが小声で囁くと、コダートがジャリスに目をやる。ジャリスは大だい丈じよう夫ぶ、という意味を込めて頷いた。

「では、少々失礼します。リンド、頼たのんだぞ」

　肩を叩たたかれたリンドが小さく頷いた。だが心なしか、リンドの表情が冴さえない気がした。

（どうかしたのかしら……）

　不ふ審しんに思ったが、ギナンの前で聞く訳にもいかない。考古学の話を再開したギナンに相づちを打っていると、彼がふいに顔を綻ほころばせたのに気づいた。

「ファランダ夫人、どうなさいました？」

　立ち上がったギナンが、ジャリスの背後に声をかけた。慌てて振ふり向くと、数人の侍じ女じよを従えたファランダが、柔らかい笑みを浮かべてこちらへ歩いて来る所だった。

「明日、ナスタシャ皇女がお帰りになると聞いたので、ご挨あい拶さつに……。ナスタシャ皇女。あまりお話もできませんでしたわね、とても残念だわ」

　ファランダの目が細められた。ジャリスは立ち上がるとゆっくりと両手を胸にあてる。

「ええ、わたしもです」

　ファランダに見つめられると、恥はずかしいような、それでいて安心するような不思議な気持ちになる。穏おだやかな気分になれて、心ここ地ちよかった。

「ねぇ、最後ですもの。少しわたくしにお時間を頂けない？　ハーレムをご案内したいの」

「あ……ファランダ夫人、申し訳ありませんが、今から踊りの練習を……」

　ニザーイが音楽隊を呼びに行った事をギナンが話すと、ファランダが片目を瞑る。

「あら、あの怖こわい親衛隊長さんがいないなら好都合だわ。邪じや魔まばかりされて、最近ゆっくりお話もできなかったでしょう？　ニザーイは少しくらい待たせればいいの」

　ふふふっといたずらっぽく笑うファランダに、ギナンが頭を搔かいた。

「えっと……音楽隊が揃そろうまでもう少し時間もかかるだろうから、その間なら」

　ジャリスも賛成だった。ファランダの母親のような優やさしい雰ふん囲い気きを、もっと味わいたい。

　コダートが心配するといけないので、ジャリスは近くにいた見張りの兵にハーレムにいると伝えてくれと頼み、ファランダに案内されて庭を出る。隣となりを歩くギナンがそっと話しかけた。

「すまないね。ファランダ夫人は僕の事を、小さな頃ころからとても可愛かわいがってくれたんだ。だから彼女の誘さそいは断れなくて」

「いいえ、わたしファランダ夫人が好きですわ。まるでお母さ……あ、いえ、母上様みたいで」

　微笑ほほえむと、ギナンが頷いた。先を歩くファランダの背中に目を向ける。

「僕もだよ。僕の母は、もう随ずい分ぶん昔に亡なくなってしまってね。父には十人の側室がいたんだけど、彼女たちにもそれぞれ息子むすこがいたんだ。正室の息子で第一皇子の僕は、彼女たちにあまりいいようには思われていなかった。子供の頃は、随分とひどい目にあったよ……」

　ギナンの呟つぶやきから、ジャリスは思わず嫌いやな事を想像してしまう。側室達が、自分の息子を王座につけたいと思っていたのは容易に想像できる。幼い頃のギナンがどんな目に遭あったのか、それを考えると寒気がした。

「でも、ファランダ夫人がいつも僕を庇かばってくれたんだ。……実は子供の頃、側室の一人に命を狙われた事がある。でもファランダ夫人が彼女の陰いん謀ぼうに気づいて、未然に防いでくれた。それ以来、父も彼女を信しん頼らいしてハーレムを任せている。血のつながりはないけど、ファランダ夫人は僕にとって母であり命の恩人なんだ」

「あら、こんなおばあちゃんを母と呼んで頂けるのですか？　それは嬉しゅうございます」

　少し離れて歩いていたというのに、小声で話していた二人の声はしっかりとファランダに聞こえていたらしい。振り返ったファランダが微笑んだ。

「そんな昔の話より、これから先の話をいたしましょう。さあ、つきました」

　ファランダが二人の見張りの前で足を止めた。頑がん丈じような鉄の扉とびらに、高い壁。壁かべ越ごしに真っ白な丸まる天てん井じようが窺うかがえた。見張りがうやうやしく扉を開ける。入ろうとしたジャリス達を見て、ファランダが困ったように口元に手を当てた。

「あ……申し訳ないんだけど、護衛の方は遠えん慮りよして頂けるかしら。ハーレムは男子禁制なの。入るのを許されているのは、王族の殿との方がただけなのよ」

　申し訳なさそうに、ファランダがリンドに目をやった。

「ですが……」

　さすがに、リンドと離れるのはまずいとジャリスは思った。しかしハーレムの掟おきてを破る訳にはいかない。困っていたジャリスに、ファランダが何か思いついたように手を合わせた。

「あ、そうだわ。こうしましょう。ハーレムの壁の向こうは庭になっているの。そこでお茶でもいかが？　壁越しに警護してもらえばいいわ。用事がある時は声を出せば聞こえるし」

（う……どうしよう。でも庭からなら、何かあっても声をあげればいいわよね）

　ジャリスはリンドに目を向けた。伝言を頼たのんだからコダートもすぐに来るだろう。

「リンド、それじゃあ、ここで待っていてくれる？」

　頷いたリンドを見て、ジャリスはファランダとギナンと一いつ緒しよに扉をくぐり、ハーレムに足を踏み入れる。奥にあるのは丸天井の建物だ。調ととのえられた庭には、清らかな水を湛たたえた小さな池。小鳥のさえずる声も聞こえてくる。庭にある椅子に促うながされて、ジャリスはほっと息をつく。高い壁かべが張り巡めぐらされているが、すぐ向こうにはリンドがいる。これなら安心だった。

　周りを見回していたジャリスは、ふとある事に気づく。以前ある事情から、ジャリスはタバラン国のハーレムに数日いた事がある。女性達が何人も集まればかしましいはずなのに、庭には声どころか女性の姿も見えなかった。

「静かですね。みなさん、お部屋にいらっしゃるんですか？」

　不思議に思って尋たずねると、ファランダがふふっと笑った。

「みんな今こ宵よいの宴に呼ばれた旅芸人を見に、王宮の大広間に行ったのよ。わたくしは陛下の側室ではないからいいのだけれど、正室以外の妻は正式な宴には参加できないの。だから旅芸人達の芸を特別にみんなに見せて欲しいと陛下にお願いしたのよ。だってハーレムの中ばかりいてはみんな退屈でしょう？　たまには娯ご楽らくも必要だわ」

　なるほど、とジャリスは納なつ得とくした。ハーレムの実権を握にぎっているというが、優しい雰囲気のファランダはきっとみんなに好かれているはずだ。

「それに、静かな方がゆっくりお話し出来るでしょう。だからあなた達をお誘いしたの。知らない国に来られて、ナスタシャ皇女もお疲つかれでしょう？　疲れをとるお茶をお淹いれするわね」

　手ずからファランダがお茶を淹れてくれる。目の前に置かれたお茶は薄うすい緑色をしていた。

「これは、東の異国から仕入れた緑茶よ」

　見た事のない取ってのない茶器。その横には花の形をした桃もも色いろの菓か子しが添そえられている。

「これもわたくしが作ったの。東の異国から材料を取り寄せてね。お茶が少し苦いから、お菓子はうんと甘いわ、どうぞ」

　勧すすめられて、ジャリスは思わず目を輝かがやかせた。知らない物ばかりだ。ファランダの手製なら、妙みような物が入っているはずがない。ジャリスは隣にいるギナンが慣れた様子で添えてある竹たけ串ぐしを使い、桃色の菓子を食べているのを見てそれに倣ならう。ベールを少しだけ持ち上げて菓子を一口食べると、もっちりとした感かん触しよくが舌に伝わった。こんな食感は初めてだ。

「あまーい、美味おいしい！」

　声をあげてからはっとした。思わず普ふ段だん通りに感想を述べてしまった。

「可愛らしい方ね、ナスタシャ皇女」

　だがファランダが気にした様子はない。ジャリスは、慌あわてて緑茶を一口飲む。苦みがあったが、お菓子と合わせると丁度いい。バルク号のみんなにも食べさせてあげたかった。

「ファランダ夫人は、お菓子作りの名人だよ。ウルネティス国の菓子はもちろん、異国の珍めずらしい菓子もお作りになるんだ」

　ギナンがあっという間にお菓子を平らげた。崩くずすのが惜しい程ほど可愛らしい菓子だが、おいしさには勝てない。ナスタシャの振りをしていなければ、おかわりを申し出る所だ。

「お二人のご結けつ婚こんはいつ頃ごろになるのですか？」

　ふいにファランダに聞かれて、ギナンが慌てる。

「え、えっと……とりあえず、一年ほど先かと思います。婚約もまだですし」

「そうですの。では……それまでには何とかしなければなりませんね」

　呟いたファランダがにっこりと微笑む。どういう意味かと問いかけようとしたジャリスは、ふいに身体からだの力が抜ぬけてがくんと机に突つっ伏ぷした。声を上げようとしたが、舌がしびれて動かない。頰ほおがあたっている机に、大きな振しん動どうが走る。唯ゆい一いつ自由になる目を向けると、ギナンがジャリスと同じように、机に覆おおい被かぶさっていた。

「な……なに……？」

　やっとそれだけを口にする。男子禁制のはずなのに、立ち上がったファランダの背後には、数人の兵士の姿が見える。先頭に立っているのは、侍じ従じゆう頭がしらのバルカンだ。

「いい忘れていたけれど、わたくしはあなた達の結婚には反対なの。ここにいる両国の和平を反対している人達と同じように」

　ファランダは微笑んでいた。いつもとはまったく違ちがう冷たい笑えみで。

「ど、どうして……ファランダ夫人」

　弱々しく声を上げたのはギナンだ。突っ伏したまま顔だけを動かして、信じられないと言いたげに、ファランダを見つめている。

「……あなたが大好きよ、ギナン皇子。わたくし息子のようにあなたを思っていたの。でもしょうがないわ。和平を結ばせる訳にはいかないから」

　ファランダの声には、少しの戸と惑まどいもない。表情一つ変えないファランダに、ジャリスは何とか口を開いた。

「な、なぜ、こんな事を……」

　ファランダは静かな笑みを湛えているが、瞳ひとみに並々ならぬ憎にくしみが籠こもっている気がして、ジャリスの背筋が震ふるえた。

「……いい事を教えてあげるわ、ナスタシャ皇女。わたくしもケレン国の生まれなのよ。若い時は、国境沿いの小さな町に住んでいた。当時の戦いは今とは比べ物にならなかったの。民兵同士の争いで、町は焼けて父と母は死んだわ。生き残ったわたくしを含ふくめた数人が、敵国の民兵達に捕とらえられた。彼らはケレン国軍に身の代しろ金を要求したの。交こう渉しよう次し第だいでは解放してもらえるはずだったけど、祖国はわたくしたちを見捨てたわ。たかが数人に、莫ばく大だいな身の代金は払はらえないとね。そしてわたくし達は、民兵達を密ひそかに支し援えんしていたウルネティス国軍に引き渡わたされたわ。処しよ刑けいされるはずだったけど、前国王に見み初そめられてハーレムに入ったの。憎んでいる前国王に仕えるのは屈くつ辱じよくだったわ。それと同時にわたくしの胸には、助けてくれなかった祖国への恨うらみが募つのったの」

　辛つらい話をしているというのに、ファランダの表情は穏おだやかだ。まるで天気の話でもしているかのように。ギナンがわずかに身じろいだ。

「そんな……ファランダ夫人。あなたはいつでも僕の事を……」

　ファランダの目が、少しだけ細められた。

「ええ、誰だれが国王になってもわたくしは構わないの。ただ、世よ継つぎ争いで国内が揺ゆれれば、ケレン国との戦いがなおざりになってしまうでしょう？　二つの国が滅ほろびるまで戦うのがわたくしの望み。和平なんてわたくしは絶対に認めない。お互たがいぼろぼろになるまで戦えばいいわ。わたくしが過ごした数十年の屈辱の日々を、みんなあじわえばいいのよ！」

　最後の言葉に、憎しみと悲しみが満ちていた。興奮したように声を荒あららげたファランダの肩かたに、バルカンが手を置く。

「ファランダ夫人……落ち着いて」

　優やさしい声だった。ファランダの身体からふっと力が抜けたのがジャリスにも判わかった。

「ええ……。ごめんなさい。バルカン、早く二人を連れて行ってちょうだい。そうしたら、わたくしと侍じ女じよ達は薬入りのお茶を飲むわ。そして目が覚めたら、こういう。お茶を飲んだら眠ねむくなった。数人の男達がどこからともなく現れて、皇子と皇女を連れ去ったと」

　頷うなずいたバルカンが、ジャリスの腰こしに手を回し、ぐったりした身体を抱かかえ上げようとした。

「あ……っ」

　ジャリスは思わず声を上げる。あらがおうとした時に、バルカンの手が顔に触ふれてしまったのだ。同時にぽわんと煙けむりが上がった。ファランダの目が見開かれる。

「き、金きん髪ぱつ……？　どういう事なの？」

　魔ま法ほうが解けてしまったジャリスを抱えたまま、眉まゆ根ねを寄せたバルカンが、はっとした。

「ファランダ夫人。聞いた事がありますぞ。海かい賊ぞく同盟のシンリクット船長の孫であるプス船長は、母親が異国の民たみでそのせいで金髪に青い瞳なのだと。今は海賊の見習いとして各国を旅していて……そして、実はまだ少女なのだと」

　ファランダがジャリスを見み据すえて、唇くちびるを震わせた。

「海賊同盟……そう、おかしいと思ったわ。せっかく暗殺予告の手紙を送ったのに、皇女は怖こわがっているそぶりもみせなかった。ケレン国の国王は海賊同盟に助けを求めたのね……」

　ファランダが怒いかりの声を上げた。同時に、外へと通じる扉とびらが叩たたかれる音がする。

「申し訳ありません。ナスタシャ皇女の護衛隊長、コダートです！　急ぎ皇女にお話が……」

　聞こえてきたコダートの声に、ジャリスははっとする。何とか声を上げようとしたが、どうしても舌がしびれて動かなかった。

「ファランダ夫人、急がないと……」

　さっと侍女の一人が駆かけ寄ると、ファランダはバルカンに目を向けた。バルカンが、兵士の一人にギナンを運ぶよう命じる。

「……もう計画は変へん更こうできません。とにかく二人を運び出します。後は手はず通りに」

　何とか逃のがれようと身じろいだジャリスだが、抵てい抗こう空むなしくやがて意識が暗くら闇やみの中に引きずり込まれてしまった。
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　早朝に首都のワジャを出発し、昼にはヨーヌルの町に辿たどり着く。相変わらず魔法の絨じゆう毯たんは便利だと、シャルマは心の中で賛辞を送る。〝無む駄だ〟という言葉が嫌きらいなシャルマにとって、速くて確実に移動できる魔法の絨毯は賞賛に値あたいした。実はクアイからランプを奪うばってルーレルを使し役えきできないかと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたりもする。実行しないのは、ルーレルがバルク号に来れば、うるさくなるのが目にみえているからだ。〝騒さわがしい〟方が〝無駄〟という言葉より嫌いだった。そしてシャルマの最も嫌いな〝騒がしい〟を地でいく男が隣となりで怒ど鳴なり声を上げた。

「何だ！　誰もいないではないかっ。俺がわざわざこんなへんぴな町に来てやったというのに」

　憤ふん慨がいしているクアイを、シャルマは呆あきれた表情で見つめた。だがまだ今はましな方だ。絨毯で移動中、ルーレルに抱だきつかれて泣なき叫さけぶアブウに、血管が切れそうだった。シャルマの容よう赦しやない命令で、二人は本体である水差しとランプに戻もどっていた。

「地じ震しんのせいで避ひ難なん勧かん告こくがでているんです。誰もいないのはそのせいです」

　見回すと、屋根が崩れ落ちている家が目に付いた。無傷そうに見えた建物にも壁かべに大きなひびが入っている。足元の石いし畳だたみは割れて隙すき間まが出来ていて、気を付けなければ転んでしまいそうだ。道の両りよう端たんに生えていたのだろう大木が根本から倒たおれて、大通りを塞ふさいでいた。今でも余よ震しんが続いているというが、もしそれが収まっても復興するには相当時間がかかるだろう。

「お腹なかすいたよぅ」

　リクが腹を押さえて情けない声を上げると、クアイがふっと表情を緩ゆるめた。

「吞のん気きな奴やつだな。リク」

「だってお腹がすいたら戦いくさはできないんだよ。クアイ皇子」

　リクがにっこり笑う。信じられないが、リクはクアイを尊敬しているらしい。タバラン国で奴ど隷れいだったシャルマとリク達を救ったのは、ジャリスとクアイだ。そのせいか、バルク号の誰もが迷めい惑わくがっているクアイを、リクだけは受け入れていた。

「しょうがないな、では腹ごしらえをしよう」

　慕したわれて悪い気はしないのだろう。クアイが機き嫌げん良く微笑ほほえんだ。シャルマは辺りを見回す。

「では井戸を探して水を確保しましょう。それから今日は野宿しますので休む場所を……」

「野宿だとっ、この俺に外で寝ねろと言うのか！」

「仕方ないでしょう。町には誰もいないんですから」

「誰もいないのなら、勝手に入ってもかまわんだろうっ。もし後で文句を言う奴がいたら、俺がこの町ごと、買い上げてやる」

　肩を怒いからせたクアイが、近くにあった比ひ較かく的被ひ害がいの少ない建物にずんずんと入っていく。アラバーナ大陸でも最も金持ち国だと噂うわさの高いタバラン国の皇子は、相変わらず強ごう引いんだとシャルマはため息をついた。

　クアイに続いて仕方なく建物に入ると、どうやら食堂のようだった。木で出来た粗そ末まつな椅い子すと机があちこちに散らばっている。棚たなにあったはずの酒さか瓶びんや食器が床ゆかに落ちて割れていた。

「食事を終えたら、どうするんだ？」

　手早く食事の用意を始めたシャルマに、倒れていた椅子を戻して座ったクアイが聞いた。

「まず、ギナン皇子が見付けた遺い跡せきに行ってみましょう。そこに何か手がかりが……」

「誰だっ、お前達！」

　聞こえた怒ど声せいに、シャルマはすかさず腰の剣けんに手をやった。クアイも立ち上がり、店の奥にある階段を見つめる。

「何してやがるっ、ここは、俺の店だぞ！」

　二階から現れたのは中年の男だ。剣を持った男は、シャルマ達を睨にらみつけた。

「さては、火か事じ場ば泥どろ棒ぼうだなっ、みんな避難した後に、家に忍しのび込んで盗ぬすみを働く気だろう」

「何だとっ、貴様！　俺はタバラン国の……ぐっ」

　シャルマは慌あわててクアイの口を塞いだ。話をややこしくする気はもうとうない。

「勝手に入って申し訳ありません、私達は、ウルネティス国の王宮から来た者です。ギナン皇子の命令で、遺跡の再調査に来ました」

　シャルマは、用意していたウルネティス国の紋もん章しようがついた手紙を男に見せた。

「皇子の……本当か？」

　訝いぶかしみながら近付く男に、シャルマは手紙を渡した。

「ええ、そこに皇子から遺跡の調査を頼たのむと書いてあるでしょう」

　もちろん手紙は偽にせ物ものだ。総指揮官として王宮にいた時に手に入れた紋章入りの便せんに、シャルマがギナンの名を借りて書いたのだ。もしもの時の事を考えて用意していたのが役に立った。偽物の書状は、ギナンの筆ひつ跡せきを真似まねてある。専門家でも本物と区別がつかない程ほどに。シャルマの隠かくれた特技の一つだ。

「ああ……確かに皇子の字だ。遺跡の発はつ掘くつをされていた時、皇子には何度も店を利用してもらった。あんな事さえなければ……」

　肩の力を抜ぬいた男が剣を下ろした。シャルマは自然な動作で手紙を取り戻す。

「あなたはどうしてここに？　避難勧告が出ているはずでしょう」

「俺は……必要な物を取りに戻っただけだ。すぐに出ていく。あんたたち、悪いことは言わない。遺跡には近付かない方がいいぜ。あそこには化け物がいるんだ」

「化け物……？　どういう事です」

「みんなが町を出ていったのは、地震のせいだけじゃねぇ。恐おそろしい化け物が出るからさ。役人達は全然信じてくれねぇが、化け物の声を何人も聞いている。その声が聞こえると、決まって地震が起きるんだ。……この町は、呪のろわれている」

　シャルマはクアイと目を見あわせた。忌いま々いましそうに眉根を寄せた男に、クアイが問いかける。

「どんな化け物なんだ？」

「さあな、姿は見た事がないんだ。でも遺跡にいるのは間ま違ちがいない。恐ろしい声があそこから聞こえてくるしな。……あんた達、もう一度言うがあそこには行かない方がいい。きっと遺跡を荒あらされて、神様が怒ってるんだ。それで化け物を遣つかわして、罰ばつを与あたえてるんだよ」

　言い置いて、さっさと外へと出ていった男を、シャルマ達は眉根を寄せたまま見送っていた。
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　がたがた揺ゆれる振しん動どうで、ジャリスは目を覚ました。頭が割れるように痛い。手を頭に当てようとして、動かないことに気づく。縛しばられていると判わかって慌てて辺りを見回すと、真っ暗な狭せまい部屋の中だった。小さな窓が一つあるが、厚い布で覆おおわれている。振動のせいでふいに布が揺れると、そこから橙だいだい色いろの光が射さし込み、今は夕暮れ時なのだとジャリスに教えていた。

「ど、どこなの……ここは。あっ、ギナン皇子っ」

　隣に倒れているのは縛られたギナンだ。ジャリスは躊ちゆう躇ちよしつつも、自由になる足でギナンのすねを蹴けってみる。

「皇子、しっかりしてっ」

「う……うっ」

　ギナンが呻うめいた。どうやら生きているようだ。ジャリスはほっとしてもう一度呼びかける。

「起きてっ、早く！」

「あっ……はいっ」

　はっと目を覚ましたギナンが、傍かたわらにいるジャリスをぼんやりと見つめた。ジャリスは何とか身体からだを起こして、辺りをもう一度見回す。がたがた揺れると同時に馬の嘶いななきが聞こえた。

「……馬車の中みたいだわ。どこに連れていく気なのかしら」

　呟つぶやいたジャリスをギナンがまじまじと見つめていた。流れ落ちてきた金きん髪ぱつが目に入ったジャリスは、魔ま法ほうが解けてしまった事を思い出す。いつの間にか、ベールと頭覆いも取られていた。

「あ……あの、ギナン皇子。驚おどろいてますよね？」

　どう説明しようかと悩なやんだが、もう誤ご魔ま化かすのは無理だろう。ギナンが目を瞬かせて頷うなずいた。

「君は……ナスタシャ皇女ではないのかい？」

　思いの外、声は落ち着いていた。ジャリスは素す直なおに頭を下げる。

「申し訳ありません。海かい賊ぞく同盟見習いジャリス・シンリクットと申します。実は結けつ婚こんに反対している者達から、ナスタシャ皇女の暗殺予告がありまして、それでわたしが代わりを……」

　事情を説明すると、ギナンはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、やがて戸と惑まどいがちに頷いた。

「あ、ああ……そうか、そういう事だったんだね」

　どう納なつ得とくしたのか判らないが、ギナンなりに事情は把は握あくしたらしい。

「わたし達はどうやら、捕とらえられたようです。何とか逃げ出さなければ……」

　ギナンがそっと俯うつむいて、唇くちびるを嚙かみしめた。

「す、すまない。ファランダ夫人の陰いん謀ぼうに僕はまったく気づいていなかった。彼女は僕が小さな頃ころからずっと優やさしくて……。母のようだと信じていたのに」

　ギナンの声が震ふるえている。彼の気持ちは痛いほど判った。同じく母のいなかったジャリスは、ファランダの優しい雰ふん囲い気きに憧あこがれすら抱いだいていた。

「皇子、まずは逃げることを考えましょう」

「でも、どうするんだ。気絶してからどれだけたったのかも判らないし、縛られているんだよ」

　辺りの様子が判らないのに、無む謀ぼうに叫さけんで助けを求めても、下手へたに犯人達を刺し激げきするだけかもしれない。ジャリスは馬車の中をぐるりと見回す。だが、使えそうな物は何もなかった。

（水さえあれば、連れん絡らくがとれるのに……ああ、こんな時こそ、アブウの出番なのにっ）

　アブウがいれば、魔法で水を出してもらってみんなに連絡がとれたのだ。ジャリスは、ルーレルの頼みを聞いてアブウと離はなれてしまった事を心底悔くやんだ。いつもなら持っている布ぬの袋ぶくろには、巨きよ大だいな怪かい鳥ちようルークを呼びだす鳥笛がある。だがそれも今は手元にはなかった。

「……機会を待ちましょう。必ず逃げる機会は訪おとずれます。それまではじっとして体力を蓄たくわえておいて下さい。犯人達が無む茶ちやな事を言っても逆らわないで。あなたは絶対にわたしが守ります」

　力強いジャリスの言葉に、ギナンが目を丸くした。

「……何だか不思議な感じだ。君をずっとか弱い皇女様だと思っていたのに……。でもありがとう。海賊さん」

　こんな状じよう況きようでも微笑ほほえむ事ができるギナンは、考えていたよりずっと心が強いのだと、ジャリスは思った。
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「ジャリスは一体、どこにいるんだ……」

　コダートはぎゅっと拳こぶしを握にぎって呟く。空を赤い夕焼けが支配していた。ここは午前中ジャリス達がいなくなったハーレムだ。コダートが庭に戻もどると、見張りの兵からジャリスがハーレムにいると聞かされた。なぜか妙みような胸むな騒さわぎがして、すぐにハーレムに行き外にいたリンドと扉とびらを叩たたいたが返事がない。見張りの男達にハーレムに入るには国王の許可がいると止められたが、駆かけつけたニザーイと強ごう引いんに中に入ったのだ。そこで倒たおれていたファランダ達を見付けた。目を覚ましたファランダによると、何者かがお茶に薬を入れてギナンとジャリスを連れ去ったらしい。今は二人を捜さがす為ため、特別にハーレムに入る事を許された捜そう索さく隊が辺りを調べ上げていた。

「どこにもお二人の姿はありませんっ」

　兵士の一人がニザーイに敬礼する。ニザーイがコダートとリンドを睨みつけた。

「お前達の失態だぞ！」

　返す言葉もない。ほんの少しとはいえ、ジャリスから離れたのは確かに自分達の失態だ。

「コダートのせいじゃねぇ。俺が一いつ緒しよにいたのに、気づかなかったんだ」

　リンドが唇を嚙みしめた。普ふ段だんならこんな油断はしなかっただろう。先程、どうも様子がおかしいと気づいてコダートが話を聞くと、リンドはラシッド達と連絡を取ったのだという。カッサラの姿をしたオシリスを見て動どう揺ようしたらしい。

　ニザーイがコダート達を見み据すえて、ふうっと大きなため息をついた。

「国王には報告したが、まずは内密に捜そう査さしろと言われた。ギナン皇子とナスタシャ皇女の行方ゆくえが判らなくなったと世間にばれてはまずいからな。まあ、ナスタシャ皇女は偽にせ者ものだから構わないが、皇子に何かあっては困る。試練が達成できなくな……ううっ」

　コダートは思わずニザーイを殴なぐりつける。腹からこみ上げる衝しよう動どうが堪こらえきれなかったのだ。眼鏡めがねがふっとんでニザーイが倒れ込む。殴られた頰ほおを押さえて、ニザーイがきっと睨にらみつけた。

「な、何をするっ」

「ジャリスは……あいつは、自分の意志でナスタシャ皇女の代わりを演じている。何かあったとしても、それは俺達とジャリスの責任だ。あいつだってそれを判ってる。それだけ覚かく悟ごを決めた人間を、お前は偽者だからどうなっても構わないと言うのか！　それ以上に、お前はまだ試練がどうのと言う気か？　ジャリスが言っていただろう。試練より大切な物があると。皇子の身の安全を試練を達成する為だけの理由で案じているなら、お前の協力なんかいらない！」

　声を荒あららげると、ニザーイがはっとしたように目を見開いた。コダートはすっと背を向ける。

「俺達は俺達なりの捜査をする。二人は必ず助け出す。お前は自分の試練をどうやったらうまく達成できるか、それだけを考えているといい。……お前はシンリクット船長の息子むすこじゃない。俺の知っているシンリクット船長は、建前や自分の保身の為だけに動いたりしない偉い大だいな人だ。お前とは似ても似つかない！」

　コダートはそのままハーレムを後にする。慌あわてて続いたリンドが、ハーレムから出た所で、ふうっと息をついた。

「お前がそんなに怒ってるの、初めて見た。やっぱり人間って面おも白しろいな。色々表情があって色々考えている。俺達にとってほんの少しとしか感じない、数十年という短い命を懸けん命めいに生きている。だから……だから、人間達は強くて逞たくましいんだな。俺は今までひどいことを人間達にしてきた。昔の俺は、人間と虫の区別がつかなかったんだ。踏ふみにじってもいい存在だって思ってた。でも今は……そんな事を思ってた昔の自分に腹が立つよ」

　振ふり向くと、リンドが俯いていた。オシリスと会話したというリンド。そこで何かあったのだというのは、コダートにも想像がついた。

「……そういうのを後こう悔かいしてるって、人間は言うんだよ。後悔できる人間は、それをバネに成長できる。お前は今、昔の事を後悔し反省し、そしてどうすればいいのか考えているんだろう？　俺も昔、ある誤解から大切な人達を傷つけた。死にたいぐらい後悔したけど、おせっかいな奴やつが生きてできる事をしようと言った。迷ったけど、結局俺は生きる道を選んだよ」

　マハル王国での事をコダートは思いだしていた。父が死んだのは、マハル王族の世よ継つぎ争いのせいだと信じて皇子のイルシュを誘ゆう拐かいした。今でも思い出すと、自分の愚おろかさに腹が立つ。

「そのおせっかいって、金色の髪かみの船長か？」

「ああ、あのおせっかいがいないと静かでいいが、退たい屈くつするからな。さっさと見付けよう」

　うそぶいたコダートに、リンドがそっと苦く笑しようした。

「本当に人間は面白い。思ってもいない事を平然と言う。心配でたまらないくせに」

　リンドの言葉は聞き流した。これ以上話していると、恥はずかしい事を口走ってしまう。

「それより、ジャリス達の居所をまずは見付けないとな。ああ、どうしてアブウがいないんだ。唯ゆい一いつ役に立つのはこんな時なのに」

　同じ事を捕らえられているジャリスも思っているかもしれない。コダートはジャリスの笑え顔がおを思い浮うかべ、ぎゅっと拳を握りしめた。

「……あっ、そういえば」

　ふいに声を上げたリンドが、何か考えこむように口元に手を当てた。

「一つ、手がないわけでもないぜ。もしかしたらジャリスの居所が判わかるかも」

　かすかに希望の光が見えた気がして、コダートは慌ててその方法を尋たずねた。




　薄うす暗ぐらい地下牢ろうを、コダートはリンドと二人で歩いていた。門番には、国王からの許可があると言いくるめた。口で商売してきたコダートにとっては、愚ぐ直ちよくな門番を騙だますのは簡単だった。

「ああっ、コダートッ、やっぱり助けに……」

　牢の柵さくを握ったターラが満面の笑みを浮かべる。だが、コダートの後ろにいるリンドに目をやると、すぐに表情が固まった。

「リンド……てめぇ！」

「やめろよ、ターラ。それどころじゃないんだ。ジャリスが誘拐された」

　コダートは、これまでのいきさつをターラに説明した。

「……じゃあ、皇子とジャリスの行方は判らないのか？　まったく何やってるんだよ。あいつ」

　床ゆかにあぐらをかいていたターラが、ふうっとため息をつく。

「リンドに聞いたんだが、腕うで輪わを使えば背中に地図を持つジャリスがどこにいるか、判るかもしれないんだろう？」

　コダートが言っているのは、バルク号船長と彫ほられた銀色の腕輪だ。ジャリスは皇女の振りをする間、腕輪をバルク号で留守番しているナッシルに預けていた。

「うーん、どうだろうな。理り屈くつで言えば、ジャリスの背中の地図と腕輪に込められた魔ま力りよくはお前の母親の物だ。元は一つだったんだから、呼び合うかもしれない。でも、断言はできねぇな。ああ、そうだ。ルーレルに頼たのんでみたらどうだ？　あいつ、魔力の波動を追うの得意だろう。アブウの魔力を追って居所が判るぐらいだし」

「いや、ルーレルは今いないんだ。翡ひ翠すいの指輪を捜しに行ってる。アブウも一緒だから水鏡に連絡をとってるんだが、どういうわけか通じないんだ」

　シャルマ達にも何かあったのかもしれない。コダートは嫌いやな予感がしていたが、今はまずジャリスを捜すのが最優先だ。リンドが決意したように、コダートを見あげる。

「俺がやってみるよ。魔力の大半は封ふうじられているけどまったく魔ま法ほうが使えない訳じゃない」

「封じられてる？　〝魂こん魔ま〟に何かされたのか？」

　ターラがリンドの下腹部辺りに目をやった。初めて聞く言葉にコダートは眉まゆ根ねを寄せる。

「魂魔？　何だ、それは？」

　リンドが服をめくり、なだらかな腹を見せる。そこには星形の黒い痣あざのようなものがあった。

「俺達魔物ジンの腹の中には魔力を生み出して溜ためる場所があるらしい。俺達はそれを魂魔と呼んでる。判りやすくいえば、魂魔の容量が大きければ大きいほど、強い魔物って事になる。この黒い痣は、オシリスが使う魔法の一つで魂魔を封ふう印いんしてしまうものなんだ。だがオシリスはまだ完全に力を取り戻した訳じゃないから、封印も完かん璧ぺきじゃない。だから俺は少しくらいなら魔法が使えるが、魔力の波動を追うには力が足りないんだ。でもよそから魔力を補えれば……」

　初めて聞く話にコダートが驚おどろいていると、ターラが渋しぶい顔で腕うで組ぐみした。

「なるほど、足らない分を腕輪に込められた魔力で補うのか……。うわぁ、でもかなり微び妙みようだぞ。魂魔ってのは、いうなれば魔力という水を溜める水みず瓶がめだ。オシリスの封印は、水瓶自体を使えなくするものだろう？　いくら完璧な封印じゃないからって、リンドの水瓶は、今極きよく端たんに小さくなってるはずだ。よそから水を貰もらってきても、水瓶が小さけりゃ溢あふれちまう。コダートがアラバーナ大陸最速船決定戦の時に、指輪の魔力を取り込んで制せい御ぎよしきれず暴走しただろう。あれもおそらく同じ理屈だ。半魔物であるコダートの魂魔の容量では、オシリスの力が宿った指輪の魔力が大きすぎて溢れちまったのさ。下手へたするとあれと同じ状じよう況きようになるぞ」

　その時の事は、今でも夢にみるほどだ。暴走したコダートは、ウンギズという島に大きな地じ震しんを起こしてしまった。リンドが視線を鋭するどくしてターラに向き直る。

「だからお前を呼びに来たんだよ。お前なら俺がもし暴走しても止められるだろ。イジュタラ・シンリクット。そんな事ができるのはお前だけだ」

「……そんな事言っていいのか？　殺しちゃうよ、リンド」

　ふざけたような口調だが、ターラの目は真しん剣けんだ。リンドがにやりと笑みを浮かべた。

「大だい丈じよう夫ぶさ、一応念の為ためだからな。俺は必ず成功させてみせる。お前に殺されるなんて嫌だしな。……さあ、さっさと行こうぜ。鍵かぎを開けるくらいの魔法は使える。出してやるから感謝しろよ。まったくこんな所から出るくらい自分でやればいいのに」

　鍵に手をかけたリンドがぶつぶつ言うと、ターラは肩かたを竦すくめる。

「そんな事できねぇよ。俺はお前と違ちがってただの人間だし」

　リンドがむっとしたように、いつものへらへらした笑みを浮かべているターラを睨んだ。

「何をしている」

　咎とがめるように声をかけられて、慌ててふり向くと、立っていたのは憮ぶ然ぜんとしたニザーイだ。

「ターラは連れていく。ジャリス達を助けるのを手伝ってもらわなきゃならないんでね」

　コダートはニザーイと向かい合った。これ以上彼に邪じや魔まされたくなかった。だがニザーイがすっと目を逸そらし、持っていた物を差しだした。

「壊こわされたら迷めい惑わくだ。鍵を使え」

　ニザーイが鍵を押しつけると壁かべに寄りかかった。コダートは目を瞬またたかせる。

「どうして……？」

「俺だって二人には無事に戻もどってきてもらいたいさ。人が死ぬのはごめんだ。だが、これが終わったらもう一度そいつを牢に入れるぞ。それが条件だ」

　視線をそらしたニザーイが、仕方なさそうに呟つぶやいた。コダートはふっと微笑ほほえむ。

「ああ、かまわないさ。ありがとう、ニザーイ」

「いや、かまうだろっ。俺はどうなるんだよ！」

　コダートはわめき続けるターラを無視して、ガチャンと音を立てて牢の鍵を開けた。

　　　　[image: ]

　ルーレルが魔力を感じるという方角にあったのは、やはりギナンが発はつ掘くつしていた神しん殿でんの遺い跡せきだった。夕日が町の中心に位置する湖に沈しずもうとする頃ころ、シャルマ達はようやく遺跡にたどり着いた。湖の奥は切り立った崖がけだ。そして湖の手前には、大きな石を積み重ねた建物らしき跡がある。だが天てん井じようは崩くずれ落ちたのか既すでになく、四角く区切られた石壁もシャルマの胸程しかない。石壁をよじ登って入ると、真ん中に両手を広げたくらいの大きさの竪たて穴あなが空あいていた。

「かなり深そうですね。ギナン皇子が見付けた地下の遺跡への入り口は、おそらくここでしょう。みんな十分気をつけて下さい。決して勝手な行動をとらないように」

　シャルマが見回すと表情を引き締しめて全員が頷うなずいた。シャルマが先頭に立って穴にかけられたはしごを慎しん重ちように降りる。やはり相当の深さがあって、地面に降り立っても頭上から差し込む明かりだけでは周りは十分に見えなかった。最後に降りてきたクアイが、ルーレルの宿っているランプで辺りを照らすと、太い木で補強された土壁の通路が正面に続いているのが窺うかがえた。

「天井が低いから、頭に気をつけろ。狭せまいから一列になって俺の後に続け」

　先頭にランプを持つクアイ、真ん中に目をまん丸にしながら珍めずらしそうに辺りを見回しているリク、そして最後にシャルマが続いた。ゆるい斜しや面めんになっている横穴は、時折道が分かれていた。だが土を運びだす台車の車輪跡あとに沿ってしばらく歩くと、広い空間に辿たどり着く。

　今まで歩いていた狭い通路は土壁だったが、ここの壁は石が組まれた人工のもので、地面には土を掘る道具が散乱していた。

「みてみてみて、壁に何か描かいてある」

　リクがきらきらと目を輝かがやかせた。壁へき画がを指さしているリクに、クアイが口を開いた。

「それは古代の人々の生活を描いているんだ。こっちの絵は、文字として読めるんだぞ」

　さすがに博識なクアイに、リクが尊敬の眼まな差ざしを向けた。

「すごーい。何て書いてあるの？」

「古い文字だな……。アラバーナ歴、二百五十一年……民衆は……水の災害により……」

　現在はアラバーナ歴、千百六十一年だ。それでは九百年以上昔の話になる。

「アブウが生まれる前ですねぇ。すごいなぁ」

　シャルマが腰こしからぶらさげていた水差しから、アブウが顔を出す。宙に浮うかんだアブウに、ぽんっと音を立ててランプから飛び出したルーレルが抱だきついた。

「あたしはもう生まれてたよっ」

「うぎゃーっ」

　アブウの悲鳴が地下の部屋に反はん響きようした。ぼきぼきと音がするのは、筋肉むきむきのルーレルに抱きしめられたからだろう。ルーレルは壁画に目をやると、ふいに視線を鋭くした。

「……確か、その水の災害はラシッドのしわざさ。あいつらシャイ悪ターン魔は当時好き勝手に人間を騙だましては殺してた。あいつらにとってはそれが一番楽しい遊びだったのさ」

　シャルマは驚いて立ち止まる。ルーレルは壁画を睨にらみつけたまま、忌いま々いましそうに話を続けた。

「嵐あらしは風の魔法を操あやつるハジ。水の災害はラシッド。大火事はリンド。そして地震はオシリス。この頃のアラバーナは、とても人間達が住めるような環かん境きようじゃなかった。生き残った一ひと握にぎりの人間達が、肩寄せあって暮らしていたよ。あたしたちは人間に仕つかえる精霊ジヤーンだから、何とか彼らを守ろうとしたけど、ちっとも歯がたたなかった。あいつらは正しよう真しん正しよう銘めいの悪魔さ」

　ぞっとするような話だった。だが、同時にシャルマはふと違い和わ感かんを覚えた。それが何か判わかる前に、ルーレルが真剣な表情をこちらに向けた。

「アリフラスト神って知ってるだろう？　何百年も前、あたし達精霊ジヤーンは彼の味方をしてオシリス達と戦ったんだ。アリフラストはね、見た目は人間の姿をしていたけど、不思議な力を持っていた。手を触ふれるだけで怪け我がを治したり、シャイターン達が起こす災害を予言したりね。だから人間達は彼が神に違ちがいないと言って崇あがめていた。でも本当に神なのか、もし違うならどうして魔物に対抗できる力を持っていたのか、それはあたしにも判らなかった。彼はあたしが初めて仕えたご主人様でね。今まで色んなご主人様に仕えたけど、尊敬できるのは彼だけだよ」

　さすがのシャルマも目を見開いた。アラバーナ大陸で最も信しん仰こうされているのがアリフラスト神だ。各国にも神殿が大小含ふくめて無数にある。ルーレルがそっと目を伏ふせた。

「いよいよ最終決戦って時に、アリフラストは使し役えきしていた精霊をみんな解放して、一人でオシリスの許もとに向かったんだ。それに気づいたあたし達はすぐに後を追ったけど、もう遅かった。オシリスを封じる為ために、彼は自分の身を犠牲にしたんだ。あたし達を解放したのは、巻き込まないようにする為だったんだろうね。事情を知らない人間達は神の住まう場所に戻られたなんて噂うわさしていたよ。……本当に彼はいい男だった。今のご主人様とは比べ物にならないくらい」

　クアイがぐっと言葉に詰つまっていた。いくらタバラン国の皇子とはいえ、神と比べられては立つ瀬せがないだろう。ルーレルが左手でアブウの腕うでを摑つかんだまま、右手で壁画に触ふれた。

「オシリスがアリフラストに封じられた時、シャイターン達もかなりの痛手を受けたんだ。だからあいつらは姿を消した。それから数百年経たって、力を取り戻したシャイターン達はオシリスを蘇よみがえらせようとしたんだ」

「それは前にも聞きました。確か、アリフラスト神に選ばれたという女性が、オシリスを封じたらしいですね。それがジャリスの先祖だったと」

　ルーレルが小さく頷いた。オシリスを封ふうじる力を持っているのは、今ではジャリスだけなのだという。だからこそ、彼女はオシリスを倒たおそうと必死なのだ。本当は危ないことはして欲しくない。それがシャルマの誰だれにも言えない本音だ。その思いが時折シャルマを苦しめる。

「ああ、そうみたいだね。あたしもその辺りの事はよく知らないんだ。オシリスを再び封じた人間がいたって事しかね。でもシャイターン達は諦あきらめなかった。またしてもオシリスを蘇らせようとしたのさ。それが百数十年前」

「アラバーナ大陸に大おお地じ震しんが起こった時ですね。その時は、シャイターン達の間で争いが起こったとか……。オシリスになりかわろうとしたシャイターンがいたのでしょう？」

　シャルマは自分の言葉で、先さき程ほどの違和感の正体を突つき止めた。ルーレルが数百年前の話をした時、そのシャイターンの事にふれていなかったのだ。

「……ああ、あのシャイターンは、オシリスと同じくらい残ざん酷こくで自信家な嫌いやな奴やつだったよ。あいつは自分の力を過信しててね。オシリスを倒して、自分が魔王マリードになろうとしていたのさ」

　オシリス達の戦いは、アラバーナ大陸にも被ひ害がいを及およぼした。蘇ろうとしたオシリスの魔ま力りよくのせいで大きな地震が起こり、大陸が四つに割れたのだ。それが原因で人間達の間でも戦いが起こった。ケレン国とウルネティス国の争いも、本を正せばその地震のせいだった。

「もう、そのシャイターンは死んだと、ラシッドが言っていましたが」

「……そう。あいつはもういない。あいつがあの時オシリスを倒していたら、アラバーナ大陸は今いま頃ごろぼろぼろになっていたさ。オシリスに匹ひつ敵てきする魔力を持つ、快楽主義者で残ざん虐ぎやくなシャイターン。あいつの事は、もう思い出したくもないよ。……とにかく、今回のオシリスの復活は三回目なんだ。今回は失敗したくなかったんだろう。ラシッドは色々と手を打ってきてる。まだオシリスは完全に蘇ったわけじゃないけど、十分注意しなければならないよ。……アリフラストはアラバーナ大陸の平和を願っていた。あたしはそれを叶かなえてやりたいんだ。彼はあたしのご主人様だからね」

　ルーレルの声に優やさしい響ひびきが混じった。懐なつかしそうに細められた目が、少しだけ潤うるんでいる気がする。ルーレルの隣となりにいたクアイが、すっと顔を背そむけた。

「ふ、ふんっ、昔話はそれくらいにしろ、さっさと行くぞ！」

　現在のご主人様だというのに、クアイがルーレルに慕したわれている様子はない。そんな事は傍はたから見ていても判る。シャルマはこっそりと、意地の悪い笑えみを浮かべてしまった。

　ずんずんと進むクアイに追いついたリクが周りを見回しながら、あっと声を上げた。

「あれ、これもシャイターン達のしわざなの？」

　リクが指した壁画は、雷かみなりが人々の上に落ちている所を描いた物だった。地面には焼けこげた人々が大勢倒れている。ルーレルはすっと目を伏せた。

「……それは多分天災だよ。ただの雷さ。さ、早く行こう。やっぱりここは怪あやしいよ。この先からプンプン魔力の臭においがする。ギナン皇子が見付けた遺跡ってのはこの先なんだろ？」

　ルーレルがぐったりしているアブウを肩かたに担かつぎ上げた。アブウは抵てい抗こうする力も残っていないようだ。いくらすぐに治るとはいえ、折られた骨の事を思うと、さすがに可哀かわい想そうだ。

「ええ、ここらの壁画は数年前に見つかった物らしいです。ギナン皇子はここを調べていて、偶ぐう然ぜん奥に続く通路をみつけたとか。地図によるとこっちです」

　シャルマが先頭に立って歩き出すと、ぞろぞろみんなが付いてくる。時折リクが壁画の意味を尋たずねると、クアイが判りやすく答えていた。案外面めん倒どう見みがいいようだ。

「ん……ここから様子が違ちがうぞ」

　眉まゆ根ねを寄せたクアイに、シャルマも辺りを見回した。低くなっている天てん井じようをくぐった先には、今までとは違う壁画が描かれた部屋らしき物がある。まず一目で違うのは色がついている事だ。黒一色だった今までの壁画と比べると、古くてくすんでいるが違いは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「見た事のない壁画だな……これはどういう意味を持っているんだ？」

　クアイが首を捻ひねっていた。シャルマも一通り歴史や古代文字については勉強した事があるが、初めて見る物ばかりだ。行き止まりの部屋は、周りが綺き麗れいに土肌を削けずった壁かべなのに対して、正面だけは大きな石が乱雑に積み上げられていた。シャルマは正面に近付くと、崩くずれた石を触さわり、辺りの壁をこつこつと叩たたく。

「どうやらこの先にも部屋があるようです。石をどかしましょう」

「だが、相当時間がかかるぞ。それにやたら石を動かすと、崩れてくるかもしれない。危険だ」

　確かにクアイの言うとおりだ。だがこのまま帰る訳にはいかない。それにシャルマは、タバラン国の鉱山で働いていた過去がある。大人になってからは奴ど隷れい達を管理する仕事を任されていたが、石をどかして穴を掘ほり進めるのは、子供の頃ころに嫌というほど経験していた。

「こういうのはコツがあるんです。とにかくあなたは離はなれていてください。仮にも皇子ですから危険な作業はさせませんよ。リク、用意はいいですか？」

「任せといてっ。俺石をどけるの得意なんだ。タバラン国でも同じような事してたしっ」

　元気良く力ちから瘤こぶを作ったリクに、クアイがすっと表情をなくした。

「……いや、俺もやろう。ルーレル、お前も手伝え」

　ルーレルが目を丸くする。シャルマも突とつ然ぜんのクアイの言葉に驚おどろいていた。

「何であたしまで。言っとくけどこんな狭せまい場所で魔ま法ほうは使えないよ。失敗したら崩れちゃう」

「だったら自じ慢まんの筋肉を鍛きたえるつもりで石を運べ。終わる頃にはもっと立派になるぞ」

「クアイ皇子。私達に任せて下さい、こういう作業に慣れています。あなたは皇子なんですよ」

　シャルマが止めようとしたが、クアイは首を振ふった。

「いいや、お前達が暗い穴の中で金こん剛ごう石せきを掘ってくれたから、今のタバラン国があるんだ。お前達の苦労が判るとは俺は言えない。だが知る努力はできる。ここは鉱山ではないが、俺だって石を運ぶくらいはできるさ。……もっと早く俺が行動していれば、こんな子供まで鉱山で働かせずにすんだんだ」

　クアイがぽんと頭に手を置くと、リクが嬉うれしそうに笑う。ただの奴隷だったシャルマ達にここまで心を尽つくしてくれるのは、クアイのいい所だと素す直なおに思う。抹まつ殺さつしようと思ったことは数え切れないほどあるが、こんなクアイを見ると自然と気持ちが落ち着いた。

「……判ったよ、やればいいんだろ」

　肩を竦すくめたのはルーレルだ。怪かい力りき自じ慢まんのリクの隣に立ったルーレルは、腰こしに手を当てた。

「あんた随分と自信があるみたいだね。あたしと勝負しない？　どっちが多く石をどかせるか」

「いいよ、俺が勝ったら魔法でごちそう出してくれる？」

「ああ、その代わりあたしが勝ったら、何でも言う事きくんだよ」

　せーので始まった勝負に、シャルマが苦く笑しようした時だった。




〝シャァァァァァ〟




　辺りに反はん響きようした謎なぞの音に、シャルマは動きを止めた。

「な、何？　今の何の音？」

　大きく目を開いて辺りを見回したリクを、さっと駆かけ寄ったクアイが背後に移動させた。

「何かの鳴き声のようでしたが……」

　シャルマはふっと町で会った男の言葉を思い出す。化け物が鳴くと……。

　がらがらがらと、そびえていたいくつもの石が突とつ然ぜん崩くずれ始めた。足元からも揺ゆれを感じる。地じ震しんだと判わかった時には、部屋全体がぐらぐらと揺れ始めていた。

「危ないっ」
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　叫さけんだのはクアイだ。ルーレルの腕うでを摑つかんで引き寄せる。直後に彼女が立っていた場所に、大きな石がごろごろと落ちてきた。

「ば、馬ば鹿かだねっ。あんたこそ危ないじゃないか！」

「黙だまれっ、女が怪け我がするのを黙って見ているしかできなかったなんて、タバラン国の皇子の名がすたる！　それよりルーレル、魔法でこの地震を止めろっ」

「無理だよ！　だってこれ、ただの地震じゃないよ。魔力の臭いがプンプンするっ」

　ルーレルが叫んだと同時に、一ひと際きわ大きな揺れがシャルマ達を襲おそった。そしてがらがらがらと崩れていく石壁に、ぽっかりと人一人入れるほどの穴が空く。地下のはずなのに、向こう側から光が差していた。シャルマは思わず目を瞬またたかせる。

「あれは……！」

　穴からは白い何かがうずくまっている姿が窺うかがえた。光っているのは、ぬらりとした巨きよ大だいな細長い胴どう体たいだ。それがむっくり起きあがると、揺れが突然収まった。

「み、見た事あるかも。ジャリスに貸してもらったアラバーナ大陸幻げん獣じゆう大百科っていう本で」

　リクが顔を引きつらせて呟つぶやいた。そんな妙みような本をジャリスはどこから手に入れたのだろう。だが、今はそんな事を考えている場合ではない。

「……何という化け物です？」

　シャルマが小声で問うと、リクがじりじり後ずさりながら答えた。

「ナーガだよっ。身体からだは蛇へびで、頭が三つある化け物だ！」

　リクが叫ぶと同時に、ナーガがくねりと首をもたげて一度穴から遠ざかる。巨大なせいで全体は見えないが、穴からは鎌かま首くびが三つある様子が窺えた。真ん中にある顔だけでシャルマの身体と同じくらいの大きさがあり、緑色に毒々しく光る瞳ひとみがこちらを射い貫ぬくように見つめている。

〝シャアアア〟と牙きばを剝むくナーガに向かって、シャルマとクアイは素す早ばやく腰の剣けんに手を当てた。
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　王宮から抜け出したコダート達が港へとやってきた時には、月が夜空を支配し始めていた。

　人ひと気けのない港には、さざ波の音だけが聞こえている。ケレン国の軍ぐん艦かんとは少し離れた場所に停てい泊はくしているバルク号に戻もどると、出で迎むかえたのは驚いた顔のナッシルだ。

「どうした？　帰るのは明日だろ……あれ、親おや父じ？」

　甲かん板ぱんに立って、ターラがにやにやしつつ軽く手を振る。

「よう、久しぶりー。お前ひげ剃それよ。折せつ角かくいい男なんだから。おっさん臭くさいぞー」

「何言ってるんだよ、親父。それより昨日フィクルが来たぜ。親父が帰ってこないから捜さがしてるって。あ、そういえばあいつ胃がきりきり痛むから、胃薬くれって言ってたぜ。あんまり心配かけるなよ」

　ターラと一いつ緒しよに旅をしているカトゥーナ国の商人フィクル。常にターラに振り回されている彼を、コダートは気の毒に思った。フィクルの胃痛は絶対にターラが原因だろう。

「あー、フィクルね。後で連れん絡らくしておくよ」

　ターラは迷めい惑わくをかけている自覚はないようだ。軽い調子で肩を竦めると、甲板の手すりにもたれる。ため息ついたナッシルが、ふとコダートの後ろにいるニザーイに目をとめた。

「ん？　誰だれだ。みない顔だな」

　ニザーイが片手を胸に当てて、深々とお辞じ儀ぎした。

「初めまして、ナッシル名めい誉よ医師様ですね。海かい賊ぞく同盟見習い、ニザーイと申します」

「うわっ、そんな呼ばれ方したの、数年ぶりなんですけどっ」

「ああ、お前昔は海賊同盟の医師団にいたもんなー。ジャリスを育てる為ために医師団をでなきゃ、今いま頃ごろ最高責任者になれてただろうに。もったいないなー」

　吞のん気きなターラに、ナッシルが顔を引きつらせる。

「親父がジャリスを育てる手伝いしろって言ったんだろっ」

「だってお前頭いいくせに情操教育って奴やつができてなかっただろ。不潔恐きよう怖ふ症しようで、何か触ると真っ赤になるまで手を洗うし、女嫌ぎらいだったしさ。薬の研究ばかりで、人間に関心ありませんって顔してただろ。マラファムは仕事で忙いそがしかったし、子供を育てる手伝いでもすりゃ、少しは人間らしくなるかなぁって。でも人間臭くなりすぎだよ。人って変われば変わるもんだな」

　面おも白しろそうに話すターラに、ナッシルがため息をついた。コダートは放ほうっておけばいつまでも続きそうな昔話を、強ごう引いんに遮さえぎる。

「話の途と中ちゆう悪いが、緊きん急きゆう事態なんだ。ジャリスとギナン皇子がいなくなった」

「なんだとっ？」

　コダートは、ナッシルに事情を説明する。聞き終わったナッシルが、ターラに目を向けた。

「親父、まじで腕うで輪わを使えばジャリスの居所が判るんだな？」

　ターラが頷うなずいたのを見て、ナッシルはすぐにきびすを返した。

「船長室にあるからとってくるよ。待っててくれ」

　船室に続く扉とびらに向かったナッシルを、黙って見ていたニザーイが突然唇くちびるを震ふるわせた。

「……ナッシル名誉医師様はシンリクット船長の息子むすこだ。なのに、どうしてこの賞金首を〝親父〟と呼ぶんだ」

　ようやくターラがシンリクット船長だと信じる気になってきたらしい。だが、そうなればなったで、ニザーイの胸に様々な葛かつ藤とうが生まれるのだろう。わなわな震えているニザーイの両りよう肩かたに、コダートは手を置いた。

「ニザーイ、後にしよう。その疑問はとりあえず考えるな。今はジャリス達を助け出す事だけを一番に考えよう。多分……いや絶対、それを突つき詰つめるとすごくややこしい事になる」

　頰ほおを引きつらせていたニザーイが、しばらくの逡しゆん巡じゆんの後小さく頷いた。

「そ、そうだな。俺も今は余計な事を考えたくない」

　無む理り矢や理り納なつ得とくしたようだが、ニザーイの顔はまだ引きつっている。そこへナッシルが戻ってきて、銀色に光る腕輪をリンドに渡わたした。リンドは右手で腕輪を掲かかげて一瞬目を瞑つぶる。辺りの温度が急に上じよう昇しようした気がした。かっと開いた瞳が真っ赤に染まり、熱風がリンドの身体を包む。

「これは……！」

　黒い蝙こう蝠もりのような翼つばさと鋭するどい牙を持つシャイターンへと姿を変えたリンドを見て、ニザーイが声を詰まらせる。コダートは静かにするよう手で制した。

「ジャリスッ、どこだ！」

　甲板の真ん中に立ちつくしたリンドから、息苦しいほどの熱風が吹ふき出している。コダート達が見守る中、何度かジャリスの名を呼んだリンドが、急に左手で喉のどを搔かきむしった。

「ぐぁぁぁぁ！」

　右手で持った銀の腕輪が、目に突き刺ささるほど眩まぶしく光り、リンドの身体がぶるぶると震え出す。突とつ然ぜん船がぐらりと揺れた。辺りを見回すと、風もないのに大きな波が、音を立てて船の側面にぶつかっている。

「リンドッ、大だい丈じよう夫ぶか！」

　駆け寄ろうとしたコダートを、いつの間にか真しん鍮ちゆうの剣を持っていたターラが手で制した。

「暴走したら、殺す。それが約束だ」

　声には抑よく揚ようがなかった。いつもの余よ裕ゆうの笑えみもない。コダートの背筋に冷たい汗あせが流れる。

「そんな事はさせない！　リンド、一度腕輪を放せ！」

　コダートはターラの手を振ふり払はらった。そしてリンドに走り寄り、掲げていた腕輪を右手ごと摑む。だがリンドは身をよじって抗あらがった。真っ赤な瞳をコダートに向け首を振る。

「頭の中に何か見えるんだ！　もう少し……もう少しで……」

「駄だ目めだ！　いいから腕輪をよこせ……ううっ！」

　腕輪を取り上げようとしたコダートは、身体に何かが突き刺さるような痛みが走って呻うめいた。目の辺りがかっと熱くなる。それには覚えがあった。きっとコダートの瞳もリンドと同じように赤くなっているだろう。握にぎった腕輪から流れてきた熱い何かがコダートの身体を駆かけめぐり、腹の辺りでとぐろを巻いた。

「そうか……。よしっ、コダート！　そのままジャリスの名を呼べ」

　何か納得したように一度頷いたターラが、声こわ高だかに叫んだ。コダートが眉まゆ根ねを寄せると、ターラが再び叫ぶ。

「いいからっ、ジャリスの姿を思い浮うかべるんだ！　リンドだけじゃ腕輪の魔ま力りよくを取り込むのはやっぱり無理だ。だがお前と二人なら……」

　コダートはターラの言葉を瞬しゆん時じに理解した。オシリスに魂魔の容量を小さくされているリンドでは、腕輪の魔力が大きすぎて制せい御ぎよしきれない。しかしコダートも半魔ま物ものだ。魂魔というのは、きっとコダートの腹の中にも存在しているのだろう。事実腕輪を握った時に熱い何かが下腹部に集まった気がした。一人では無理でも、二人なら……。

　コダートはもう一度リンドの手ごと、腕輪を握りしめる。そしてジャリスの名を心で呼んだ。

〝ジャリス、ジャリス。どこにいる〟

　心で呼びかけると、頭にジャリスの笑顔が浮かんだ。絶対に守ると誓ちかった。自分の無力さに堪こらえきれない怒いかりがこみ上げる。それはコダートの魔力を呼び起こす糧かてとなる。焼けるような痛みが襲おそって唇を嚙かみしめていると、ナッシルのはらはらとした声が聞こえた。

「お、親父。コダートは半分人間だろう。無理するとやばいんじゃないか？」

　狼狽うろたえた声を聞いても、コダートは怯ひるまなかった。何度も何度もジャリスの名を心で呼んでいると、ふいに頭の中で何かが光った気がした。それと同時に鮮せん明めいにある光景が脳のう裏りに浮かぶ。間近にあるリンドの顔を見ると、彼も赤い瞳を見開いていた。

　同時にコダートとリンドは腕輪から手を放した。床ゆかに落ちた腕輪がカランカランと音を立てている。目に痛いほどだった光がおさまり、船を襲っていた波が急に静かになった。

「地図を持ってきてくれ！」

　叫さけんだと同時にコダートは身体からだの力が抜けて、床に座り込む。隣となりで同じくリンドが足を投げ出していた。はあはあと息を切らしているが、コダートが目を向けると会心の笑みを浮かべる。

「見えたよな、コダート」

　大きく頷いたコダートは、ナッシルが持ってきた地図を床に広げる。

「まるで空を飛んでいるみたいに、上空から馬車が走っているのが見えた。月や星の位置から察するに西北に向かってると思う。海が遠くに見下ろせたから山か丘おかを走ってるんだ。でも周りに大きな木はなかったから、おそらく岩山だろう」

「ああ、それと近くに変な形の岩があった。まるで獣けものの頭みたいな……。とにかくでっかいの」

　リンドの言葉に、ニザーイがはっとしたように地図を覗のぞき込んだ。

「それは多分、獅し子し岩だ。長い年月風雨にさらされた岩が自然と削けずれて、まるで獅子が牙きばを剝むいているような形になったっていう、ウルネティス国でも有名な岩だ。獅子岩は、首都のワジャから北にあるんだ。一度行ったことがある。確か小高い岩山で、遠くに海が見下ろせる。ここから獅子岩に馬車で行くなら、おそらく半日程ほどかかるだろう。ジャリス達が誘ゆう拐かいされたのは午前中だ。時間的にも合う」

　ニザーイが地図を指ししめした。コダートはそこから馬車が向かっている西北を指で辿たどる。すると、さほど遠くない場所に、ある町の名前を見付けた。

「まさか……」

　ニザーイの驚おどろきに満ちた声を、潮風が真っ暗な海へと運んでいった。
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　馬車は相変わらずがたがたと揺ゆれている。気がついてからどれだけの時間がたったのか判わからない。壁かべに凭もたれて座っていたジャリスは、ふいに背中が熱くなったのを感じて呻いた。

「ううっ、熱い！」

　慌てて壁から背中を離はなすが、そこには何もない。だが背中にはまるでやけどしたかのような痛みが走っている。それと同時に、ジャリスはなぜかコダートの声を聞いた気がした。

「うっ……コダート？」

　すぐに辺りを見回したが、狭せまい馬車の中にコダートがいるはずもなかった。

「どうしたんだい？　ジャリス」

　戸と惑まどうようなギナンの声に、ジャリスは目を瞬またたかせた。いつの間にか背中の熱さも噓うそのように引いている。今のは一体何だったのか。ジャリスは訳が判らずもう一度辺りを見回した。

（ま、まさかね。コダートがいるわけないもの。駄目ね、わたし気弱になってるんだわ。しっかりしなくっちゃ）

　幻げん聴ちようが聞こえるのは、これから自分達がどうなるか判らない不安のせいだろう。ギナンが心配そうに顔を歪ゆがめているのに気づいて、ジャリスは精せい一いつ杯ぱい明るい笑みを浮かべた。ギナンがほっとしたように息をついた時、がたっと大きく揺れて馬車が止まる。

　ジャリスが身構えていると、後部にある両開きの扉が開いて、顔を見せたのはバルカンだ。

　外は既すでに暗くなっていた。月明かりだけがぼんやりと、バルカンの横顔を照らしている。

「大人しくしていろ。一人ずつ縄なわを解くから食事するんだ。叫んでも無む駄だだぞ。ここは山の中だ。周まわりには家もない。もし一人が逃にげたら、もう一人を殺す」

　水と食料を馬車の中に投げ入れて、バルカンはまずギナンの縄を解いた。

「食欲なんて……」

「食べてください、皇子。食べられる時に食べて力をつけてください」

　ジャリスが安心させるように微笑ほほえむと、ギナンが小さく頷うなずいて、おずおずと食料に手を伸のばした。

「ほう、さすがに海かい賊ぞく同盟の見習いだけはある。肝きもが据すわっているな」

　ジャリスはバルカンをきっと睨にらみつけた。腰こしの剣けんから手を放さないバルカンは、初老だが動きに隙すきがなかった。

（落ち着いて……まずは敵をさぐらなきゃ……）

　ジャリスは、なるべく静かな声で話しかけた。

「ねぇ、聞かせて欲しいの。……あなたが水差しに毒を入れたの？」

「ああ、お前の部屋の合い鍵かぎは手に入れていたからな。ついでに窓から壺つぼを落としたのも私だ」

　苦く笑しようしたバルカンに、ジャリスは唇を嚙む。侍じ従じゆう頭がしらとして、ジャリスの部屋を用意したのは、おそらくバルカンだろう。合い鍵を手に入れるのは簡単だったはずだ。

「あの時死んでくれれば良かったんだ。……いや、死なないまでも、ナスタシャ皇女なら、ケレン国に帰って父親に泣きついてくれるだろうと算段していたのに。だが、お前はぴんぴんしているし、騒さわぎにもならない。本当に結けつ婚こんする段階になってしまうと、警備はもっと厳しくなる。今の内に何とかしなければと思ったよ」

　腹の底から怒りがこみ上げる。だが話し合いは、感情的になった方が負けだというコダートの言葉を思いだした。ジャリスは落ち着こうと息を吐はく。

「一体どこに、わたし達を連れていく気なの？」

「ギナン皇子が行きたがっていた所さ」

　ジャリスは眉根を寄せる。一体、どういう意味だろう。だがそれ以上バルカンは何も答えてくれなかった。ジャリスは質問を変えてみる。

「どうしてこんな事をしたのよ」

　バルカンはふっと自じ嘲ちようした。縄を解いたギナンから目を離さずに、口を開く。

「……ファランダ夫人が言っていただろう。焼き払われた町の生き残りだと。実は私もそうなんだよ。あの方は、私の命いのち乞ごいをする為ために前国王を受け入れたんだ。おかげで私は生き延びて、絶対に逆らわないという条件で王宮の下働きを始めた。前国王はファランダ夫人をいたく気に入っておられてね。私は彼女が自殺しないようにする為の人ひと質じちだったんだ。そんな悲しい運命を辿ったたった一人の姉の願いを、私は叶かなえてやりたいだけさ」

　ジャリスが目を見開いた。バルカンがこほんと咳せき払ばらいする。

「……ああ、喋しやべり過ぎたようだ。さあ、次はお前だ。妙みような事はするなよ」

　ギナンの縄を結び直しジャリスの縄を解く。ジャリスは水が入った水差しに手をかけた。だが見張られていては、アブウに呼びかける事もできない。

「水を持っていてもいい？　喉のどが渇かわいてしょうがないの」

　ジャリスはわざと弱々しそうに訴うつたえてみる。しかし敵は容よう赦しやがなかった。

「では、今たらふく飲んでおけ。縛しばられた状態で水が飲めるわけではないだろう？」

　ジャリスは心の中で舌打ちした。これでは連れん絡らくの取りようがない。

「しっかり食べておけよ。これが最後の食事になるかもしれないからな」

　抑よく揚ようのない言葉に、ジャリスはいいようのない恐きよう怖ふを覚え、思わず身み震ぶるいしていた。
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　馬車が止まり、ギィィッと音を立てて扉とびらが開く。暗くら闇やみに慣れたジャリスの目には、差し込んできた光が痛い程だ。澄すんだ空気と柔やわらかい日差し、太陽はまだ昇のぼったばかりのようだった。

「ついたぞ、降りるんだ」

　バルカンがジャリス達を促うながした。何とか立ち上がり外に出てみると、白い石造りの町並みが広がっていた。しかし大通りと思われる場所なのに人の姿はない。よくよくみると建物の壁には大きなひびが入っていて、倒とう壊かいしているものまである。続いて出てきたギナンが目を見開く。

「ヨ、ヨーヌルの町だ」

　耳を疑ったジャリスだったが、昨夜のバルカンの言葉をすぐに思い出す。彼は言っていた。ギナンが行きたがっていた所に向かっていると。

「そうだ、ここでお前達には死んでもらう。ナスタシャ皇女の振ふりをしていた海賊同盟の見習いが、ギナン皇子を暗殺するんだ。それなら和平を進めていた同盟の威い信しんにも関かかわるだろう」

「そんな事みんな信じるわけないじゃない。どうしてわたしがギナン皇子を殺すの？　それは説明がつかないでしょ」

「ああ、その通りだ。今の話はここに来る前にファランダ夫人へした説明だ。新しい筋書きはこうだ。実はケレン国の人間だった私が、ギナン皇子を殺害する。そして止めようとした海賊同盟のお前と相打ちになる。最後にすべての事情が書かれた書状が、お前の遺体から見つかる。これは私一人の犯行で、お前はすべてを知って、私をとめようとしていた、という風にな」

　バルカンが浮うかべている笑えみは、何もかも達観したように穏おだやかなものだった。彼は既に覚かく悟ごを決めている、悟さとったジャリスだが、それでも説得しようと口を開く。

「そんな事は……」

　だが、バルカンはすぐにジャリスの言葉を遮さえぎった。

「お前がナスタシャ皇女と入れ替かわっていたのは、本当に不測の事態だった。ギナン皇子に我々の目的を知られた時点で、もう後あと戻もどりはできなくなっている。話のつじつまを合わせ、なおかつファランダ夫人の願いを叶えるには、もうこれしか方法はない」

　バルカンの目は本気だった。縛られたジャリスはじりじりと後ずさる。

「ヨーヌルに連れてきたのは、皇子がここに来たがっていたとみんな知っているからだ。本当はギナン皇子が勝手に王宮を抜ぬけ出してヨーヌルの遺い跡せき発はつ掘くつに戻もどり、ナスタシャ皇女の手の者が彼を暗殺する、そしてナスタシャ皇女の罪を明らかにして自害させる、という筋書きだった。こうなった以上どこで殺しても構わないが、王宮からできるだけ離れたかった。ここなら避ひ難なん勧かん告こくが出ているし、邪じや魔まも入らない。それに、ギナン皇子が最も愛した土地で死なせてやろうというファランダ夫人からのせめてもの情けだよ。……さあ、ギナン皇子。早さつ速そくですがお命を頂きましょう。あまりゆっくりもしていられません」

　ジャリスはさっとギナンの前に飛び出した。剣に手をかけたバルカンに、なるべく静かな声で話しかける。

「待って、もっと話し合いましょう。あなたはそんなに悪い人だとは思えない。きっとお互たがいが納なつ得とくできる解決法があるはずよ。それに和平が叶えば、たくさんの人が助かるのよ。あなた達だって戦いのせいで家も家族も失ったんでしょう？　これ以上そんな人達を増やしたくないの。あなた達の気持ちも判わかるけど、このままじゃみんな救われない。わたし達もあなたも、そしてファランダ夫人も」

　必死で説得するが、バルカンは苦笑して首を振るばかりだ。

「……若いな。お前は若い。そんなきれい事を言えるのは若さの証しよう拠こだ。年をとれば段々と判ってくるさ。お前みたいにまっすぐに生きられない人間だっていると。人を憎にくむ事でしか生きられない人間が、この世には確かに存在すると」

　バルカンがすっと剣を抜く。ジャリスはそれでも声を荒あららげなかった。この町にはシャルマ達がいるはずだ。時間を稼かせいで何とか彼らに連絡できれば、助かるかもしれない。だが今の状じよう況きようでは、頼たよれるのは自分だけだった。ギナンだけは何としてでも守らなければならない。

「……あなたの言い分は判るわ。でも死んでしまっては、何も解決できないのよ。ファランダ夫人はあなたが死んだらきっと悲しむ。今ならまだ引き返せるわ」

「無駄だ、お前達が行方ゆくえ不明になって一昼夜たっている。今いま更さら帰って何と説明する。ファランダ夫人に疑いがかかるのだけは、絶対に避さけなければならない」

　だから、自分は犠ぎ牲せいになるというのか、それは違ちがうとジャリスは首を振った。

「間違っているわ」

「ああ、そうだ。間違いだらけさ。だが間違う事しかできない人間もいる。それをお前はまだ知らないだけだ。そして知らないまま死ぬのが、お前にとっては幸せかもしれない」

　バルカンが剣けんを振り上げた。それでもジャリスは、ギナンの前からどかなかった。

「危ないっ」

　声と同時に、身体からだがどんっと押された。背後からぶつかってきたのはギナンだ。そのまま一いつ緒しよに倒たおれ込む。

「バルカン、ジャリスは助けてくれ！　僕はどうなっても構わない。皇子として生まれた以上、いつかこうなるかもしれないという覚悟はして生きてきた。でも、彼女は関係ない！」

　倒れ込んだまま、見上げて叫さけんだギナンにバルカンが目を細めた。

「あなたはいい人だ。善良で優やさしく、皇子だというのに、それをかさに着ることもない。できればあなたには生きていて欲しかった……」

　言葉とは裏腹に、バルカンは再び剣を振り上げた。

「やはりあなたから死んでもらいましょう。彼女が死ぬのを見たくはないでしょう？」

　振り下ろされる剣が、実際よりもゆっくりと見えた。そんな時ジャリスは、バルカンの背後にあるはずのない光景を見付けて、我が目を疑った。

「ううっ……！」

　カランカランッと剣が地面に落ちる音がして、呻うめいたのはバルカンだった。ぎゅっと目を瞑つぶっていたギナンが目を開ける。そしてジャリスと同じ方向を見つめて、あっと声を上げた。

「そこまでだ、バルカン」

　バルカンの剣をたたき落とした者がいた。彼は低い声で呟つぶやくと、ギナンとジャリスの無事を確かめるように目を向けた。

「ニザーイ！」

　叫んだギナンに反応するかのように、ニザーイの銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねが太陽に照らされきらりと光る。

「大だい丈じよう夫ぶかっ、ジャリス！」

　建物の陰かげから姿を現したコダートとリンドに、ジャリスは一気に全身から力が抜ける。バルカンが目を見開いて唸うなった。

「お、お前達、どうしてここに……！」

「待っていたんだよ。だが、お前が犯人だったとは思わなかったな、バルカン。申し遅おくれたが、俺は海かい賊ぞく同盟見習い、ニザーイ・パトス。国王から皇子達の結けつ婚こんに反対する者達を捕とらえろと、試練を受けているんだ」

「……なるほど、そういう事か」

　一瞬唇くちびるを嚙かみしめたバルカンが発した声は、予想以上に静かな物だった。抵てい抗こうするでもなく、立ちつくしているバルカンに、ニザーイが眉まゆ根ねを寄せる。

「ジャリス、怪け我がはないか？」

　駆かけ寄ったコダートが縄なわを解いてくれる。リンドが同じく小さな刃物でギナンの縄を切った。

「ど、どうしてここが？　それに待ってたって……」

　なぜこの場所にいるとコダート達は判ったのだろう。それにここに来るまで馬車で一昼夜かかったのに、どうして先回りが出来たのか。不思議に思って聞くと、コダートが懐ふところから怪かい鳥ちようルークを呼びだす鳥笛を取り出した。

「ちょっとお前の道具を借りたよ。詳くわしい話は後でするが、お前達がどうやらこの町に向かってるらしいと察しがついて、シャルマ達に連れん絡らくをとってみたんだ。だが結局通じなくて。それでルークに乗って、俺達が来たのさ。二人しか乗れないから、俺とニザーイで。ルークに乗ると、水の中にしか着地できないから、かなり嫌いやだったけどな」

　肩かたを竦すくめたコダートに、ジャリスは首を傾かしげてリンドを見上げる。

「俺は自前で飛んだんだよ」

　シャイ悪ターン魔としてのリンドは、黒い蝙こう蝠もりのような翼つばさを持っている。納得したジャリスの頭を、コダートが優しく撫なでた。

「無事でよかった……。心配したんだぞ」

　優しい眼まな差ざしに、ジャリスは微笑ほほえむ。温かい手に撫でられると気持ちが落ち着いた。

「バルカン、一緒に王宮に戻ってもらおう。聞きたい事が山ほどある」

　ニザーイが片手で剣を構えたまま近寄ると、バルカンがふっと笑う。

「……ここまでか」

　諦あきらめたような声に、ジャリスは嫌な予感を覚えた。ニザーイが大人しくなったバルカンの腕うでを左手で摑つかみ、右手に持っていた剣を腰こしに戻そうとした。その一いつ瞬しゆんの隙すきをついて、突とつ然ぜんバルカンが渾こん身しんの力をこめてニザーイに体当たりする。さすがによろめいたニザーイを後しり目めに、バルカンがきびすを返し、全速力で駆け出した。

「待てっ」

　慌あわてて追いかけたニザーイを見て、ジャリスは立ち上がる。

「リンドッ、ギナン皇子を頼たのむわ！」

　ジャリスはコダートとともに、バルカンを追いかけて町の大通りを走りだしていた。




　バルカンは、初老とは思えない程ほど足が速かった。息を切らしながら走っていたジャリスの胸の中で、嫌な予感がどんどん膨ふくらんでいく。大通りを駆け抜け、木々が立ち並ぶ林へとバルカンが逃にげ込んだ。突つき出た木の根に足を取られないよう注意しながら、ジャリスは懸けん命めいに走り続けた。林を抜けた先は小高い丘おかになっている。バルカンがそこでふいに足を止めた。

「そこまでだっ」

　ニザーイがバルカンを追い詰つめた。よく見ると前方は崖がけになっていた。めまいがするほど高い崖の下は湖になっている。だがたとえ湖といえど、落ちたらひとたまりもない高さだった。

「もう逃げ場はないぞ」

　ほくそ笑んだニザーイに、バルカンがふっと口元をつり上げた。ジャリスはさっきから感じていた嫌な予感の正体に気づく。

「彼は死ぬ気よ。ニザーイ、止めてーっ」

　ジャリスが叫ぶと、ニザーイがはっとして立ち止まる。湖に飛びこまれては元も子もない。

　じりじりとニザーイとの間合いをはかりながら、バルカンがジャリスに一瞬目を向ける。

「……頼たのみがある、ジャリス・シンリクット。すべては私が仕組んだ事、虫がいいとは思うが、それで手を打ってくれないか？　その代わり、ここに結婚に反対する者達が署名した血判状がある。これで全員を捕つかまえられる。これをやるから……」

　ファランダ夫人を罪に問わないでくれというのだろう。ジャリスは一瞬考えこんだが、すぐに大きく頷うなずいた。

「……いいわ。それで手を打ちましょう。でももう一つ条件があるわ。あなたも生きて王宮に戻もどって。そして罪を償つぐなってちょうだい」

　空約束だった。ジャリスにはそんな権限はない。だがここでバルカンを死なせたくなかった。彼を無事に生きて連れ帰れれば、救う方法はあるとジャリスは信じていた。

「私が戻れば、ファランダ夫人はきっと何もかも喋しやべってしまうだろう。そして私の命いのち乞ごいをする。それでは何もならない」

　バルカンは取り出した書状を、そっと地面に置いた。

「お前は信用できる人間だ。まっすぐな心をもったまま生きていける、数少ない人間だ。だからお前に頼む。お前は私の今際いまわの頼みを無視したりはしないだろう？」

　微笑んだバルカンが、一歩後ずさる。ジャリスは息を吞のんだ。そこに地面はなかった。

「だめーっ、バルカン！」

　ふわりとバルカンの身体が後ろ向きに倒れる。ニザーイが手を伸のばしたが遅おそかった。ジャリスが駆け寄ると、崖がけ下したから大きな水音が聞こえる。水しぶきが上がった青い水面がゆらゆらと揺ゆれていたが、バルカンの姿は浮うかんでこなかった。

　助けられなかった悔くやしさに、ジャリスの頰ほおを涙なみだが伝う。きっとお互たがいが納なつ得とくできる解決策があったはずだ。たとえ罪を犯おかしても、償う機会は平等にあるとジャリスは信じている。死んで何もかもを終わらせるなんて、悲しすぎるから。

「バルカンは……？」

　駆けつけたのはギナンだ。後ろにはリンドもいる。コダートが崖下を指さすと、事情を察したらしい。崖の際きわに駆け寄ったギナンが、湖を見下ろすと急に声を上げた。

「あ、あれは何だ！」

　ジャリスは溢あふれてくる涙を何とか拭ぬぐって、ギナンが指している崖下を見下ろした。湖の水面にぐるぐると巨きよ大だいな渦うずができていた。ジャリスが目を見開いていると、ザバァッと水が噴ふき上がって、白い巨大な何かが水中から姿を現す。ジャリスは思わず声を上げた。

「ナ、ナーガ……！」

　ぬらぬらと光る細長い身体に、三つの頭。毒々しく光る六つの緑の目と鋭するどい牙きば。すっくと立ち上がると、三つの頭が崖の上にいるジャリス達と同じ高さにくる。ナーガはこちらを見み据すえると、シャアアアッと天を向いて鳴き声を上げた。一瞬地面がぐらっと揺れる。

「ジャリス、どいてろ！」

　呆ぼう然ぜんとしていたジャリスの隣となりで、コダートが腰の剣けんを抜ぬき、ナーガに向けた。

「待って！　そいつは敵じゃないよ。コダート！」

　突然聞こえた声にもう一度崖下を見ると、リクが湖の際に立って手を振ふっていた。思わずジャリスが目を丸くすると、リクがナーガの胴どう体たいを指さす。

「バルカン！」

　ギナンがほっとしたように叫さけんだ。ナーガの左の頭と胴どうが繫つながっている部分に、ぐったりとうつぶせになったバルカンの姿があったのだ。訳が判わからず再びリクを見ると、湖の側そばにある木こ陰かげからシャルマとクアイが姿を現す。

「みんな……無事だったのねっ」

　ジャリスは大きく手を振った。リクが満面の笑えみで手を振り返し、大声を上げる。

「ジャリスーっ、そのナーガは敵じゃないよ。見た目怖こわいけど、大丈夫だから！」

　どういう事だかさっぱり判らない。だがみんなの顔を見た途と端たん、今度は嬉うれしい時に流れる涙が、ジャリスの頰を伝っていた。




　ジャリス達が迂う回かい路を探して崖下に降りると、リクがバルカンを抱かかえ上げ、つるつるしたナーガの身体からだを滑すべるようにして降りてくる所だった。木陰に横たえられたバルカンは、意識はなかったが命に別状はないようで、ジャリスは胸をなで下ろした。

「一体、何があったんだ。ずっと水鏡に呼びかけてたんだぞ」

　コダートに聞かれ、シャルマが湖にいるナーガに目を向けた。

「翡ひ翠すいの指輪が遺い跡せきにあるかもしれないという話だったので、調査していたんです。遺跡の奥が行き止まりになっていて、石をどかそうとしたら地じ震しんが起こってナーガが姿を現したんです」

　淡たん々たんと語るシャルマだが、それがどんなに恐おそろしい状じよう況きようかジャリスにも想像がつく。

「最初はナーガと戦おうとしたんですが、どうも様子がおかしいと気づきました。敵意を感じなかったんです。よくよく見たら、尻尾しつぽの部分が崩くずれた石で埋うまっていて、狭せまい遺跡の部屋で身動きがとれなくなっていたんです。それにナーガが鳴くと、地震が起こって余計石が崩れて部屋が狭くなる。狭くて出られないからナーガは鳴く。その繰くり返しだったみたいで。どうやらヨーヌルの地震はナーガが原因のようなので、助けた方がいいという事になったんですが」

　クアイが手に持っていたランプから、筋肉隆々のルーレルが姿を現した。

「まったく迷めい惑わくったらないよ。石を退どかすのに苦労したんだから。大部分は魔ま法ほうを使ったけど、下手へたすると石が崩れてくるから細かい所はあたしら全員で手作業さ。一晩かかったんだよ。それにナーガからは魔ま力りよくが溢れてるんだ。鳴くと地震が起こるのはそのせいさ」

　呆あきれたルーレルの声に、ナーガがしゅんとしている。どうやら言葉も判るらしい。クアイが珍めずらしく大きなため息をついた。

「石は何とか退かしたが、今度は身体が大きいせいで地下の遺跡から出られなくてな。ルーレルが魔法で天てん井じように穴を開けると言ったが、それではまたナーガが生き埋めになってしまう恐れがある。そんな時、シャルマがある事に気づいたんだ」

　ジャリスが首を傾かしげると、シャルマはふっと微笑ほほえんだ。

「逃げ道がないかと探していたら、床ゆか下したからかすかに水音がするのに気づいたんです。遺跡の近くにある湖は、地下水が噴き出してできたと聞いていましたので、もしかしたらと思ってアブウに調べてもらいました。水を操あやつる精霊ジヤーンなんですから、こんな時くらいは役にたってもらわないと困りますしね。時間は少々かかりましたが、やはりナーガがいた遺跡のすぐ下には、地下水が流れていると判りました。かなり大きな水路で、どうやら湖に通じているらしいと。それでルーレルに頼んで床ゆかに穴を開けてもらって、アブウがナーガを水路に誘ゆう導どうしたんですよ」

「こいつら薄はく情じよう者だよっ。あたしとアブウを置いて、さっさと地上に避ひ難なんしたんだから！」

　ぷんぷんと腕うで組ぐみして怒おこっているルーレルに、シャルマがにっこり微笑んだ。

「私達がいると邪じや魔まだと思いましたので。いや、しかしルーレルとアブウの見事な共同作業でしたね。あなた方はいい夫ふう婦ふになれるでしょう」

　途端にルーレルが、ごつい身体を恥はずかしそうにもじもじさせて、うんうんと頷いた。

「そうだろう、そうだろう。床に穴を開けたら、水が凄すごい勢いで溢れてきてさ。あたし炎ほのおを操る精霊だから水は苦手なんだよ。そんなあたしをアブウはがっしり摑つかまえた上に、ナーガを誘導して湖まで泳いでくれたんだ。ああーかっこよかった。さすがあたしの旦だん那な様だよ」

　シャルマの腰こしにぶら下げていた水差しから、アブウの怯おびえた声が聞こえた。

「違ちがいますぅ。ルーレルが放してくれなかったんですよぅ。アブウは水を操る精霊なのに、ルーレルにすんごい力で抱だきしめられて、生まれて初めて溺おぼれかけたんですからぁ」

　アブウの声が聞こえないのか、それとも聞こえない振りをしているのか、ルーレルはシャルマの腰から水差しをぶんどり、愛いとしそうに頰をすり寄せた。

　話を聞いたジャリスは、驚おどろきすぎて思わず呆然としてしまう。そんな危険な事になっていたなんて思いもしなかった。コダートが水鏡に連れん絡らくを取っても通じなかったのは、ナーガの魔力に邪魔されたせいだろう。クアイがランプを懐ふところに戻して肩かたを竦すくめた。

「そういう訳で、俺達は何とかナーガを助け出す事に成功して、やっと一段落して休きゆう憩けいしていた所だ。リクが腹が減ったとごねるしな」

「ルーレルの出してくれたごちそう、すげーうまかった！」

　リクが腹をさすりながら、満足そうに笑う。そして横たわっているバルカンを指した。

「ご飯食べ終わったら、急にすごい水音がしてさ。びっくりしてたら湖の中にいたナーガがこのおじさんを連れて出てきたんだ。そしたら崖がけの上にジャリスがいて驚いたんだよ」

　どうやらナーガは、落ちたバルカンを救ってくれたらしい。湖に目を向けると、三つの頭をゆらゆらさせているナーガを、ギナンが不思議そうに見上げていた。ナーガはギナンに向かって、シャァァッと牙を剝むいている。鳴く度たびに小さく地面が揺れるのだが、それでもナーガは鳴き続けた。攻こう撃げきする様子はまったくない。どちらかというと何かを訴うつたえているような気がした。

　首を傾げていたギナンが、ふとナーガの真ん中の頭を見つめて、戸と惑まどうように呟つぶやいた。

「あ、あの……ありえないと思うんだけど、もしかして、レティ？」

　ギナンに声をかけられたナーガが、嬉しそうに身をよじらせ一ひと際きわ大きく鳴いた。

　ジャリスは思わず目を見開いた。レティとはギナンが飼っていた白はく蛇じやだ。二ふた月つきほど前遺跡で起こった地震の時に、はぐれてしまったという話は以前聞いていた。

「えっ、レティって……蛇へびじゃなかったんですか？」

「そうだよ、確かに蛇だった。大きさは僕の腕うでの半分くらい。でも間ま違ちがいなくレティだよ。ほら、真ん中の頭を見て。目の辺りに傷があるだろう。あれは僕が前に助けた時についた傷だ。それに僕が名を呼ぶと嬉しそうにする。それが何よりの証しよう拠こだよ。でも……レティが行方ゆくえ不明になったのはもう二月も前だ。まさかずっと、あの遺跡に閉じこめられていたのかい？」

　レティが再びシャアアッと牙を剝いた。これが喜んでいるのか怒っているのか、ジャリスには区別がつかない。それでも六つある緑の瞳ひとみが、嬉しそうに細められていると気づいた。地面につけた真ん中の頭をギナンが撫なでると、左右の頭がくねくねと嬉しそうに踊おどる。

（う、うーん、巨大だとか三つ首があるとか、鳴くと地震が起こるとか、そういうのを差し引けば、可愛かわいいといえなくもない……かなぁ？）

「で、でも、どうしてレティはこんな姿に？」

　ジャリスの疑問にギナンが口元に手をあてて、うーんと考えこむ。

「判らないね。一体何が原因なのかなぁ。レティと違うのは巨大な身体に、三つの首。妙みような魔力を持っていること。……あ、それとレティの目は黒かったのに、今は緑色になっているな。何だか地震の時、遺跡の中で光ったソルト・アラバーナの石像の瞳みたいだ」

　ギナンの呟きに、ジャリスはあることを思いついて、はっとした。

（緑色の光……まさか！）

　ジャリスはすぐにコダートに駆かけ寄った。コダートが何事かと目を丸くする。

「コダート、腕うで輪わは持ってきてる？」

「あ、ああ、ここにあるが」

「じゃあ、地図を見ましょう。もしわたしの考えている通りなら、指輪はすぐそこにあるのかもしれない」

　コダートも気づいたのか、レティに目を向けた。ジャリスは、コダートから受け取った腕輪をはめて背を向ける。ジャリスの背中に隠かくされた指輪の位置を示す地図は、コダートと協力しなければ見られない。一いつ瞬しゆんで赤い瞳になったコダートの手が、ジャリスの背中に触ふれた。すると、そこからぱぁっと眩まぶしい光が溢あふれ、空に七色に光り輝かがやく不死鳥の姿が現れる。それはアラバーナ大陸の地図に変化するはずだったが、今回は違ちがった。

　ジャリスが見上げると、不死鳥が羽ばたくように翼つばさを動かしたのだ。そして不死鳥の目から一筋の清らかな優やさしい光が現れ、レティの身体全体を包んだ。

「シャァァァァァァッ」

　長い叫び声が響ひびいた。くねくねとのたうち回ってもがいたレティが、苦しそうに口を開く。

「あれは……もしかしてっ」

　ジャリスは思わず声を上げる。ギャッと苦しそうな声を上げたレティの口から、緑色の光が飛び出したのだ。それと同時にレティの身体からだがみるみる小さくなっていく。

「レティ！　大だい丈じよう夫ぶか」

　駆け寄ったギナンが、小さくなってしまったレティを抱き上げた。頭が一つの細長い白蛇は、返事するように身体を動かすと、ギナンの左腕にするすると巻き付く。

　くらりとジャリスは立ちくらみを覚えた。地図を見るとどうしても具合が悪くなってしまう。それでも前回のように身体からだ中じゆう痛くて動けない、という程ほどではなかった。何とか気持ちと身体を奮い立たせると、よろめきながらもレティが吐はき出した光の許もとに駆け寄った。近くにあった木こ陰かげに落ちていたのは、淡あわく緑色に光る翡翠の指輪だった。

「やっぱり……。おそらく魔力を持つ指輪を飲み込んだせいで、レティの身体が変化してしまったのよ」

　ジャリスが翡翠の指輪を拾い上げると、光がすうっと収まった。後に続いてきたギナンが、あっと声を上げる。

「そういえば、遺跡で地震にあった時、レティが緑色の光に飛びついたんだ」

「きっとその時に飲み込んでしまったんだわ。そして巨きよ大だい化したから、狭い遺跡の部屋から出られないでいた。そうでしょ、レティ」

　ジャリスの問いに、ギナンの腕に巻き付いていたレティが頷うなずいた気がした。

「翡翠の指輪を見付けたし、レティも小さくなったから、この町に不自然な地震が起こる事はもうないと思うわ。国王に進言して避ひ難なん勧かん告こくを解いてもらいましょう」

　ほっと息をつくと、気を失っていたバルカンに付き添そっていたニザーイが声を上げた。

「おい、バルカンを早く医師に診みせた方がいいぞ」

　いくら下が湖とはいえ、崖はかなりの高さがあった。早く手当てする必要があるだろう。だがジャリスは悩なやんでいた。このままバルカンを連れて帰れば、きっと処しよ刑けいは免まぬかれない。せっかく助かった命を無む駄だにしたくなかった。しかし彼を見み逃のがすわけにはいかない。反対派の人間達とファランダを捕とらえなければ、ナスタシャにも害が及およぶ。

　それはすなわち、ケレン国とウルネティス国の和平が失敗に終わることを意味していた。

「ジャリス、ターラが連絡をくれと言っていたぞ。彼と話をしてみたらどうだ」

　考えこんでいたジャリスに話しかけたのは、いつの間にかすぐ近くに来ていたコダートだ。

「心配事がそのまま顔に出てるぞ。ターラと話せば何か解決法が見つかるかもしれないだろ。あれでも一応海かい賊ぞく同盟の前盟主だ」

　コダートの言う通りかも知れない。今回の事はジャリスの手には負えなかった。頭ではバルカンを連れ帰るべきだと思うが、心は彼を助けたいと言っている。

　意を決したジャリスは、シャルマからアブウの水差しを受け取ると、みんなとは少し離はなれた岩いわ陰かげに移動した。アブウを呼び出し、岩にたまった水を使ってターラと連絡を取ってもらう。

　すぐに顔を見せたターラに、ジャリスはすべての事情を話した。

「バルカンをどうしたらいいのかしら、ターラ」

　正直、気持ちはバルカンを助けたい方に傾かたむいていた。どうしても一方的に彼らが悪いとは思えない。だがターラの答えは素す早ばやかった。

〝バルカンはここに連れてこい。ナッシルに診てもらう。だが彼らを見逃す事はできないぞ〟

　ジャリスはぐっと唇くちびるを嚙かみしめる。もしかしたら、ターラもバルカンを助ける事に賛成してくれるかと、甘い考えを持っていた。心の内を読んだようにターラは鋭するどい視線を向ける。

〝バルカンとファランダ夫人の気持ちは、確かに判わかる部分もある。だがやった事の責任はとるべきだ。反対派の名前が書いてある血判状を国王に見せて、彼らをすべて捕らえる。和平を実現する為ために、俺は何十年もかけて仕し掛かけを施ほどこしたんだ。失敗はできない〟

「仕掛けってどういう事？」

　だがターラはそれには答えなかった。そしてジャリスに真しん剣けんな表情を向ける。

〝バルカン達がやった事は、完全な逆さか恨うらみだ。彼らは罪を償つぐなわなければならない。……これは命令だ。バルカンと血判状を俺の所に届けろ〟

　声には抑よく揚ようがなかった。ジャリスが目を伏ふせると、ターラがふっと表情を緩ゆるめた。

〝……俺を信じろよ。バルカン達を悪いようにはしない。イジュタラ・シンリクットの名にかけて、お前と約束しよう。俺の約束は絶対だ。そうだろう？〟

　ジャリスは小さく頷いた。心は晴れないが、もうジャリスが口出しできる問題ではなかった。

〝じゃあ、ニザーイに魔ま法ほうの絨じゆう毯たんに乗って、バルカンを連れて戻もどるよう言っておいてくれ。ああ、それとクアイ皇子にも、俺から大事な話があるから一いつ緒しよに戻ってくるようにとな。残りはしばらくその町で待機してろ。国王との相談次し第だいでは、今度の誘ゆう拐かい事件の真相が変わるかもしれない。十分うち合わせしてから戻った方がいい〟

　口裏を合わせようという事だろう。それは確かに重要だ。目的は二つの国の和平。この誘拐劇は、もしかしたらなかった事になるのかもしれない。

　ジャリスは通信の途と絶だえた水鏡を見つめて、瞳に涙なみだを潤うるませた。この誘拐劇のように、バルカンとファランダの恨うらみも、消えてなくなってしまえばいいと思いながら。

　　　　[image: ]

　気絶したままのバルカンを連れて、ニザーイとクアイが魔法の絨毯で出発したのを見送ったのは、まだ太陽が高い時刻だった。だが夜が更ふけても、ターラから連れん絡らくは入らない。

　とりあえず今日はヨーヌルで休むことになった。誰だれもいない食堂を借りて、ジャリス達は簡単な夕食をすませる。久しぶりに、皇女のふりをしなくていい食事は気が楽だった。だが、ジャリスはワジャに戻ったバルカンが心配で、ゆっくり味わう事もできない。みんなが食事を終えるのを待って、ジャリスは椅い子すから立ち上がる。

「片付けは、わたしがするわ」

「いえ、ジャリス。私が……」

　立ち上がろうとしたシャルマに、ジャリスはそっと微笑ほほえんだ。

「ううん、動きたいの。みんなはゆっくりしてて」

　手早く盆ぼんに食器を載のせる。じっとしていたら嫌いやな事ばかり考えてしまう。何かしていたかった。ジャリスは、食堂の外にある井い戸どに近付くと、水を汲くみ上げる。

「手伝うよ、ジャリス」

　扉とびらを開けて声をかけたのは、ギナンだった。ジャリスは慌あわてて手を振ふる。

「そ、そんな、皇子。結構です」

「いいんだ。僕はこれでも洗い物はうまいんだよ。遺い跡せきを発はつ掘くつしていた時は自分で何もかもしていたし。それに、君達にはたくさん迷めい惑わくをかけたからね。何かさせて欲しいんだ」

　ギナンがジャリスの隣となりにしゃがみ込んで、桶おけに張った水に手を入れた。

「あの……すいません。だましていて」

　ジャリスは食器を洗う手を止めた。いろいろあったせいで、きちんと謝罪できていなかったのが、ずっと気になっていた。ギナンがふっと微笑んで首を振る。

「いいんだよ。暗殺予告がきていたんだろう？　だったら警けい戒かいするのは当然だ。それでも両国の事を考えて君が来てくれた。礼を言うのは、こっちだよ」

「あの、ナスタシャ皇女は、とても優しくて清せい楚そで可愛かわいらしい方です。どうか縁えん談だんを取りやめたりしないでください」

「判っているよ。破談になんかしない。……実はね、ジャリス。僕は君が偽にせ者ものでほっとしているんだ。ああ、君が嫌だという訳じゃない。実は、僕はナスタシャ皇女と会った事があるんだ。子供のころだけどね」

　ジャリスは驚おどろいて目を瞬かせた。ギナンの顔がぽっと赤らんでいる。

「えっ……。どこでですか？」

「ケレン国の王宮だよ。確か、今の国王が即そく位いされる時に行われた宴うたげだ」

　ジャリスは思わず眉まゆ根ねを寄せる。二つの国はずっと緊きん張ちよう状態にあった。ケレン国国王の即位の宴に、ウルネティス国の王族が招待されたとは思えない。

「あの時は確か、父に連れられて行ったんだ。当時皇子だった父は、国王だった祖父がケレン国を目の敵かたきにしている事に反対していた。そしてコンスルル国王が和平を取り付けたいと思っているのを知って、内密に幼い僕と数人の兵士を連れて、ケレン国に行ったんだよ。二人を引き合わせる算段をしたのが、イジュタラ・シンリクット船長だ。彼はケレン国との和平をずっと祖父に勧すすめていたけど、頑がん固こ者の祖父は絶対に首を縦に振らなかった。それでターラは父にこう言ったんだ。〝じじいは老い先が短い。今は大人しくして絶対に王位を継つげ。その時こそ長い争いの幕が閉じる時だ〟と」

　何十年も続いた争いは、そうやすやすとは治まらない。ジャリスはターラの言葉を思い出す。〝仕掛け〟とはこの事だったのか、と。

「そして、僕はナスタシャ皇女に会ったんだ。でも身分を明かす訳にはいかなかった。シンリクット船長は言ったよ。彼女は将来僕の花はな嫁よめになるかもしれないと。凄すごく可愛らしくて、僕は一目で大好きになったんだ。こんな子が僕のお嫁さんになるなんて嬉うれしくて仕方なかった。でも失敗もしたんだ。花か壇だんの土がちょっと変わっていたから、ついいつもの調子で掘ほってしまった。だって発掘する時とかによく出る粘ねん土ど質の土だったからね。でも彼女が大切にしていた花壇だったらしくてわんわん泣かれたよ。僕もつい一緒になって泣いてしまって……。そうしたら、皇女が泣きやんでなぐさめてくれたんだ。僕はお詫わびに赤い花を贈おくったよ。でも……君に赤い花を贈っても知らんぷりされたから、やっぱり覚えてないんだって思って悲しかった」

「赤い……？　黄色じゃなくて？」

　ジャリスは思わず口にした。同じ話をナスタシャから聞いていたのだ。だが、所々違ちがう部分がある。皇女がもらった花は赤ではなくて黄色だ。そして花をくれた少年は茶色の髪かみだった。だが、目の前にいるギナンの髪は黒々としている。

「……ん？　黄色だったかな。でも確か赤だったと……あれ、でもそう聞かれると自信はないかもしれない。まだ子供の頃ころだったし、野の花を摘つんだ時は夜だったから、暗くてよく見えなかったんだ。とにかくあの時は皇女に謝りたくて、どうやったら許してもらえるかそればっかり考えていたから」

　ギナンが首を捻ひねった。ジャリスはふと頭に浮うかんだ〝もしかして〟をぶつけてみる。

「……皇子、その時もしかして、変装とかしてませんでしたか？」

「よく判るね。あの頃はウルネティス国の王族がケレン国を訪おとずれるなんて、それこそ自殺行こう為いだった。護衛していたシンリクット船長に、念の為に変装した方がいいって言われたんだ」

「髪を茶色に染めちゃったりなんかして？」

「そう！　そうだよ。君はどうしてそんな事まで知ってるんだい？」

　ナスタシャの初はつ恋こいの話とギナンの話が完全に一いつ致ちして、ジャリスは全身から力が抜ぬける。

（黄色い花をくれた、茶色の髪の少年……それってギナン皇子じゃないっ）

「でも、きっと……ナスタシャ皇女は覚えてないよね」

　俯うつむいて呟つぶやいたギナンに、ジャリスはすっくと立ち上がり、思わず声を上げた。

「皇子、一段落ついたらケレン国に行ってナスタシャ皇女とお会いする事をお勧めしますっ」

　目を丸くしたギナンが一度ジャリスを見上げたが、すぐにまた俯いた。

「でも、彼女に嫌きらわれたら……」

　気弱な発言に、ジャリスは頰ほおを引きつらせる。早く二人が会って、誤解を解くのが一番いい。ギナンとナスタシャならお似合いだと思う。きっと可愛らしくて優やさしい夫ふう婦ふになれるだろう。だがここで、ナスタシャの気持ちを代弁するのは、はばかられた。

「皇子、ナスタシャ皇女がお好きなのでしょう？　でしたら勇気を出してください。わたしはお二人を応おう援えんします。ぜひ早い内に、皇女とお会いになった方がよろしいかと」

　結けつ婚こんするまで会わずじまいだったら、ナスタシャは思い悩なやんだあげく、もっと身体からだの具合を悪くするかもしれない。ジャリスの勢いに目を瞬かせていたギナンだが、やがて何事か決意したように表情を引き締しめる。そして立ち上がると、ジャリスの青い瞳ひとみを見つめ大きく頷うなずいた。
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「ジャリス、いつの間にか元気になったみたいだな」

　コダートの呟きに、リンドは隣の机に目をやった。先さき程ほど洗い物を終えて帰ってきたジャリスは、リクとシャルマ、そしてギナンと熱心に話し込んでいる。夕食の時は何か思い悩んでいるように暗い表情をしていたが、今はいつもの元気な笑えみを浮かべていた。

　何があったのか知らないが、ジャリスが落ち込んでいると、乗組員達の雰ふん囲い気きも暗くなる。彼女が明るく笑う姿はリンドも気に入っていた。

「そうだな、あいつが暗いとどうも落ち着かねぇ。元気になったのは何よりだ。……よっと」

　立ち上がったリンドが扉へ向かおうとすると、コダートが声をかけた。

「どこへ行くんだ？」

「ちょっと外の空気を吸ってくるよ。すぐ戻もどってくる」

　ひらひらと手を振って扉をくぐると、外は真っ暗で空には細い三日月が浮かんでいた。

　リンドはそっと辺りを見回した。誰もいない事を確かく認にんして、ゆっくりと大通りを歩く。一人で考えたい事があった。

「……俺は、どうしたいんだろうな？」

　心の内を呟いてみる。これから先どうすればいいのか、最近リンドはよく考えるようになった。ジャリス達を助け、オシリスに身体を乗っ取られたカッサラを救う。だが、もしそれがうまくいったとしても、リンドが今まで人間達にしてきたひどい仕打ちが消えるわけではない。

　今はまだいいだろう。カッサラを救うという目標がある。だがもしそれを成し遂とげる事ができた後、自分はどうするのだろう。何食わぬ顔をして人間達に交じって生活するのだろうか。それはあまりに虫がいいように感じた。

　長い時を生きてきて、リンドは初めて自分の存在と、そして未来について考えていた。

「俺も、人間になれたらいいのにな」

　口をついて出た言葉に、リンドは自分でも驚く。そんな事は考えた事すらないはずだ。なのに、どうしてふいに口走ってしまったのだろう。だが、もし人間になれたなら……それは甘い誘ゆう惑わくに思えた。想像すると、自然と笑みが浮かんでくる。

　人間になれば魔ま法ほうは使えなくなるが、カッサラやジャリス達とずっと一いつ緒しよにいられる。苦労はあるだろうが、今みたいにわいわい騒さわがしくて楽しい旅を続けられるだろう。

　シャイ悪ターン魔にとって一いつ瞬しゆんでしかない時間をみんなと一緒に懸けん命めいに生きる。そして一緒に年を取り、時間がきたら死という眠ねむりにつく。だがそれでもいい。死を受け入れるのも、また人間なのだから。その考えは喜びと同時にリンドの心をぎゅっと締しめ付けた。楽しい想像は、所しよ詮せん想像でしかない。そんな叶かなわない願いにすがる程、自分は弱くなってしまったのかと。

　ぐるぐると今までの事が頭を駆かけめぐっていたリンドは、結局また同じ事を呟いた。

「俺は……どうしたいんだ？」

「お前はジャリス達を油断させて、指輪を取り戻すのだろう？」

　突とつ然ぜん聞こえた声に、リンドははっとして顔を上げる。いつの間にか、湖の辺りまで来ていた。近くに生えている大木に目をやると、太い幹の陰かげに誰だれかが立っている。思わず身構えると、人間の姿をして目だけを赤く光らせたラシッドが、リンドを見てほくそ笑んでいた。

「ラ、ラシッド……どうしてここに？」

「ご挨あい拶さつだな、様子を見にきてやったんだ。お前が苦戦しているかもしれないと思ってな。それにしても懐なつかしいな。リンド、ここの事を覚えているか？　ここはまだオシリス様が眠りにつかれる前、宮きゆう殿でんを構えられていた場所だ」

　リンドは思わず目を見開いた。もう千年以上前の話だ。その頃のアラバーナはまだ一人の国王が大陸を支配していた。ソルト・アラバーナという名の人間は、元々穏おん和わで優しく民たみ思いの国王だった。だが、混乱を望んだオシリスが彼を操あやつり暴君へと変えてしまった。八人の家臣達に反感を持たせて暗殺させたのは、他ほかならぬリンドだ。そうして一つだった国を八つにわけて、更さらに国同士で戦いを過熱させるよう仕組んだのだ。それが当時オシリスが一番気に入っていた遊びだった。

「ここに翡翠の指輪があったというのは、不思議な話だな。もしかしたら、オシリス様の魔ま力りよくが千年経たった今でもこの土地に残っていたのかもな。そのせいで指輪の持つ魔力が反応して、ここに飛んできてしまったのかもしれない」

　ラシッドの仮説には頷ける部分もある。古い記き憶おくはもうおぼろげだが、確かに昔オシリスが住んでいた宮殿はこの辺りだったように思う。その頃は湖も町も存在していない砂さ漠ばくだった。

「でも、緋ひ石せきの指輪はまだ行方ゆくえが判わからないんだ。ここにあれば翡翠の指輪が反応するはずだけど、それもないし……。次に緋石の指輪を見付けてから俺が二つとも奪うばうから……」

「その計画だが、少し変へん更こうしようと思うんだ」

　聞き慣れた声に、ぞっと背筋を震ふるわせた。リンドが目を見開くと、ラシッドが立っている大木の反対側から、腕うで組ぐみしたカッサラ……いや、オシリスが赤い目を光らせて姿を現した。

　直接会うのは久しぶりだ。精せい悍かんな顔立ちに黒い短めの髪。だが同じ身体のはずなのに、中身が違ちがうとやはり別人だ。リンドは内心で焦あせりつつ、それを顔には出さないようにしながら跪ひざまずく。

「オシリス様……このような所においでいただかなくても、指輪の捜そう索さくは俺が……」

「変更するといっただろう。あの人間達は少々目め障ざわりだ。リンド、あいつらを殺せ」

　リンドは俯いたまま、ぐっと唇くちびるを嚙かみしめた。

「前にも申しましたが、ジャリスは指輪の地図を背中に持っています。殺す訳には……」

「ああ、俺の言い方が悪かったな」

　少しも悪いとは思っていない口調で、オシリスが口元をつり上げた。

「ジャリスには死んでもらっては困る。あの女は指輪を捜さがし終えたら、俺がじっくり始末するからな。それにコダートは俺の血族だ。俺が愛した妹のたった一人の子供。この二人には死んでもらっては困る」

　リンドは内心ほっとする。とりあえず、今は彼らの魔の手から逃のがれる事が第一だ。

「だが、他の者達は邪じや魔まだろう？　殺してしまえ」

　リンドは俯いたまま息を吞のんだ。町には、シャルマやリク、ギナンが残っている。彼らを殺せというのだろうか。リンドは何食わぬ表情を作って、オシリスを見上げた。

「しかしそんな事をすれば、俺がジャリスの信しん頼らいを失います。それでは指輪の捜索が難しくなるかと……」

　うまく言い逃れなければならない。オシリスは残ざん酷こくだが、移り気でもある。興味がなくなれば、気に入ったおもちゃでもすぐに捨ててしまう子供のように。今ここを乗りきれば、何とかなるとリンドは思った。オシリスがすっと右手を広げてリンドに向ける。金と銀の指輪が月の光を吸いこむように鈍にぶく光っていた。

「そうか、では俺がやってやろう。お前はジャリスとコダートを連れて、この町を出ろ。残りの人間達は、俺が始末をつけてやる。そうだ、この町ごと消しよう滅めつさせてやろう。そのぐらいなら、この二つの指輪だけでも十分可能だ」

「それは面おも白しろうございますね。オシリス様」

　相づちを打ったのはラシッドだ。頰をそめているのが、薄うす暗ぐらい中でも判った。リンドは必死に頭を回転させた。何とかオシリスの気持ちが変わるよう仕向けなければならない。

「それでも、ジャリス達だけを連れて町を出て、残った乗組員達が死んだら、ジャリスはきっと俺を疑います」

「そこを何とかするのがお前の役目だろう。騙だまして殺すのはお手の物だったはずだ。まさか人間達に情が移ったのか？」

　一瞬オシリスの顔が真しん剣けんな物になる。リンドはやっと気づいた。自分は試ためされているのだと。オシリスは、リンドが裏切っているのではないかと疑いを持っているのだ。これ以上みんなの命いのち乞ごいをすれば、オシリスの疑いは確信に変わるだろう。そうすれば、みんなと一緒に自分も殺されてしまう。

「それともこんな町一つ消滅させるのを躊ちゆう躇ちよしているわけではあるまいな。お前が昔もっと大きな町を住民ごと焼き払はらったのは、俺も覚えているぞ。お前、楽しそうだったじゃないか」

　リンドは思わず身体からだを震わせた。忘れてしまいたい過去だった。コダートは後こう悔かいして反省すれば、きっと成長できると言ったが、リンドが今までやってきたことをすべて知ったら、絶対にそんな事は言わないだろう。みんなには知られたくなかった。

「リンド、俺はお前が気に入っている。お前は俺の配下の中で、もっとも人間達を騙すのがうまかった。そうそう、あのソルト・アラバーナの事もよく覚えているぞ。あれは最高に面白かった。あの時八人の家臣達を騙したように、もう一度お前の手しゆ腕わんをみせてくれ。蘇よみがえったのはいいが、ずっと火山の宮殿にこもってばかりで退たい屈くつなんだ。俺を楽しませてくれるだろう？」

　嫌いやとは言えなかった。そんなことをすれば、ここで死体になるのはリンドだ。

「す、少し、時間をください」

「いいや、待てないな。遊びたくてうずうずしているんだ。今すぐジャリス達を連れて町を出ろ。ぐずぐずしていたら、お前も巻き添ぞえになるぞ。ああ、そうそう、判っていると思うが、逃にげるのはお前とジャリスとコダートだけだ。他の者達がもし逃げようとしたら、その場で全員殺す。そんな事はないと思うが、妙みような事は考えるなよ」

　もうオシリスを説得できないと悟さとったリンドは慌あわてて立ち上がり、きびすを返した。救いたかった、全員を。リンドにとってバルク号は、カッサラが指揮していたアクラブ号と同じくらい、居い心ごこ地ちのいい場所だったから。
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　コダートは、井い戸どに顔を洗いに外に出ていた。食堂の酒を少々拝借したせいで、火ほ照てり始めた顔を少しさましたかった。ジャリス達はまだ食堂で話し込んでいる。今の話題はギナンの考古学についてだ。ジャリスが皇女の振ふりをしていた時にはできなかった質問を連発すると、ギナンが喜んで答えていた。

「あれ、リンド。どうしたんだ。そんなに息切らして」

　コダートは、大通りの向こうから走ってくるリンドに気づいて声をかけた。すぐ近くで立ち止まったリンドが、息を整えている。真っ青な顔色で、目をきょろきょろとさせ、何事かを言おうと口を開けた。だが躊躇したように頭を振る。どうも様子がおかしいと気づいてコダートが眉まゆ根ねを寄せると、リンドが唇を震わせた。

「ど、どうすればいいのか……判らない。でも……」

　リンドが決意したように顔を上げた。真剣な瞳ひとみでコダートを見つめる。

「オシリスとラシッドが来てる。あいつら、俺にジャリスとコダートを連れて町を出ろって言った。シャルマ達を殺して、この町を消滅させるって。……早く逃げないとまずいぞ！」

　震える声を聞いて、コダートは目を見開いた。すぐに食堂に戻もどろうとしたが、腕うでを摑つかまれる。

「シャルマ達が逃げるそぶりをしたら、すぐに殺すって。オシリスとラシッドの二人が相手じゃ、魔力の大半を封ふうじられている俺と半魔物のお前がどんなに頑がん張ばったって勝ち目はない」

「だが、シャルマ達を置いて逃げるわけにはいかないだろう！」

「当たり前だっ。だからお前に相談してるんだろ。みんなを助けたいんだ。何としてでも！」

　コダートは動きを止めた。リンドが必死な表情でジャリス達がいる食堂を見つめる。

「時間はもうあんまりない。何とかオシリス達にばれないように逃げ出さないと」

「馬車がある。それで逃げられないか」

　ジャリス達が、バルカンに連れてこられた時の馬車がまだ町にあった。リンドが首を振る。

「駄だ目めだ、すぐに追いつかれる。そうしたらジャリスとお前は生け捕どりにして、後は全員殺される。俺も含ふくめてな。ちきしょう！　俺が魔法を使えれば、みんなを移動させられるのに」

「魔法……そうだ。ジャリスの居所を捜した時みたいに、腕うで輪わから魔力をもらったらどうだ？　それか魔力を増ぞう幅ふくする翡翠の指輪をはめてみるとか……」

「いいや、どっちも無理だ。ジャリスの居所が判ったのは、背中の地図と腕輪が呼び合っていたからさ。あれは本来二つで一つなんだ。片方だけだと、できる事は限られてしまう。移動の魔法なんて到とう底てい無理だ。それに翡翠の指輪を使うなんて危険だぞ。あれはオシリスの強大な魔力が宿ってる。魔力を取り込みすぎて今度こそ暴走するぞ！」

　リンドが歯がみした。コダートはいい方法がないかと考えを巡めぐらせる。馬車が駄目なら走って逃げるのは論外だ。だからといって、ジャリスとコダートだけ先に逃げたら、シャルマ達が助かる見込みはない。怪かい鳥ちようのルークを呼びだしてシャルマ達を逃がしたとしても、空を飛べるシャイ悪ターン魔達には追いつかれてしまうだろう。口元に手を当てたコダートは、ふとある事を思いだした。ヨーヌルにくる前、ターラからかなり狼狽うろたえてしまうような話を聞いていたのだ。

「……なあ、リンド。魔物ジン同士は魔力を分け合う事ができるんだろう？　お前は魔力が補ほ充じゆうできれば、魔法を使えるんだよな？」

「あ、ああ、でも半魔物のお前の魔力をもらったって全然足りないぞ」

「じゃあ、俺一人じゃなきゃどうだ？」

　本当はこの手は使いたくない。面白そうに話をしていたターラを、コダートは恨うらめしくさえ思う。だが少しでも助かる可能性があるのなら、賭かけてみたかった。リンドがはっとする。

「それだったら……。あっ、もしかして！」




〝ゴゴゴォッ！〟




　リンドが声をあげたと同時に、辺りに地じ響ひびきがし始めた。ぐらぐらっと地面が揺ゆれる。立っていられなくて、コダートは思わず膝ひざをついた。リンドが悲鳴に近い叫さけびを上げる。

「地震が始まった……。オシリスが来るっ。やばいぞ！」

　大通りの奥に目を向けると、月明かりに照らされた石造りの家々が建ち並ぶ町並みに、到底現実とは思えない光景が広がっていた。建物が一いつ瞬しゆんで砂と化して崩くずれているのだ。その砂は、まるで津つ波なみのように空高く舞まい上がり、コダート達のいる方向に向かっていた。

　次々と建物を吞のみ込みながら押し寄せてくる砂の津波に、コダートは目を見開いて息を吞む。

「これが、オシリスの力……」

　一瞬呆ぼう然ぜんとしたコダートだが、すぐにはっとして立ち上がった。もはや少しの猶ゆう予よもない。今はジャリス達を救う事が最優先だった。
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「きゃぁぁっ！」

　ジャリスは突とつ然ぜん起こった地震に、思わず悲鳴を上げた。ぐらぐらと食堂がゆれて、先さき程ほどジャリスが棚たなに片づけた食器が音を立てて床ゆかに落ちる。メキメキと建物も悲鳴を上げていた。

「これは大きいです！　外に出ましょう。急いで！」

　シャルマに手を引かれて、ジャリスがよろめきながらも外に出ると、目を疑うような事態が起こっていた。建物が次々と崩ほう壊かいし、砂となってどんどん押し寄せてくる。これがただの地震ではないとジャリスは瞬しゆん時じに悟った。

「ジャリス、オシリス達が来ている。すぐに逃げないとやばい！」

　叫んだのはリンドだ。隣となりにいたコダートがジャリスに駆かけ寄った。

「ジャリス、腕輪を持ってるだろう、貸せっ」

　ジャリスは慌ててはめていた腕輪を外した。何か考えがあるのだというのは察しがついた。砂の津波はみるみる内に、すぐ近くまで迫せまっている。吞み込まれたらひとたまりもない。

「みんな集まって手をつなげ！」

　リンドの指示通り、みんなが輪になって手を握にぎりあう。ジャリスの手をとったのは、コダートだ。そのまま近くにいたシャルマと手を繫つなごうとしたジャリスだが、コダートにぐっと引き寄せられて、思わず声を上げた。

「きゃっ、な、何？」

　ジャリスの身体を抱だきしめるように、右手を背中に回したコダートが、一瞬目を瞑つぶる。すぐに開いた瞳は血のように赤く染まっていた。左手では、銀色の腕輪が輝かがやきを増している。

「ど、どうしたの？　コダート！　何をする気なの？」

　訳が判わからず息がかかる程近くにあるコダートの顔を見つめると、赤い瞳がすっと伏ふせられる。

「……すまない。後で事情を話すから」

　優やさしい響ひびきを持つ声とともに、そっと傾かたむけられたコダートの顔が戸と惑まどうジャリスに近付いた。

「えっ、ちょっと……」

　狼狽うろたえて叫ぼうとした声が途と切ぎれた。唇くちびるに柔やわらかい何かがあたる。温かくて優しい何か。それがコダートの唇だと気づくのに、少し時間がかかった。だが理解した途と端たん、ジャリスの心臓が飛び出しそうに跳はね上がった。

（な、なななな何、何、なんなのよーっ、何で口付けするのっ？）

　抗あらがおうとしたが、コダートの力強い腕に抱きしめられ、少しも身じろぐことができない。息一つつけなかった。苦しくて苦しくて、ジャリスはコダートの厚い胸をどんどんと叩たたく。それでもコダートは放してくれなかった。
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「何をしているんですっ、コダート！」

　叫んだシャルマを、リンドが捕つかまえている。言い合いしている二人の言葉も、ジャリスの耳には入らない。ただ、温かな唇の感かん触しよくだけが、ジャリスの心と身体からだを支配していた。

　どれくらい口付けしていたのか判らない。もしかして一瞬の事だったのかも。だがジャリスにとっては、とてつもなく長く感じた。ぐったりとしてしまった頃ころ、コダートの唇がようやく離はなれた。コダートがジャリスの身体を支えたまま、持っていた腕輪を見つめる。銀色のはずの腕輪が赤く光っていた。まるでコダートの瞳のように。

「使え、リンド！」

　コダートが腕輪をリンドに投げる。受け取ったリンドは、一瞬で黒い翼つばさを持つシャイ悪ターン魔へと姿を変化させた。

「早く手をつなげっ。何があっても絶対に放すなよっ」

　呆ぼう然ぜんとしていたジャリスの手を握ったのは、コダートだ。もう片方の手を戸惑いの表情を浮うかべたシャルマが握る。みんなの輪の中心にいたリンドが声を上げた。

「よしっ、逃にげるぞっ」

　同時に、腕輪が目を開けていられない程真っ赤に輝いた。赤い光がジャリス達を包み込む。

（な、何だったのよーっ、今のは！）

　声にならないジャリスの叫びだけが、崩れ去る町に残ったのだった。
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「本当にすまなかった」

　甲かん板ぱんで深々と頭を下げたコダートを、ジャリスはじとっと見つめる。リンドの魔法でヨーヌルから逃げ出したジャリス達が目覚めたのは、朝日が昇のぼるバルク号の甲板だった。全員無事に逃げられたとほっとしたジャリスだが、突然コダートに口付けされた事に、戸惑いを隠かくしきれないでいた。甲板に立つシャルマも冷たい視線でコダートを見み据すえている。触れただけで凍こおり付くような空気を、隠そうともしないで。コダートが気まずそうに口を開いた。

「いや、あのな。腕うで輪わを使って誘ゆう拐かいされたお前の居所が判っただろう。お前達を助けに行く前に、ターラがもしかしたら腕輪にはもっと有効な使い道があるかもしれないと言ったんだ。腕輪とお前の背中の地図には、俺の母親の魔力が込められている。二つを融ゆう合ごうさせられれば、母の魔力を俺が使えるようになるかもしれないって。だが、地図はお前の背中から取り出すことはできない。それで……その、ターラがある仮説を立てて……」

　甲板の手すりに器用に座っていたターラが、茶ちや化かすような声を上げた。

「魔力を使いたい時は、腕輪を持ってジャリスとチューしてみろって言ったんだ。魔物ジン同士で魔力を分け合う時はそうするからさ。でもこんなにうまくいくとはなぁ。俺って凄すごくねぇ？」

（凄くないわよっ）

　ジャリスは顔を引きつらせた。それでも口に出さないのは、確かにせっぱ詰つまった事情があったし、仕方ないとも思うからだ。シャルマも同様なのだろう。怒いかりが全身から吹ふき出しているが、コダートを責めるような事は言わなかった。

　シャイターンの姿のまま、甲板の中央に座り込んでいたリンドが、弱々しく呟つぶやく。

「怒るなよ、ジャリス……。コダートが腕輪に魔力をためてくれたおかげで助かったんだし」

　魔力をもらったとはいえ、リンドの消しよう耗もうは激しいようだ。息も荒あらくぐったりしていて今にも倒たおれ込みそうだった。

「おい、休んでろよ、リンド。船室に連れて行ってやる。ナッシルに診みてもらおうぜ」

　ターラがひょいっと手すりから飛び降りて、リンドに近付いた。リンドは悔くやしそうな表情をしたが、渋しぶ々しぶと差しだされたターラの手に摑つかまる。

「ちきしょうっ、お前に手を貸してもらう日がくるとはな……！」

「そういうなよ、リンド。お前もバルク号の一員なんだろ、だったら、俺の仲間なんだよ。仲良くしようぜ。……ジャリス達を助けてくれてありがとうな」

　ターラが感謝するなんて珍めずらしい。ジャリスが目を丸くしていると、リンドがふんっと鼻を鳴らした。

「なんだよ……。お前がそんな事言うなんて、気持ちわりぃよ」

　ぶつぶついいながらも、リンドはターラに肩かたを貸してもらい、船室へと戻もどっていった。

「……ジャリス、私はリクと一いつ緒しよに、ギナン皇子を王宮にお送りしてきます」

　シャルマがきびすを返した。ギナンとリクは船室だ。さすがに色々あって疲つかれたのだろう。ギナンが気分が悪いというので、休んでもらっていた。船室へと足を向けたシャルマが、ふとコダートのすぐ側そばで立ち止まる。

「事情は判りました。あなたのおかげで私達の命が助かりました。それは礼を言います」

　ジャリスは思わずぶるっと震ふるえた。シャルマは、気の弱い人間なら卒そつ倒とうしかねない冷たい空気をまとっていた。にっこり笑って礼を言っているのに殺気を感じるのだ。

　凍り付く視線を一身に浴びたコダートが、顔を引きつらせた。

「あ……いや、本当にすまないと……」

「私に謝る必要はありませんよ。あなた方は婚こん約やく者同士ですし。ただ、たとえせっぱ詰まった状じよう況きようだったとはいえ、ジャリスの意思を無視したのは感心しません。……あなたがもし乗組員でないなら、何もない海の真ん中に突つき落としてやるのに」

　最後にぼそっと呟いた一言に、コダートが青ざめる。泳げないコダートにとって、何より恐おそろしい罰ばつだろう。だがシャルマはふふっとほくそ笑えんだ。

「冗じよう談だんですよ。真に受けないで下さい」

「いや、冗談にはとても聞こえなかっ……うっ」

　コダートが、こちらに背を向けたシャルマと正面から顔を見あわせ、言葉を失っている。ジャリスが何事かと首を傾かしげると、シャルマが振ふり向いてこちらに微笑ほほえみかけた。その顔は普ふ段だん通り冷静なものだった。

「ではジャリス。ギナン皇子の事は、私とリクに任せてください」

　シャルマが船室への扉とびらをくぐった。姿が見えなくなってから、コダートがぼそりと呟く。

「……俺はクアイ皇子を抜ぬいて、シャルマの抹まつ殺さつしたい男第一位に選ばれた気がする。シャルマの顔がそう言ってた……。あんな顔ができるなんて、シャルマは人間じゃない……」

　それはどんな顔だと聞きそうになったが、ジャリスはすぐにはっとした。辺りを見回すと甲板には誰だれもいなくなっていた。コダートと二人きりだと判わかって、ジャリスは口ごもる。しばらく静せい寂じやくが流れたが、先に口火を切ったのはコダートだ。

「ええっと、とりあえず、もう一度謝る。すまない。お前の意思を無視してしまって」

　ずっとこのまま気まずいのは嫌いやだった。ジャリスは渋々と口を開く。

「……もういいわ。だって、しょうがなかったんですもの。みんなの命と引き替かえだったら、全然惜おしくないわよ……。初めてだったけどっ」

　頭では判っているが、心では納なつ得とくがいかなかった。ジャリスだって十七歳の女の子だ。初めての口付けは、好きな人と、素す敵てきな場所で、くらいの夢は持っている。

「あっ……そうか、初めてだったのかっ。そうか、そうか！」

　急にコダートの声が一段階上がった。見ると何が嬉うれしいのか、にこにこしている。

「……何でそんなに笑ってるのっ。できれば一言断ってくれるぐらいの誠意は欲しかったのよ」

　ジャリスの低い声に、コダートが慌あわてて表情を引き締しめた。

「あっ、そうだな。悪かった。本当に許してくれ」

「別に許すような事じゃないわよ。もういいわ。とにかくみんな無事だったんだし」

　ジャリスは口を尖とがらせて呟いた。口元に手をあてると、あの時の柔らかい感触が蘇よみがえる。コダートの唇は、温かくて優やさしかった。ジャリスはかっと顔を赤くする。

（ああっ、もう！　これは事故よ。もう忘れないと。でもでもでも、恥はずかしくて、コダートの顔が正面から見られないーっ）

　優しい潮風が、混乱してもだえるジャリスの髪かみを、撫なでるように吹いていた。
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「では、ヨーヌルの町が消しよう滅めつしたのは、魔王マリードのしわざなのか？」

　ウルネティス国の王宮にある広間で、壇だん上じように座った国王ブレイズを、跪ひざまずいたままジャリスは見上げた。ブレイズの後ろで控ひかえているのはギナンだ。目が合うと、そっと微笑まれた。ジャリスの隣となりにはターラがいる。彼と二人で、ヨーヌルの町で起こった出来事を説明しに来たのだ。

　ジャリスが偽にせ者ものだった事は、すでにターラからブレイズに伝えてあった。そのせいか、金きん髪ぱつのジャリスを見たブレイズは、一瞬眉まゆ根ねを寄せただけで何も言わなかった。騙だまされてはいたが、反対派の人間達が誘拐したのが、本物の皇女でなくてよかったと内心では思っているのかもしれない。冷たいようだが、人の上に立つ国王としては、当然だとジャリスは思う。

「ああ、あいつら、そろそろ本格的に動き始めたようだ。このままじゃまずいぞ」

　国王相手だというのに、ターラはいつもの調子で、立ったまま腕うで組ぐみをしていた。しかしブレイズは慣れているのか気にもとめていない。

「ヨーヌルの調査に行かせた者達からの報告によると、町は跡あと形かたもなく消え去っているそうだ。建物どころか、道具一つ見つからない。まるで最初から何もなかったかのようにな。残っているのは、まるで砂さ漠ばくのように広がった大量の砂だけだ」

「それがオシリスの力さ。だがまだほんの一部にすぎない。オシリスが四つの指輪を集めて本来の魔ま力りよくを取り戻したら、アラバーナ大陸全体が同じような目に遭あうだろう。それだけの力をあいつは持ってる」

　ジャリスは背筋がぞっとした。いまでも鮮せん明めいに思い出せる。建物が一瞬で砂と化し、崩くずれ去る光景が。砂の津つ波なみに襲おそわれた時は、もう駄だ目めだとさえ思った。

「どうすればいいんだ、ターラ。わしにできる事はなんだ？」

　ブレイズが真しん剣けんな表情で身を乗り出した。ターラは腕うでを解いて、腰こしに手を当てる。

「ケレン国との和平をなるべく早く実現させてくれ。オシリスと戦うには、各国の協力が必要だ。アラバーナ大陸全体が一つになって戦わないと、オシリスを止めるなんて到とう底ていできないぞ」

　深く頷うなずいたブレイズに、後ろで控えていたギナンが話しかける。

「父上、僕がケレン国に参ります。ナスタシャ皇女と国王にお会いして、婚約の話を進めます」

　気弱なギナンとは思えない、力強い口調だった。表情には少しの戸と惑まどいも見られない。

「勇気を出してみるよ。ジャリス」

　ジャリスに目を向けたギナンが胸に持ってきた拳こぶしを、ぎゅっと握にぎりしめる。決意の表情を浮うかべたギナンに、ジャリスは嬉しくなって頷いた。

　話が終わり、深々と頭を下げて扉に向かおうとしたジャリスを、ブレイズが呼び止めた。

「ジャリス……お前はケレン国からナスタシャ皇女の代わりをするよう頼たのまれていたのだろう？　今回の事をコンスルル国王に報告するのか？」

　ジャリスは歩みを止め、ブレイズに向き直る。

「……はい。ですが、反対派達に誘ゆう拐かいされた事は内密に致いたします。わたしの不ふ手て際ぎわでナスタシャ皇女の振りをしていたのがばれてしまったのだと、コンスルル国王にお詫わびします。そしてギナン皇子の恩情で許して頂いたと。脅きよう迫はく状を送った者は海かい賊ぞく同盟のニザーイが捕とらえたので、皇子と皇女の結けつ婚こんには何の支障もないとお伝えします」

　これはターラとも相談していた事だ。ウルネティス国側の反対派達が暗あん躍やくしていた事は、既すでにケレン国側も知っている。隠かくす事はできないだろう。だが誘拐騒そう動どうはなかった事にした方がいい。せっかく縁えん談だんがまとまりかけているのに、わざわざ波風を立てたくはなかった。

「それでは、お前は試練を達成できなくなるのではないか？　一人で泥どろを被かぶることになるぞ」

　確かに旗をもらう事はできないだろう。だが、試練よりも大切な事があるとジャリスは知っている。

「大切なのは、アラバーナ大陸が平和になって、みんなが安心して暮らせるようになることです。その為ためなら、たとえ試練が達成できなくても少しも悔くいはありません。それにこの縁談がまとまって両国の和平が成立すれば、国境沿いで争いを続けている民兵達を、国こく賊ぞくとして大々的に取り締まれるのでしょう？」

「ああ、昨年父王が亡なくなって、民兵達へ内密に行っていた支し援えんを止めさせたのだが、それでも彼らの勢いがとどまることはなかった。王宮の誰かが武器や資金を彼らに流していると判っていたが、どうしても誰だか判らなかったのだ。はっきり言うと、王宮の人間は誰も信用できなかった。だから海賊同盟のニザーイに内密に調査させていたのだ。だが……バルカンが持っていた血判状にその答えがあった。これで王宮や軍に巣くった反対派達を一いつ掃そうできる。資金がなければ、民兵達も弱体化するだろう。これを機会にわし自らが指揮して彼らを取り押さえる。もうケレン国へ侵しん攻こうさせはしない」

　安あん堵どの笑みを浮かべたジャリスを見て、ブレイズがすっと目を伏ふせた。

「……すまない、ジャリス。本来ならバルカンを捕らえた功績は、お前のものだったのに。だが誘拐の事はケレン国側に知られたくないのだ。反対派達は脅迫状を送っただけで、行動を起こす前に捕らえられた、そういう事にしてもらいたい。……だがお前がこの国にしてくれた事は決して忘れない。ありがとう」

　最後の一言が何より嬉しかった。ジャリスは再びブレイズにお辞じ儀ぎすると、今度こそターラと二人、広間を後にした。




「ターラ、ずっと聞きたかったんだけど……ファランダ夫人はどうなったの？」

　広間を出て先を歩いていたターラに、ジャリスは駆かけ寄った。ターラが足を止め振り向く。表情にはいつものへらへらとした笑えみはなかった。

「お前達がヨーヌルにいる間に捕らえたよ。今バルカンと一いつ緒しよに軍が取り調べてる」

「……彼女たちも被ひ害がい者しやだわ。何とか助けてあげられない？」

　ジャリスは唇くちびるを嚙かみしめ俯うつむいた。無理だというのは判っていた。それでも言わずにはいられない。ファランダとバルカンは戦いが生んだ被害者だ。少しでも罪を軽くして欲しかった。だがターラはゆっくりと首を振ふると、厳しい視線を向けた。

「……ジャリス、被害者だからといって、彼らの罪を許す事はできない。確かに俺が口くち添ぞえすれば、彼らの罪を見み逃のがしてもらう事はできるかもしれない。俺にはそれだけの力も国王からの信しん頼らいもある。だが、それでは何も解決しないんだ。……安心しろよ、バルカンが反対派の人間達が書いた血判状を持っていたからな。捜そう査さに協力する条件で、二人とも処しよ刑けいは免まぬかれるだろう。罪を認め償つぐなって、初めて彼らは自分達のした愚おろかな行こう為いに気づくだろう。それまでは彼らに考えさせる時間が必要だ」

　ターラの精せい一いつ杯ぱいの恩情なのかもしれない。処刑を免れるのはせめてもの幸いだ。

「ジャリス、戦いは一ひと握にぎりの傲ごう慢まんな勝者と、無数の被害者を生む。もう生まれてしまった被害者にしてやれる事は限られている。それよりも、これ以上被害者を生まないようにするべきだと俺は思う」

　ターラの胸の内を聞いたのは初めてかもしれない。海賊同盟の基本は、アラバーナ大陸と海の平和を守ること。同盟を創つくったターラの真意は、まさに今の言葉なのだろう。

「……その為に、ウルネティス国とケレン国の和平をとりつけたのね。長い時間をかけて」

　ジャリスはギナンの話を思いだしていた。十数年前、ターラに連れられて父であるブレイズとケレン国に行った話だ。

「ああ、ウルネティス国の前国王は、人の話に全然耳をかさねぇじじいでな。一応停戦条約を守ってあからさまな侵攻はしなかったが、民兵達を支援してケレン国の領土を手に入れようと虎こ視し眈たん々たんと狙ねらってた。散々説得したが、のらりくらりとかわされてばっかりだった。だから俺は平和を望んでいた当時まだ皇子だったブレイズにかけたんだ。彼を連れてケレン国に行き、コンスルル国王との話し合いの場を内密に設けた。それが十数年前。ブレイズが王座についたら、正式にギナン皇子とナスタシャ皇女を結婚させるって決めたのもその時だ。二人を引き合わせたら、最初はけんかしてたけど、後からずいぶんと仲良くなっていたし。まあ政略結婚だけど、仲のいい夫ふう婦ふになるにこしたことないしな」

　ギナンとナスタシャの幸せを願っているのは、ジャリスだけではないようだ。さすがにアラバーナ大陸の英えい雄ゆうと呼ばれるだけあって、ターラはやることに隙すきがない。

「でも結構苦労したんだぜ。定期的にウルネティス国とケレン国を訪おとずれて、お互たがいの気持ちがすれ違ちがわないように配はい慮りよしてさ。あーあ、俺の予定では、互いに名前も知らない相手に淡あわい恋こい心ごころを抱いだいていた皇子と皇女が、政略結婚させられそうになって一度は悲しむんだけど、会ってみたらそれが初恋の相手だったっていう、まるで物語のような恋話になるはずだったのに。暗殺予告のせいで台無しだよ」

　ターラは意外と夢見がちな所があると、ジャリスは苦く笑しようした。それにギナンの方は、ナスタシャの事をしっかり覚えていたのだ。だが、それは言わないでおこうとジャリスは思った。

「あっ、そうだ。ジャリス、最初に謝っとく。ごめん！」

　突とつ然ぜんターラが片手を顔の前に持ってきて、声を上げた。ジャリスは思わず眉まゆ根ねを寄せる。

「何よ、わたしが怒るような事したの？」

「いやーあっはっはっ。実はさ、ウルネティス国に来る前、お見合いが正式に決まったって言うから、ケレン国に様子を見に行ったんだよ。そうしたら、暗殺予告が来たってコンスルル国王が慌あわてて相談してきたからさ。それでナスタシャ皇女によく似ているお前を代わりに行かせたらどうかって話をしたんだけど……」

　それはもう知っている。気になるのは、どうやらその話に続きがありそうな所だ。

「それでさ、さすがに無む謀ぼうだろうってコンスルル国王が言うもんだから、ウルネティス国のブレイズ国王にだけお前が偽にせ者ものだって事を俺が教える手はずだったんだよ。お前達にも教えると緊きん張ちよう感かんなくすから、言わないでおこうって話になって。でも俺、指輪捜さがしに夢中になってて、王宮に行くのが遅おくれてさ。ナスタシャ皇女がもうすぐ到とう着ちやくするって噂うわさで聞いたから、慌ててブレイズ国王に会いに行こうとしたら……」

「……ニザーイに捕つかまったのね。どうして？　どうしてそんな大事なこと後回しにするのっ」

　ジャリスはわなわなと唇を震ふるわせた。ずっとおかしいと感じていた。両国の和平がかかった大事なお見合い。いくら取りやめることができない事情があるとはいえ、偽者を使ってばれればそれこそ和平どころではなくなってしまう。一国の国王がこんな危険な賭かけをしたのは、ターラの後押しがあったせいだろう。そんな密談があったのなら、先に教えて欲しかった。

「お前が来るまでに言いに行けばいいと思ったんだよ。まさか捕まるなんて思わなくてさ。だから早く助けに来てくれって言っただろ」

　開き直った態度が許せずじとっと見つめると、ばつが悪いのかターラがさっさと歩き出す。

「まあいいじゃねぇか。結局縁談は無事にまとまりそうだし……。あ、そうだ、ジャリス。ギナン皇子と一緒にケレン国に行けよ。皇子と仲いいみたいだし、護衛は任せた。翡ひ翠すいの指輪はお前が持ってろよ。俺は引き続きもう一つの緋ひ石せきの指輪を捜しに行く。そろそろ船に戻もどらないと、フィクルに説教されちまう。コンスルル国王に、俺が和平を急げと言ってたと伝えてくれ」

　呆あきれながら一緒に歩いていたジャリスは、何とか気を取り直してターラの言葉を頭にたたき込む。二人で廊ろう下かを進んでいると、前方に人ひと影かげが見えてきた。壁かべに凭もたれて立っているのはニザーイだ。ターラを戸と惑まどいがちに見つめたニザーイは、こちらに近付くと持っていた何かを渡わたした。受け取ったターラが目を丸くしている。ジャリスが彼の手元を覗のぞき込むと、ニザーイが父からもらったという羅ら針しん盤ばんが握にぎられていた。

「返します。あなたのですから」

　ジャリスは心の中であっと声を上げた。すっかり忘れていたが、ニザーイはターラの隠し子かもしれないのだ。

「へえ、返してくれるのか？　これは父親にもらった物なんだろう？」

　うそぶいたターラに、ニザーイが目を伏せる。

「……本当は母からもらいました。父からの贈おくり物だと言われて」

「それは、リオナって名前の女じゃないか？」

　ニザーイがすっと目を見開いた。ターラが羅針盤の蓋ふたを開ける。古びて傷だらけだが、針は正確に北を示していた。

「だったらこれはお前の物だ。生まれてくる子供にやれって俺が言ったんだ。認めるよ、お前は俺の息子むすこだ。マラファムにもお前の事は俺から連れん絡らくしておくよ。お前は堂々とシンリクットの名前を名乗っていい」

　ターラが羅針盤を返そうとすると、ニザーイがぐっと拳こぶしを握りしめ、首を振った。

「……噓うそをつかないでください。俺は知ってるんです！　母は、ずっとあなたが父親だって言ってたけど、本当は違ちがう。俺の父親は海うみ蜥蜴とかげだった。だけど、あなたに捕とらえられて処刑されたんでしょう？　生き残った母が身ごもっているのを知って、あなたが父親代わりを名乗り出てくれた。母に十分な金と羅針盤を渡して、困ったら自分の名前を使えと言って」

　海を荒あらす無法者の海蜥蜴。彼らを捕まえるのも海かい賊ぞく同盟の仕事の一つだ。ニザーイの叫さけびを聞いても、ターラは眉まゆ一つ動かさなかった。

「誰だれがそんな事を言ったんだよ。でまかせだ。信じるな」

「最初は俺もあなたが父親だって信じてました。だけど見習いになって、初めて捕まえた賞金首の男が言ったんです。俺と顔がよく似た海蜥蜴を知ってるって。そいつはシンリクット船長を困らせた大物だったって。詳くわしく話を聞いたら、そいつの妻の名前がリオナ。そしてそいつが死んだ年に、俺は生まれてる。偶ぐう然ぜんじゃないでしょう？　あなたは生まれてくる子供の父親が海蜥蜴だと知れれば、子供が可哀かわい想そうだと思ったんだ。違いますか？」

　詰つめ寄られたターラがふっと笑う。そしてニザーイの頭をぽんっと軽く叩たたいた。

「……確かに、お前とよく似た海蜥蜴の大頭がいたよ。いやー、敵ながらあっぱれな奴やつでさ。弱い奴から盗ぬすみは働かないし、どんなに大人数で攻せめてこられても一歩もひかない。冷静で頭がよくて、子分達にも慕したわれてた。敵だったけど、あいつの事は結構気に入ってたよ。だから対決した時は容よう赦しやしなかった。そんな事したら、あいつに失礼だしな。そして勝負は俺が勝ったんだ。あいつは勝負がついたら、抵てい抗こうしなかったよ。自分と子分達が処刑されるのはしかたないが、家族は助けてくれと頼たのまれた。リオナは最初、俺の世話になるのを拒こばんだよ。でもお前を身ごもったばかりだったし、子供が生まれるまでは、同盟で過ごせと俺が言ったんだ。そして子供が生まれて出ていく時に、俺は羅針盤を渡した」

　ニザーイの瞳ひとみが涙なみだで潤うるんだ。何年もの間、たった一人で旅をして試練を受けて旗を集める。それがどれだけの苦労だったのか、同じ見習いのジャリスには想像がついた。自分だったらきっと耐たえられないだろう。

「母は……ずっと俺の父親はシンリクット船長だと……」

「そう言えと俺が言ったんだ。女一人で生きて行くのは厳しいだろう？　俺の名前はそこそこ役に立つ。でもな、たとえ血は繫つながっていなくても、お前は俺の息子だ。俺がそう決めた。困ったことがあったら何でも言え。一度息子だと認めた以上、俺は全力でお前を守る。お前には兄弟達もいる。同盟にいる兄弟達は、俺と違って頼たよりになるぞ」

　再びぽんぽんとニザーイの頭を叩いたターラが、手に持った羅針盤を差しだした。

「この羅針盤はお前の物だ、これはな、お前の本当の父親の形見だ。処刑の時に、俺が預かったんだ。生まれてくる子供に渡してくれってな」

　ニザーイの瞳からついに、堪こらえていた涙が一筋流れる。羅針盤を受け取ると額にあてた。

「……今までの無礼を許してください。シンリクット船長」

　震える声が、ジャリスの心に染しみいった。
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　イスタカ号の甲かん板ぱんに立ったクアイは、港から見えるウルネティス国の王宮を見つめていた。バルク号を見張らせていた乗組員達の報告では、ジャリスは王宮に向かったのだという。きっと今回の事を報告するためだろう。ジャリスの笑え顔がおを思い出すと胸が締しめ付けられる。すぐに会いに行きたかった。だがクアイはぐっと唇くちびるを嚙かみしめると、甲板の中央に目を向けた。

「……ルーレル、タバラン国に戻るぞ」

　太い棒の両りよう端たんに重りをつけた道具を持ち上げているルーレルに、クアイは話しかけた。重りは鉄でできていて、片方持ち上げることさえクアイには無理だろう。それを寝ねたまま軽々と何度も持ち上げていたルーレルが、きっと睨にらみつける。

「何で戻るのさっ。折せつ角かくアブウに会えたのに！」

　ルーレルが道具を下ろすと、ごんっと音がして甲板が揺ゆれた。ルーレルは身軽に立ち上がり、クアイに詰め寄る。

「ターラから頼まれ事をした。一度タバラン国に戻る必要がある」

「でもあんたジャリスを追いかけてるんだろう。ターラなんか放ほうっておけばいいじゃないかっ」

　そうしたいのは山々だ。だが、クアイは小さくため息をついた。

「……俺はジャリスを愛する一人の男である前に、タバラン国の次期国王だ。ターラの頼み事は、次期国王としての俺に対するものなんだ。無視はできない」

　先日ターラから話を聞いて、クアイはずっと悩なやんでいた。血を吐はきそうになるほどに。やっと見付けたジャリスを置いて、タバラン国に帰るなんてどうしても嫌いやだった。それでも……クアイは自分の立場を忘れることはできないのだ。

「……ジャリス達にはまたすぐ会える、必ずだ。タバラン国に戻るのは彼女たちの為ためでもあるんだ。何も言わずに従ってくれ」

　ルーレルが反はん抗こうするのは判わかりきっていた。前から感じていたことだが、ルーレルはクアイをご主人様だと認めていない。彼女の横おう柄へいな態度はそのせいだろう。どうしても命令を聞けないようなら、彼女を解放するしかないとまで考えていた。ルーレルの魔ま力りよくは必要だが、嫌いや々いや従われるのはクアイとしても忍しのびない。ルーレルがむっとした表情を崩くずさず腕うで組ぐみする。

「……しょうがないね。ターラからの頼みってのは、オシリスに関する事なんだろう？　だったら確かに無視はできないよ」

　ルーレルの答えは予想外だった。驚おどろいて見つめると、ルーレルが肩かたを竦すくめた。

「あたしだってオシリスを倒たおしたいんだ。あいつには色々と恨うらみがある。それに……」

　ルーレルがすっとクアイから視線をそらした。海を見つめて、ぶすっとした表情になる。

「あんたはご主人様だからね。しょうがないから命令には従うよ」

　クアイは耳を疑った。初めて、ルーレルが自分をご主人様だと認めたのだ。天地がひっくり返っても聞けるはずのない言葉だった。

「お、おい、今何て言ったんだ？」

　思わず聞き返すと、ルーレルが振ふり向いた。顔にはありありと嫌そうな表情を浮うかべている。

「あんたに従うって言ったの！　あんた女追いかけるしかできない馬ば鹿か皇子だと思ってたけど、そうでもないみたいだし。それに……助けてくれた礼はするよ」

　ルーレルが何の事を言っているのか、一いつ瞬しゆん判らなかった。いつルーレルを助けたのだろう。考えたクアイは、ヨーヌルの遺い跡せきで落ちてきた石から彼女を庇かばった事を思いだした。

「あれはそんなに気にする事はないんだぞ。当然の事をしたまでだ」

「ああ、あんたにとってはそうなのかもね、でもはっきり言ってあんな事されたら迷めい惑わくだよ。あ・た・しがあんたを守るんだから。それが人間に仕える精霊ジヤーンの役目なの！　これからは余計な事をするんじゃないよっ」

　ぷんぷんと怒おこりながら、ルーレルが船室へと入っていく。呆ぼう然ぜんと見送ったクアイだったが、やがて苦く笑しようした。これがルーレルなりの和解の仕方だと気づいたのだ。本音を言うと、ルーレルが嫌きらいではない。彼女は純じゆん粋すいで裏表がないのだ。タバラン国の皇子として生きてきたクアイにとって、何でも思ったことを口にするルーレルは、腹が立つことも多いが信用もできる。彼女がクアイを守ると言ったら、全力で実行するだろう。もちろん精霊ジヤーンとはいえ、女に守ってもらうつもりは毛頭ない。だが、彼女の魔ま法ほうはこれから先オシリスと戦う上でどうしても必要だ。

　クアイは潮風の吹ふく甲板で、王宮の方角を見つめた。

「……ジャリス。君はこれから最大の試練を迎むかえるだろう。それを少しでも応おう援えんしたいから、俺はタバラン国に戻もどるのだ。だが別れは告げないでおこう。すぐにまた会えるのだから」

　そっと笑みを浮かべたクアイは、きびすを返すと乗組員達に出発の合図をしたのだった。
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「嬉うれしそうね、二人とも」

　ケレン国の王宮に戻ったジャリスは、国王のコンスルルに報告をすませた後、中庭に面した廊ろう下かから外を見つめていた。中庭の真ん中には、楽しそうに話をしているギナンとナスタシャがいる。頰ほおを染めたナスタシャは顔色もよく元気そうだ。一いつ緒しよに来ていたコダートが頷うなずく。

「ナスタシャ皇女は、ギナン皇子が幼い頃ころに会った初はつ恋こいの相手だとすぐに気づいたみたいだな。長い間思い続けていた二人が結ばれるのは、何より幸せな事だ。まあ、ずっと敵対していたんだし、縁えん談だんが決まったってそう簡単にめでたしめでたしって訳にはいかないだろうがな。でもあの二人なら、どんな困難でも乗り越こえてくれる気がするよ」

　二つの国の思いは同じだ。ジャリスはきっとうまくいくと信じている。あの二人のように、手に手を取って、平和への道を進んでいくことを。

「おお、ジャリス。捜さがしておったぞ」

　背後から声をかけられて、ジャリスは慌あわててふり向いた。王宮の廊下を歩いてきたのは、侍じ従じゆうを引きつれたコンスルルだ。ジャリスとコダートは慌てて膝ひざを折ろうとした。

「ああ、よいよい、そのままで」

　コンスルルの機き嫌げんのいい声に、ジャリス達は躊ちゆう躇ちよしつつ、立ったままで頭を下げた。

「お前達のおかげで、うまく縁談がまとまりそうだ。よくやってくれた」

「いいえ、皇女の代わりは務まりませんでした。お役に立てなくて、申し訳ありません」

「よいのだ。ナスタシャの顔を見てみろ。あんなに喜んでいるのを見るのは久しぶりだ」

　コンスルルが中庭に立つ二人を指さした。ケレン国を訪おとずれたギナンは、黄色い野の花をナスタシャに贈おくった。ナスタシャはそれで何もかもを察したらしい。再会した二人にどんな会話があったのかは知らないが、仲むつまじい様子は一目で知れた。証しよう拠こに、ナスタシャは身体からだの調子がどんどんよくなっているらしい。二人を傍かたわらで見守っている侍女のマーサも嬉しそうだ。

「二人が納なつ得とくして結けつ婚こんしてくれれば、こんなに嬉しいことはない。危険を承知で二人を幼い頃に引き合わせておいて良かった。ターラのおかげじゃな」

　ターラの顔をジャリスは思い浮かべる。先の先まで読んで、長い時をかけてターラが仕組んだ作戦は、ようやく日の目を見そうだ。だがどうしてその慎しん重ちようさとねばり強さを、普ふ段だん発揮できないのだろう。不思議でたまらなかった。コンスルルがジャリスに向き直り、目を細める。

「ジャリス、これで二つの国の和平が現実となる。お前のおかげじゃ。これを受け取ってくれ」

　コンスルルの合図で侍従が広げたのは、ケレン国の紋もん章しようである隼はやぶさの姿を縫ぬいつけた旗だった。ジャリスは慌てて首を振る。

「し、しかし、わたしは失敗しました。皇女の振りをする約束だったのに……」

「確かに皇女の振りをするのは失敗した。ターラがブレイズ国王に事情を話すと言っておったので大だい丈じよう夫ぶだろうと思っていたが、手て違ちがいがあってお前の事が伝わってなかったのであろう？　ギナン皇子から聞いたが、お前はその状じよう況きようでブレイズ国王に暗殺予告の事をうまく説明し、滞たい在ざいしていた同盟の見習いが脅きよう迫はく状を書いた人間を捕とらえてくれたとか。何でもギナン皇子が王位を継つぐ事を反対していた者だったらしいな。本当の目的はナスタシャの命ではなく、ギナン皇子の結婚を阻そ止しする為だったとか。ブレイズ国王がお前にいたく感謝しておられるそうだ。おかげで安心してナスタシャを嫁とつがせられる。十分な功績だ。堂々と受け取るがよい。……それにな、これはナスタシャが手縫いしたんじゃ。お前に渡わたす旗を自分で縫いたいとな。さすがに一人では無理だったから侍女達も手伝ったが、これはあの子からの礼でもあるんだ」

　いつの間にか、ギナンがうまく反対派達の事をぼかして、ジャリスの事をコンスルルに取りなしてくれたらしい。中庭に目をやると、ナスタシャがこちらに気づいたのか、ゆっくりと頭を下げる。周りの花々もかすんでしまうような可か憐れんな笑えみは、同性であるジャリスでさえ可愛かわいらしいと思った。彼女がジャリスの為に縫ってくれた旗は、何より嬉しかった。

「さあ、ナスタシャの気持ちを受け取ってくれ」

　コンスルルがゆっくりと微笑ほほえんだ。ジャリスは一瞬躊ちゆう躇ちよしたが、侍従から旗を受け取る。

「ありがとうございます、陛下。この旗に恥はじないような、立派な海かい賊ぞくになります」

　ギナンとナスタシャ、そして二つの国に住む人々が幸せに暮らせること、ジャリスはそれを心の底から願っていた。




　王宮の大広間ではギナンの歓かん迎げいの宴うたげが開かれていた。バルク号に戻ろうとしたジャリスを引きとめたのはコンスルルだ。ぜひ今こ宵よいの宴に出席してくれと言われ、もう少しギナン達の幸せそうな姿を見ていたかったジャリスは快く承しよう諾だくした。

　白い船服の上からすっぽりと頭覆いを被かぶったジャリスは、広間とは硝子ガラス細工の扉とびらで仕切られた露ろ台だいにいた。王宮の最上階にある広い露台は屋根がなく、空に煌きらめく星を眺ながめる為かいくつか椅い子すが置いてある。手すりの向こうには明かりのついた家々や海が見渡せた。ナスタシャとよく似たジャリスは人前に出る訳にもいかず、誰だれもいない露台から広間を窺うかがっていた。

「ギナン皇子、本物のナスタシャ皇女と踊おどれてよかったわ。やっぱりお似合いよね、あの二人」

　ギナンの歓迎という事もあって、宴はウルネティス国風だ。ギナンが護衛達と一緒に連れてきた音楽隊が、優やさしい調べを奏かなでていた。ぎこちないながらも、楽しそうに踊っているギナンとナスタシャを、集まった人々が温かい眼まな差ざしで見守っている。

「そうだな、本物の皇女様は、偽にせ者ものと違ちがって品があるからな」

　ぼそっと呟つぶやいたコダートを、ジャリスはきっと睨にらみつけた。いつもの憎にくまれ口だ。言い返そうとしたが、コダートと視線が合ってどきっと心臓が跳はね上がる。いつもなら軽い調子で答えられるが、今は無理だった。コダートの顔を見るだけで、口付けをした時の感かん触しよくが唇くちびるに蘇よみがえる。

　赤くなった顔を隠かくすように、ジャリスは腰こしの高さまである手すりに歩み寄り、落ち着こうと息を吐はく。冷たい夜風に吹かれて、顔の火照りをどうにか抑おさえようとした。見上げるとまん丸い月がジャリスの顔を優しい光で照らしている。

「何そっぽ向いてるんだよ、どうしたんだ、お前」

　背後からのコダートの声に、びくっと身体が震ふるえた。

（だ、大丈夫、落ち着け、わたしっ）

　心で念じて何とか息を整えて振り向くと、意外に近い所にコダートの顔があった。再びどきどきと胸が高鳴ったが、ジャリスはぷいっと顔を背そむけた。

「べ、別にどうもしないわっ。……それにどうせわたしは、ナスタシャ皇女みたいにしとやかなんて言葉は似合わないわよ！　コダートから見れば子供みたいに見えるんでしょ。落ち着きないし、騒さわがしいし……コダートは大人の女の人が好きなんだもんねっ」

　何でそんな事を言ってしまったのだろう。思わず口をついて出た言葉に、ジャリスは自分でも驚おどろいた。コダートが眉まゆ根ねを寄せる。

「大人って……誰の事を言ってるんだ？」

　心当たりがないのか、コダートが首を傾かしげている。悩なやんだジャリスだが、ずっとずっと心に引っかかっていた事を、思いきって聞いてみた。

「ま、前にクアイ皇子と話してたじゃない。フルジアヌス島の〝女〟領主の……」

　つい、〝女〟と強調してしまった。コダートがぽんっと手を打つ。

「ああ！　リリオスか。そういえばお前、あの時具合が悪かったから、あいつと会わずじまいだったな。今度紹しよう介かいするよ。あいついい奴やつだぜ、さっぱりしてて。お前と絶対気が合うと思うぞ。でもあいつは大人って感じはしないな。それに確かにあいつは好きだけど、姉きよう弟だいみたいな感じだよ。あいつには幸せになってほしいと思ってるんだ」

　にこにこしているコダートの言葉には、裏がないように思う。それでもコダートの口のうまさを知っているジャリスは、更さらに問いかけてしまう。

「でも、クアイ皇子は、リリオスって人はコダートの事、す、好きだっていってたわ」

「そんなのクアイ皇子お得意の妄もう想そうだよ。リリオスは俺なんか相手にしないさ。きっと島の優しい男と結婚して平和な家庭を築くよ。俺はそう願ってる」

　コダートが手すりにもたれて肩かたを竦すくめた。本当に他意はないようだ。ジャリスはほっと胸をなで下ろす。

（ああ、そうなんだ……って、何でわたしこんなに安心してるのっ？）

「それよりお前、どうしてリリオスの事なんか急に持ち出すんだよ」

　自分でもよく判わからない事を聞かれて、ジャリスは引きつった笑みを浮うかべた。

「う、ううんっ、別に……。ほら、船長としてわたしが具合悪かった時の事を、詳くわしく聞いておきたかっただけなの！」

　一ひと月つき以上前の事を今いま更さら？　そうコダートの目が言っている気がした。なぜならジャリス自身もそう思うからだ。しばらく無言のままコダートと見つめ合う。コダートの柔やわらかい微笑みに、ジャリスはなぜだかいたたまれなくなった。

「何やってるんだ、お前達」

　そこへ聞こえた声に、ジャリスははっとする。広間から扉を開けてやってきたのは、ウルネティス国にいるはずのニザーイだ。ジャリスとコダートを交こう互ごに見つめて、首を傾げていた。

「二人とも、何いい雰ふん囲い気きで見つめ合ってるんだよ。お前達恋こい人びと同士なのか？」

「ち、違うわよっ、変な事言わないで！　コダートはただの仲間なの。そ、それより、どうしてここにいるの？」

　慌てて否定したジャリスに、コダートがむっとした表情を浮かべた。どうしてそんな顔をするのか、ジャリスは不思議だった。ニザーイが肩を竦めて、ジャリスに歩み寄る。

「ギナン皇子の警護と、シンリクット船長からコンスルル国王への手紙を預かってきたんだ。皇子の警護は引きうける。後は任せてくれ」

　頷うなずいたジャリスは、内心ほっとしていた。このままコダートと話を続けていたら、自分が何を言い出すか判らない。なぜリリオスの事を聞いてしまったのだろう。ジャリスは後こう悔かいすらしていた。それでもニザーイの前では、そんな顔は見せなかった。

「ターラったら相変わらずね。人使い荒あらいんだから」

　ため息ついたジャリスに、ニザーイがすっと目を伏ふせた。

「……お前には迷めい惑わくをかけた」

　ぼそっと呟く声にジャリスは目を瞬またたかせた。ニザーイが顔を背けて話し始める。

「俺は……俺は、ずっと自分がシンリクット船長の息子むすこだと信じていた。いや、信じたかった。彼のように、アラバーナ大陸の英えい雄ゆうと呼ばれるような海賊になりたいとずっと思っていた。海賊になったなら、堂々とシンリクット船長の前に出てあなたの息子だと言いたかったんだ。本当の父ではないと知っていたが、海賊になれば認めてくれるかもしれないって思ってた。だが……お前の言うように、それに固こ執しゆうして自分が海賊になって何をしたいのか、本来の目的を見失っていたようだ」

　いつも攻こう撃げき的な事しか言わないのに、こんなに素す直なおに心の内を話してくれるとは思わなかった。ニザーイが一つ息をついて、ジャリスをまっすぐに見つめた。

「俺は海賊になる。シンリクット船長と会って、やはり彼が素す晴ばらしい人間だと思い知った。だから彼のような海賊を目指すのは今でも俺の目標だ。そしてアラバーナ大陸から戦いをなくしたいという、シンリクット船長の目的の手助けをしたい。それが……俺が海賊になる理由だ」

　はっきりと言い切ったニザーイに、ジャリスは思わず微笑む。ターラの事をかなり美化しているのが気になるが、それでも彼の言葉は嬉うれしかった。

「一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうよ、ニザーイ。わたし達、同じ夢を持っているんですもの」

　にこやかにジャリスが言うと、ニザーイが嫌いやそうに顔を歪ゆがめた。

「言っておくが、俺がお前を嫌きらいなのには変わりないんだぞ。俺はお前を認めた訳じゃない。お前は無む鉄てつ砲ぽうで考えなしで行動する事が多いだろ。情にも流されやすいしな。そんなんじゃ、これから先苦労するぞ。俺の好敵手だとはまだまだとても言えないな」

　ふんと鼻を鳴らしたニザーイに、ジャリスはむっとする。やっぱりニザーイはニザーイだ。きっとこの性格は直らないだろう。だが言われた事は、自分でも尤もつともだと思う。

「……確かに無鉄砲なのは認める。反省するわ。でも、わたしは情のない人間にはなりたくない。わたしもそうだけど、人間は弱いわ。間ま違ちがう事だってある。それを否定してしまうのは簡単よ。でもその間違いから生まれるものもあるわ。それをわたしは無視したくない」

　頭に、バルカンとファランダの顔が浮かぶ。彼らは確かに間違いを犯おかした。だが彼らにも悲しい過去がある。それを無視して裁くなどできない。ニザーイが厳しい視線を向けた。

「俺は違うと思う。間違いは正すべきだ。その為ために必要な非情さを海賊は持つべきだ。でなければ、アラバーナ大陸の平和なんて守れる訳がない」

　二人の意見が割れたが、ジャリスは考えを曲げるつもりはなかった。お互たがいの視線がぶつかる。火花が散った気がした。

「両方とも、正しいと俺は思うぞ」

　コダートがジャリス達の間に割って入った。腕うで組ぐみしたまま、二人を交互に見る。

「ジャリス、お前は確かに情に流されやすい。だがそれがお前のいい所でもある。でもニザーイの言う事も確かに頷ける。優しさだけでは人間は駄だ目めになる。時には厳しさも必要だ。だがやっぱり、厳しいばかりでも駄目だと思う。やり直す機会があれば、立ち直れる人間もいる。大切なのはどこで折り合いをつけるかだ。それはお前達の胸一つにかかってくるんじゃないか？　色んな人間がいて、その数だけ色んな考えがある。海かい賊ぞくにも色んな考えを持つ奴がいていいと思う。お前達はそれぞれ自分が正しいと思う道を進んで、そして違う考えを持つ海賊になればいいさ」

「……ふーん、ジャリスの腰こし巾ぎん着ちやくだと思っていたが、そうでもないみたいだな」

　感心したように視線を向けたニザーイに、コダートが苦く笑しようした。

「お前達は対照的だけどお互い見習う所はあるんじゃないか？　まあ、俺が言うのも僭せん越えつだが」

　確かにコダートの言う通りかもしれない。自分がどんな海賊になるのか、それはジャリスにもまだ判らないでいた。ニザーイが再び視線を鋭するどくする。

「本当に僭越だな。……いいか、ジャリス。俺は自分の考えを変えるつもりはない。お前の意見に従うつもりもな！　でもな、俺だってお前が海賊になりたいのなら、止めはしないさ。どっちが正しいか正々堂々勝負してやる！　さあ、これを受け取れ、俺からのせめてもの情けだ」

　カチンとくる言葉を平然と言い切ったニザーイが、憮ぶ然ぜんとしたままジャリスに何かを投げて寄こした。受け取ったジャリスは、手にある物を見つめて首を傾げる。綺き麗れいにたたまれた大きな布だった。広げてみたジャリスは、思わず息を吞のんだ。

「こ、これっ、ウルネティス国の旗じゃない。何でわたしに？」

　旗にはウルネティス国の紋もん章しようである鳩はとが縫ぬい取られていた。腕うでを組んだニザーイが、ふうっと大きく息をつく。

「表向きは、俺が反対派を捕とらえよという試練を達成した事になっているからな。ウルネティス国の国王から頂いたんだ。だが、俺は今回何もしてはいない。俺の誇ほこりにかけて、受け取る訳にはいかないんだ。……これはお前達がもらうべきだ」

　顔を背けて腰こしに手を当てたニザーイに、ジャリスは目を丸くした。

「で、でも反対派を捕らえるのはわたし達の試練じゃないわ。わたしだって受け取れな……」

「ブレイズ国王には、お前達に旗を譲ゆずりたいと俺が申し出た。許可はちゃんともらってある。国王もお前達がファランダ夫人の起こした誘ゆう拐かい騒そう動どうを、ケレン国側に内密にしてくれた礼をしたいと仰おつしやっていた。それに……こんな事でお前に借りを作りたくない。今回はお前達が反対派を捕らえた。だから旗はお前に譲った。これで貸し借りなしだ」

　ニザーイは、ジャリスに向かって指を突つきつけた。

「それにこれでお前達も旗は七枚になるだろう？　俺と同じだ。いいか、同じ条件で、俺はお前より早く海賊になってみせる。最後の旗を手に入れて次に海賊になるのはこの俺だ。お前になんて、俺は負けない！」

　宣言したニザーイに、ジャリスは目を瞬かせた。コダートがぼそっと呟つぶやく。

「色々理り屈くつをこね回しているようだが……案外いい奴やつなのか？　ニザーイ」

　実はジャリスもそう思っていた所だ。ニザーイがかっと顔を赤くした。

「ば、馬ば鹿か言うな！　さっきも言ったが、これは俺からのせめてもの情けだ。俺はウルネティス国に戻もどってもう一度試練に挑ちよう戦せんするが、お前達はこれから〝王族式典〟を仕切るんだろう？　勝負しようにも、それではお前達の分が悪すぎる。王族式典を仕切るなら、相当時間もかかるだろうし、試練どころじゃなくなるからな。だからウルネティス国の旗を……」

「ん……？　ちょっと待ってっ〝王族式典〟って何？」

　耳慣れない言葉に、思わずニザーイの言葉を遮さえぎった。不思議そうに見つめると、ニザーイが驚おどろいたように目を丸くした。

「な、何って……コンスルル国王宛あてに、シンリクット船長からの手紙を預かってきたと言っただろう。その手紙には、近い内に王族式典が行われると書かれているそうだ。皇子達の結けつ婚こんで、ケレン国とウルネティス国の和平は確実なものとなるだろう。これを機に海賊同盟では、アラバーナ大陸全土に向けて、停戦条約を撤てつ回かいし戦争の終結宣言を出すそうだ。それを祝して式典を行うらしい。だがそれは表向きだ。民衆にはまだオシリスの存在を知らせる訳にはいかないから、式典という名目で各国の王族や代表達を集め、オシリスの事を説明し対策を練るそうだ。シンリクット船長がそう仰っていたぞ」

　そんな話は初耳だった。だが各国の国王達から同意を得て、海賊同盟が戦争の終結宣言を発表すれば、アラバーナ大陸で百数十年続いた戦争がいよいよ幕を閉じる事になる。それにオシリスの事をこれ以上隠かくすのは無理だろう。各国の代表が集まり話し合うのは大切な事だった。

　ジャリスは、平和に向けて大きな一歩を踏ふみ出せたのが嬉しくて、顔を綻ほころばせかけた。だが、ふと先さき程ほどのニザーイの言葉を思いだし、眉まゆ根ねを寄せる。

「そ、それはいい事だと思うわ。オシリスの事はアラバーナ大陸全体の未来に関かかわるもの。でもその王族式典の仕切りを、わたしがって……どういうこと？」

　ジャリスは嫌な予感がした。とてもとても嫌な予感だ。隣となりにいるコダートも顔を引きつらせている。ニザーイも目を瞬かせていた。一瞬妙みような空気が三人の間に流れる。沈ちん黙もくを破ったのは、戸と惑まどうような表情を浮うかべたニザーイだ。

「いや、王族式典の進行とオシリスの事を説明するのはジャリスに任せるって、シンリクット船長が……。俺は随ずい分ぶんお前は度胸があるなと思ったんだ。各国の王族や代表を集めて式典を開かい催さいして、その上彼らの前で話をするなんて、俺だって考えただけで緊きん張ちようするし、寒気すらする。しかも議題は魔王オシリスについて。アラバーナ大陸の今後に関わる重要な事だ。クアイ皇子も、その準備の為にタバラン国に戻られたそうだぞ。まさかお前……本当に知らないのか？」

　ジャリスはこくこくと頷うなずいた。そんな話は全然まったく聞いてない。そういえば、クアイが何も言わずタバラン国に戻ったのは気になっていた。何かあったのかと心配すらしていたのだ。

　ニザーイがひくひくと頰ほおを引きつらせた。

「お、おい、どうする気だよ。式典の詳しよう細さいはバルク号船長、ジャリス・シンリクットに聞いてくれって書いてあるはずだ。各国にも同じ内容の手紙を送ったから、ジャリスが決めた日時に添そって集まってくれと……」

　ジャリスは混乱しすぎて、頭が一いつ瞬しゆん真っ白になる。

「ど、どうしてわたしが？　そういうのは、盟主である父さんの役目……」

　やっと言葉を絞しぼり出すと、ニザーイが首を振ふる。

「オシリスの事は、お前が一番よく知っているからってシンリクット船長が仰ってたぞ」

　ジャリスは慌あわててコダートに目を向けた。さすがの彼も呆ぼう然ぜんとしている。

「ど、どうしよう、コダート。各国の代表の前で……何すればいいの？　っていうか、式典の進行ってどうやるの？　わたしそんな事したことないんですけどっ」

　同盟はアラバーナ大陸全体に関わる議題や祝賀がある時に、各国の国王や代表を招集する事ができる、というのは聞いた事があるが実際に行われた事はなかった。実現すればアラバーナ大陸の歴史に残る、第一回目の王族式典となるだろう。そんな責任重大な事を仕切るなんて、到とう底ていジャリスにできる訳がない。頭を抱かかえてジャリスが蹲うずくまると、コダートが呆然として呟いた。

「ようするに、式典の場所と日時を決めて各国に連れん絡らくして、忙いそがしい代表達を集めて宴うたげをしたり会食したりしつつ、その裏でオシリスの驚きよう異いを説明して対策を練るんだ……多分、そういう事だ。ターラ……よくもそんな面めん倒どうな……あ、いや、そんな大変な事を押しつけたなっ」

　言い直しても、本音は隠せないようだ。コダートの気持ちは、そのままジャリスの気持ちでもあった。ジャリスは夜空に浮かんだ満月に向かって、思わず叫さけんでいた。

「何て事してくれたのよーっ、ターラ！」
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「人間の身体からだは本当に忌いま々いましい。町一つ消しよう滅めつさせただけで、これほどの負担がかかるとはな」

　静かな光を湛たたえる満月の光が、金色に輝かがやく火山の宮きゆう殿でんを浮かび上がらせていた。オシリスは広間の椅い子すに凭もたれ、苦々しく呟く。ヨーヌルから戻ってもう大分経たつというのに、しびれた身体はまだ動かせない。跪ひざまずいたラシッドが、顔を上げる。

「オシリス様……無理はなさらないでください」

「黙だまれっ。ラシッド、すぐにリンドを捕つかまえて来い。あいつは裏切り者だ。人間達を助けて逃にげた。それが証しよう拠こだ！　お前がぐずぐずしているからこんな事になったのだっ」

　ラシッドの顔には、恐きよう怖ふの色が見え隠れしている。それがオシリスは大好きだ。恐おそれられ、敬われる、それがオシリスに対する人間や魔物ジン達に許された感情だ。ラシッドは身体の事を心配しているようだが、そんな感情はオシリスにとっては屈くつ辱じよくでしかなかった。

「指輪を集めて、身体を取り戻すぞ！　こんな軟なん弱じやくな人間の身体などいらない。これなら精神体だった時の方がまだましだっ」

　癇かん癪しやくを起こしているのは判わかっている。だが止められないし、止めるつもりもない。恐怖に震ふるえているラシッドだが、尊敬の眼まな差ざしを絶やすことはない。オシリスはそれを見届けて、少しだけ息をついた。やっと落ちつき始めたオシリスに、ラシッドが怖こわ々ごわと口を開く。

「ご安心下さい。以前はオシリス様のお身体を復活させる事は不可能に近かったのですが、今は違ちがいます。今の状じよう況きようなら、お身体を取り戻す事は可能です。それには、やはりジャリス達が一番邪じや魔まかと。しかしあの女を殺す訳にはいきません。そこで私にいい考えが」

　ラシッドの小こ振ぶりな唇くちびるが、にいっとつり上がった。オシリスは身を乗り出す。

「まことか？」

「ええ、人間達は弱い。だから群れて協力しようとする。まずはわらわらと群れている人間達を引き裂さいてしまいましょう。あの女達の中にいる……あの男を使って」

　オシリスには、それが誰だれのことだかすぐに判った。

「それはいい。あいつには積もり積もった恨うらみがある。こんな事になったのはすべてあいつのせいだ。……これは、面おも白しろい事になりそうだな」

　身体のしびれを忘れるくらいの高こう揚ようが、オシリスを包んだ。考えるだけで、ぞくぞくとする。腹の底から笑いがこみ上げた。

「身体を取り戻したら、アラバーナ大陸全体をあの町のように消滅させてやる。人間達も一いつ緒しよにな！」

　オシリスは、何もなくなったアラバーナ大陸を思い描えがきほくそ笑えむ。別にアラバーナ大陸を制せい覇はしたいわけではないし、魔物ジン達の王国を作るつもりもない。ただ、わき上がる破は壊かい衝しよう動どうを抑おさえられないだけだ。刃は向むかう敵は抹まつ殺さつし、混乱の中で人間達が慌てふためき恐怖におののく視線をオシリスに向ける。それが楽しみだったから、今まで人間達を襲おそっても根絶やしにする事はなかった。だが今は違う。アラバーナ大陸が滅ほろんでも、海を越こえればまた楽しい遊び場には困らないだろう。

「私にお任せ下さい。必ずオシリス様に楽しんで頂けるような舞ぶ台たいに仕上げてご覧にいれます」

　深々と頭を下げたラシッドに、オシリスは大きく頷いていた。

　　　　[image: ]

「……父さん、わたしには絶対無理よ。王族式典なんて……」

　広間ではまだ宴が続いていた。露台の床ゆかにしゃがみ込んだジャリスは、コダートに誰もこないよう見張ってもらいながら、アブウの水鏡を覗のぞいていた。先程ギナンの警護の為ため広間に戻ったニザーイは〝まあ、大変だと思うが頑がん張ばれよ〟と去り際ぎわに応おう援えんまでしてくれた。あのニザーイがそう言うのだから、ジャリスが想像する以上に王族式典の進行はとんでもない大役なのだろう。考えるだけでも冷や汗あせが出てくる。結局うやむやの内に受け取ってしまったウルネティス国の旗を握にぎりしめ、ジャリスは必死に水鏡に映ったマラファムに訴うつたえた。

〝その手紙なら、サウルナ国にも届いている。私も目を通したが、父上の書かれた事は確かに尤もつともだと思う。オシリスの事を一番よく知っているのはお前達だ。お前達がオシリスの驚異について話をするのは当然だろうな。混乱を招く恐れがあるから、民衆にはまだオシリスの事は内密にしたい。あくまで表向きは戦争の終結宣言を祝う式典だ。お前と詳くわしい事を打ち合わせして、うんと華はなやかな式典を開催しろと、父上から私宛あてに手紙も届いている〟

　マラファムは相変わらずの無表情だ。冷たく言い返され、ジャリスはぐにゃりと顔を歪ゆがめた。

「で、でも、式典の進行なんて……」

〝泣き言を言うな。正式な海かい賊ぞくになれば、各国の式典や会議に同盟の代表として参加しなければならない。遅おそかれ早かれ経験することだ〟

「でも、それって各国のでしょう？　それにほら、何年か前カトゥーナ国のラスミア女王と、タバラン国のフクサル国王が会談したことがあったじゃない。あれだって同盟の海賊が総出で半年もかかって準備したって聞いたわ。なのにただの見習いのわたしが、いきなりアラバーナ大陸のすべての国の代表を集めての式典を仕切るなんて、無理に決まってるじゃない！」

　普ふ段だんならいくら父でも、盟主であるマラファムにこんな口調で話しかけたりしない。だが我を忘れるくらい、ジャリスは混乱していた。

〝もちろん同盟も出来る限りの協力をする。……ジャリス、お前は見習いとして色んな国を訪おとずれて、色んな人達に会ったはずだ。彼らに訴えるんだ。アラバーナ大陸に迫せまっている危機を〟

（判ってるの、オシリスの事は話し合うべきよ。でもでもでも……ううっやっぱり無む謀ぼうよ！）

　ジャリスはがっくりと肩かたを落としたまま、泣きそうな声で呟つぶやいた。

「父さん、どうしてもわたしじゃなきゃ駄だ目め……？」

　水鏡の向こうで、マラファムのこめかみがぴくんと動いた。ジャリスは慌てて姿勢を正す。これは怒いかりを堪こらえている時の父だ。

〝くどいぞ。お前でなければならないと言っているだろう。……よし、判った。ではこうしよう。この式典を無事に終わらせる事ができたなら、盟主の権限でお前に海賊の資格を与あたえる〟

　突とつ然ぜんの言葉に、ジャリスは思わず目を見開いた。

「えっ、で、でも、わたしまだもう一枚旗をもらってないけど……」

〝それは大だい丈じよう夫ぶだ、私が残り一つの国に交こう渉しようして旗をもらえるよう手配しよう。この王族式典にはそれだけの価値がある。……ジャリス、もし式典がうまくいけば、これがお前の見習いとしての最後の試練になるだろう〟

　マラファムの視線が、ふっと和なごんだ。久しぶりにそんな優やさしい表情を見た気がする。

〝正念場だぞ、ジャリス。落ち着くんだ。お前ならできる。私はお前に期待している〟

　常にない励はげましの言葉に、ジャリスの心がじわりと温かくなる。マラファムの優しい目を見ると、すうっと心が軽くなる気がした。

　結局断ることができずに通信が終わってしまう。アブウが水差しに戻もどった後も、がっくりと項うな垂だれていたジャリスだが、心のどこかで嬉うれしくも思っていた。

（期待してるだって……父さんにそんな事言われたの初めて）

　最初は海賊になることを反対していた父。やっと認めてもらい、そして応援してくれるようになった。それは素す直なおに嬉しいと思う。父の期待に応こたえたかった。何をすればいいのかすらまだよく判らないが、それでも王族式典は絶対に開くべきだと思う。オシリスの好きにさせてしまっては、アラバーナ大陸はヨーヌルのように砂と化して消滅してしまうかもしれない。

　ジャリスは顔を上げ、傍かたわらにいるコダートに決意の表情を向ける。

「式典がうまくいけば、海賊の資格をもらえるそうよ。……やるしかないみたいね」

　ずっと目指していた海賊の資格。それを手に入れるためならどんな苦労も惜おしまないと決めていた。正直な所まだ実感が湧わかないが、バルク号の帆ほ柱ばしらに掲かかげられた海賊同盟の旗に、各国の八枚の旗が縫ぬいつけられた所を想像すると、ぞくっとする程ほどの高揚感がこみ上げてくる。

　やっと落ち着いたのか、コダートも力強く頷うなずいた。

「ああ、とにかくバルク号に戻ったら、みんなで話し合うとしよう。忙いそがしくなるぞ……。ジャリス、細かい事は俺に任せろ。お前はオシリスについての説明だけを考えるんだ」

「えっ……でも」

「俺は商売してたから、祝い事や会議には慣れてる。規模は桁けた違ちがいだが、基本は同じ……はずだ、多分。各国や同盟と連れん絡らくを取り合って日時と場所は決めてやる。王族や代表達が集まるなら、警備も視野に入れて決めないとな……。お前は自分がやる事だけ考えろ」

　コダートがジャリスの肩にぽんっと手を置いた。式典もそうだが、それを開くまでが恐おそらく一番大変だろうと、ジャリスにも察しがついた。各国との調整がうまくいかなければ、式典自体が開けない。そんな大変な事を引きうけてくれたコダートに、心の底から感謝した。

「お前は一人じゃない。大丈夫だ、気をしっかり持て。みんなで協力すればきっとうまくいく」

　優しいコダートの瞳ひとみは、まっすぐにジャリスを見つめていた。ジャリスはやっと大きく息を吸えた気がする。何度か深呼吸すると、気持ちも段々と落ち着いてきた。

「その調子だ。とにかく、詳しい事はバルク号に戻ってみんなと相談してからだ。……そろそろ俺達も帰るか」

　広間を見ると、宴は終しゆう盤ばんにさしかかっているようだった。ギナンとナスタシャをまねて、人々が踊おどっている。扉の向こうから聞こえてくる楽しげなさざめきに、ジャリスはもう一度息をついた。

「……みんな楽しそうに踊ってるわね、わたし、踊るの結構好きだったわ」

　気持ちを奮い立たせたかったが、なかなか難しい。とりあえず難しいことはバルク号に帰ってからと現実逃とう避ひして、今だけは楽しいことを考えようとした。軽かろやかな音楽は、暗くなっていた気分を少しは浮ふ上じようさせてくれる。

「……じゃあ、踊ってみるか？」

　ふいにコダートに聞かれて、てっきり冗じよう談だんだろうと思ったジャリスは、苦く笑しようしようとした。だがコダートに目をやると、彼が右手を差しだして優しく微笑ほほえんでいる。そしてもう一度、低くて甘い声で、ジャリスに誘さそいをかけた。

「踊っていただけますか？　ジャリス」

　どうやら本気のようだが、コダートの意図がよく判わからない。ジャリスは思わず狼狽うろたえた。

「え、えっと……」

「こういう時は、〝はい、喜んで〟だろ」

　コダートはジャリスが持っていた旗を手に取り、近くにあった椅い子すに慎しん重ちように置いた。そして再び右手を差しだす。まるで貴婦人を相手にするかのように。

（あっ、そうか。わたしが落ち込んでるから、元気づけようとしてくれてるんだわ）

　コダートの気持ちが嬉しくてジャリスは微笑む。踊りにくいので、誰だれもいないのを幸いに頭覆いを外すと、そっとコダートの手を握った。すると大きな手が優しくジャリスの手を包み込む。二人で練習した時、とても心ここ地ちよくて楽しかった。もう一度コダートと踊ってみたいと、実はジャリスも思っていた。二人でゆっくりと動き出すと、ジャリスはふとある事に気づく。

（あ、やっぱりコダートとは踊りやすい……。どうしてかしら。ギナン皇子は緊きん張ちようしていたけど、そんなに下手へただったわけでもないのに）

　ジャリスが不思議に思っていると、心を読んだようにコダートがふっと微笑んだ。

「知ってるか？　この踊りはお互たがい信しん頼らいしあっているのが大事なんだ。息が合うっていうのは、相手を信用して任せられるからだ」

　コダートの顔がすぐ近くにあった。ふいに口付けの感かん触しよくが蘇よみがえる。かぁっと顔が赤くなって、ジャリスは慌あわてて俯うつむいた。

「大丈夫だ、お前の嫌いやがる事はしないさ。もう絶対に。……ただ、一つ知っておいて欲しい事がある」

　低い声が、砂糖菓が子しのように甘いと感じた。こんな事は初めてだ。ジャリスがおそるおそる顔を上げると、コダートが穏おだやかな、そして声と同じくらい甘くて優しい表情を浮うかべた。

「何もかも無事にすんで、そしてもう一度お前と踊れたら……そうしたら、お前に伝えたい事があるんだ」

　コダートを艶つやっぽいと感じたのも初めてだ。いつもは憎にくまれ口しか叩たたかないのに、どうして今日はとろけそうな程甘く語りかけるのだろうか。

「な、何？　伝えたい事って……」

　聞き返したものの、少しだけ怖おじ気づいてもいた。コダートが何を考えているのかが判らない。今までに感じた事のない恐れと不安、だがそれに呼応するように胸の高鳴りが強くなる。

「……それは、その時に言うよ。必ずだ」

「い、今じゃ駄目なの？　何なのか気になるわ……」

「お前はこれから忙しくなるんだぞ。余計な事にわずらわされない方がいい。でも、何年かかっても、俺がお前に伝えたい事があるというのだけは知っておいてくれ」

　きっとコダートの伝えたい事を聞くまでには、まだまだ時間がかかるのだろう。本当は知りたい。コダートが何を言いたいのか。だがジャリスは黙だまったままでいた。明日からきっと怒ど濤とうの日々が始まる。王族式典も魔王マリードオシリスも行方ゆくえの知れない緋ひ石せきの指輪も、ジャリスにとっては頭を悩なやませる問題ばかりだ。

　だが、もう少しだけ現実を忘れ、コダートと踊っていたかった。大きな手から伝わる温かさと優しさがあれば、きっとどんな困難でも乗り越こえていける。ジャリスはそう信じていた。

　夜空では無数の宝石のようにきらめく星達が、ゆったりと踊るジャリスとコダートを優やさしく見守っていた。







　あとがき







　ちょっとお久しぶりです。伊藤たつきです。

『アラバーナの海賊たち　お見合いは奇跡をまねく』いかがだったでしょうか。

　なかなか賑にぎやかな事になってます。前巻は少しのんびりモードでしたが、今回から本格的に第二章が始まり、これからどんどん急展開する……はずです、多分。




　プロフィールにも書きましたが、我が家に新しい愛犬が増え、家中大おお騒さわぎになっています。

　新入りの子犬は、五ヶ月間ペットショップのゲージに入れられていて、外にほとんど出た事がなかったそうで、最初はお散歩に出るのもぶるぶる震ふるえて怖こわがっていました。抱だっこして徐じよ々じよに外に慣らし、何とか最近お散歩に行くようになってくれました。子犬は好こう奇き心しんが強くて、何でも口に入れ、あちこち家具をかじってくれます。まだまだトイレも失敗したりしますが、私のお腹なかの上でぐっすり眠ねむっている姿が可愛かわいくて、もうメロメロです。

　新入りの子犬と前からいた愛犬が仲良くしてくれるか心配していましたが、何とか大だい丈じよう夫ぶみたいでした。じゃれているのかケンカしているのか微び妙みようですが。

　二匹ひきで騒さわいでいるのを見ると微笑ほほえましくて癒いやされます。食い意地が張っていてやんちゃですが、元気で健康に育ってくれればそれだけでいいと、母のような気持ちになってしまいます。




　ところで『アラバーナの海賊たち　幕開けは嵐とともに』が二〇〇九年六月の末頃ごろにドラマＣＤになるそうです。話を聞いた時は何かの間ま違ちがいじゃ……と疑っていましたが、どうやら本当のようでびっくりしてます！

　そんな事ってあるんだなぁ、これが本当の奇き跡せきだなぁと思いつつ、嬉うれしくてたまりません。

　ジャリス達が声の世界でどんな活かつ躍やくをするのか、今から楽しみです！




　イラストを描かいてくださった七海様。いつも美び麗れいなイラストありがとうございます。

　今回は久々に表紙にコダートが帰ってきました。本編でも彼は頑がん張ばっている……はずです。




　読んでくださった皆みな様さま。楽しんで頂けましたでしょうか。

　アラバーナを続けて書かせて頂けるのも、ドラマＣＤを出して頂けるのも、読んでくださっている皆様のおかげです。本当に本当にありがとうございます！　よかったら、感想のお手紙など頂けると嬉しいです。それではまた、お会いできる事を願って。
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